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会員各位へ謹んで新春のご挨拶を申し上げま

す。

皆さんにとって今年が素晴らしい年でありま

すように心からお祈り致します。

年頭にあたり一言ご挨拶申し上げます。

昨年末には設立以来会員の通し番号が１２６

０番台を越しました。そして会の構成メンバー

は団塊の世代が昨年度半ばで３０％でしたが、

今年は５０％を越すようになるでしょう。

そして会員には色んな方々が入会され、それ

ぞれの「情報収集」「現地滞在」など試行錯誤

をしながら「自分の南国」を探し、「仲間」を

作り、「夢」の実現に向かっておられます。

ところで最近のロングステイ環境の分析をし

て見てみますと、下記の様にずいぶん変化して

おります。

１．２０００年頃のロングステイ希望先にはア

ジア地区は無かったのですが、昨年の調査

（L/S財団調査）では遂にベスト３は（１）

マレーシア（２）オーストラリア（３）タイ

とアジア地区が選ばれました、そして今後も

続くでしょう。図らずも当会の「南国志向」

が適切であったことが証明されております。

２．昨年は円・ドルが安くなり、リンギット・

バーツ・ペソ高でこの通貨地区に会員が多い

当会には強い逆風が吹き、皆さんその変化に

大変不都合を感じるようになっております。

平均して約３０％物価が上昇したと同じにな

ります。サブプライム問題によっては、この

状況はまだかなり長い間続くと覚悟しなけれ

ばなりません。ステイ先の検討が必要になる

かも知れません。

３．目的地によりますが、特にアジア地区では

韓国、中国の進出が目覚しく、生活面でかな

り多くの影響を受ける状況となっております。

彼らはリタイヤー層ではなく若い人、中年層

です。オーストラリアではChinese 「ニイハ

オ」、Japanese「サヨナラ」と冗談でなく、

最近言われ始めたようです。その国に対する

経済力の差が影響しております。各国でこの

ようなことが起こると予想され、今後の日本

の国際的経済力が心配です。

我々はこれから自分のLSの計画はこのような

状況の変化を把握し、将来の見通しをたてなが

ら、進めて行く必要があると、昨今痛切に感じ

ております。この状況下他方で「デュアルライ

フ」（海外ロングステイと国内での長期滞在を

交互に楽しむライフスタイルのこと）との声も

聞こえてきます。多様な時代になってきたこと

の認識が必要でしょう。

以上の状況を考慮しながら、今年の「南の会」

を如何にすべきかの展望を少し述べたいと思い

ます。

１．会員数と予算の問題

19年度の予算を編成するにあたり、世相を考

慮し、団塊の世代の方々が相当数入会するであ

ろうとの予測をして、計画しましたが生憎、予

想と実際の数字にかなりの乖離が発生しました。

原因はまだ究明しておりませんが、２０年度は
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慎重に修正を行い予算作成しなければなりませ

ん。この世代は予想に反し、１．親の介護があっ

たり、２．年金の延長問題、３．まだ経済的に

安定せず再雇用の拡大を利用し大部分の方が仕

事を続けて収入を得なければならない事情等々

があるのかも知れません。

２．会員数増加対策の件

過去果たしてこの会の適正会員数はどのくら

いが良いか色んな議論がありました。組織体の

宿命として自己増殖が行われ、構成員も規模の

拡大を善としそれを喜ぶというのが普通です。

確かにある規模を持たないと組織として人的な

資源・財源などが充実しないため適切なサービ

スと健全な運営が出来ません。

当会は特別な会員増強策とらなくても、今ま

で順調に会員が増えてきました。

しかしここに来てそれも鈍化してきました。

これは一般的に一時ほどLSがマスコミ等に取り

上げられなくなったことでLS希望者が増えなかっ

たこと、特に会員を増やすことに重きを置かな

い伝統が当会にあって前述のように自らの努力

不足もあるでしょう。

会員はある割合で毎年退会します、そして新

しい会員がそれ以上増え徐々に総会員が増える

という経過を辿ります。新しい会員仲間の増加

によって会は「人的、財的」活性化が出来、よ

り楽しい会が維持されて行きます。

当会が今丁度、常に一定の新会員を必要とす

る規模になってきたという認識が必要なのでは

ないでしょうか。

以上の認識を踏まえ、今年は会員を増やすも

しくは現在の規模を維持する努力をしてゆきた

いと思いますので皆さんのご協力お願いいたし

ます。

具体的な方策として、

（１）マスコミ対策：従来の関係ある出版社・

新聞社・TVはもちろん、新規にこれを広げ

て行く。

（２）ホームページの充実：これまで新会員の

獲得に最も貢献してきたと思われる当会HP

の内容をより魅力的なものとし、ロングス

テイに興味のあるビジターに、よりアクセ

スされやすいHP作りを心がける。すでにH

P委員会にてこれを始めました。これには

会員の方が常時出来るだけ多く、アクセス

するようご協力をお願いすることになりま

す。

（３）支部単位での地区会員の拡大を期待する。

これから各支部と打ち合わせして行きたい

と考えます。

以上のような対策を取り良き仲間を増やして

行きたいと思います。

３．これから会としての計画して行きたい項目

（１）定款第 3条「会の目的」である「適切な

介護、療養を受けられる地域の調査・開発

し云々」とあり、そしてこれの会員への普

及を目指しております。

この「介護問題」に関し今年あたりからプ

ロジェクトを作り、徐々に進めて行きたい

と関係者で計画しております。会員の第一

世代であるシニアー層には最も関心のある

テーマであり、その他会員にとっても関心

度としては大なるものと思います。

（２）会の規模と地域の広がりが大きくなって

きました。会員数、支部設置、登録事務所

設置などに関し東京都認証では矛盾が出て

まいりましたので、そろそろ東京都から総

理府（国）の認証団体への移行を検討しま

す。すでに東京都からも指摘を受けており

ます。

以上これからも皆さんの期待される素晴らし

い南の会になるべく頑張りますので、ご支援ご

協力を賜るようお願い申し上げます。

以上
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南国暮らしの会員の皆様 明けましておめで

とうございます。

旧年は沢山の訪問、セブの会員方々と親交を

暖める機会が持て、セブ支部在住会員一同感謝

しております。拙い案内にも関わらず、沢山の

丁寧な感謝メール等頂戴いたしまして有難うご

ざいます。又、時間や日程の関係上大した御案

内の出来なかった方々には、この場をかりてお

詫び申し上げます。

今年も昨年以上の方々との交流が楽しく出来

れば幸いと思っております、勿論リーピーター

となられた方々の再度・再々度の御訪問も楽し

みにお待ちしております。

セブ支部現状

支部活動・運営は私・川上（支部長）鶴岡さ

ん（副支部長）山口さん（顧問、広報）渡辺徹

さん（会計、広報）の 4人の定住者が役員とな

り、チームワークで運営しております。

昨年（2006年）は大勢の会員の方々の訪セブ

が有り楽しく交流させて頂き感謝しております。

又、それに伴い徐々に 1ヶ月以上の長期滞在の

方々も増え会員相互の交流も盛んになり喜んで

おります。

唯、残念な事は２･３、セブへ訪れてセブが

気に入り長期滞在型になった人で、会を辞めら

れたり、支部には滞在連絡等なしで南の会・会

員を名乗ってセブに居る人がいます。

会を辞められた方の理由：「もうセブへ決めた

ので会からの情報は必要ないし、利用価値もな

い」・・・。会は利用するだけのものでしょう

か？会員で有ればこそ得たものが有ったはずで

す、後進の方々に返すのが人としての基本と私

は思います。

支部へ連絡なしで滞在している方へ：自己責

任と自己中心は違います。支部へ連絡もなしに

勝手に「セブ在住南の会会員」を名乗って現地

や日本で活動される事は、支部活動の混乱を意

味しますので、支部にとっては迷惑です。

お心有りの方は御一考をお願い致します。

セブの魅力

昨年も書きましたが、セブには他の地域（Na

ngokuメール・会報などを拝見）のように日本

人から見て驚くほどの突出した素晴らしさと言

う物が余り有りません。気候（心地よい風が山

から風の吹いてる日が多い・大きな台風がない）

もマアマア、物価の安さ（最近のインフレと円

安で驚くほどは安くない）もマアマア、セブと

いえば海ですが、海の綺麗さも程々（セブが中

心のビサヤ地方は世界有数ですが、世界一とま

では行かないようです）、治安の良さも程々で

す。多くの事が程々良いのがセブの魅力と言え

ば魅力と思えます。

最近良くない事は欧米人・韓国人の大量増加

（日本人も少し増えております）に伴い、日本

人や外国人が「良いなぁー」と思える住居が賃

貸・売り物件ともバブル的に値上がりしておる

のと、交通渋滞等がひどく成りつつ有り、５年

後１０年後を心配しております。

最後に昨年に引き続き「セブで英語を習いた

い」と言う、お問い合わせが多いので紙面をお

借りして、御質問に関しての現在住んでいる多

くの方々（会員以外も含めて）の状況を掲載さ

せて頂きます。

１、新聞・公共機関・外人（日本人も含む）の

生活は全部英語なので半年もいれば生活用語

は覚えるのでことさらに習わない

＊上達は遅いですが生活は何とかやって行け

ると思います。1年も住んでいれば、日常生
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活用語は問題ないと思いますが、但し勘違い

をストレスにならずに笑って済ませられる人

だけです。

２、学校の英語先生を個人教授にお願いして勉

強する（毎日 1・２時間 ｐ２００～ｐ３０

０／時間）先生は程度に依って小学校から大

学まで個人のレベルに依って選べます。

＊セブへ来てから英語を習って、そこそこ話

せる人達はこのタイプが多いようです。

３、現地の大学で外国人向けの英語クラスへ入っ

て勉強する、結構ハイレベルなので多少の日

常会話ができる程度の人では苦労するようで

す。

＊これから「英語を使う仕事で身を立てよう」

とする人以外必要ないと思われます。

「南の会」皆様、本年もよろしくお願い致しま

す。

早いものでセブでの生活が４年を超し、５年

目に入りました。最初はいつまで此処セブで生

活できるか心配でしたが、すばらしい先輩会員

に恵まれ、生活拠点、行動方法等を紹介案内し

て頂き今とても充実した南国生活をエンジョイ

しています。

私は運動嫌いで、ゴルフ、テニス、ジョギン

グ等は出来ませんが此処セブでスキューバダイ

ビングのＣカードを５９歳で取り、会員の今野

様や岡野様や渡邊様や松岡様ご夫妻と共にセブ

マクタン島周辺に限らず、モアルボアル、アポ

島、マラパスクア島、シキホール島、ボホール、

パングラオ島、アロナビーチとほとんどのスポッ

トを体験でき、今は潜水回数１００本を超して

います。水中では同じ所に潜っても日によって

魚の種類が代わりインストラクターからの情報

で何処に潜るか決めることも出来ます。セブの

ダイビングは、殿様ダイブと言い、ダイバーは

ダイブスポットに行き、自分ですることはフィ

ン（足ひれ）と マスク（水中めがね）を着け

るだけで重機材の運搬装着は全てアシスタント

達がしてくれます。後は水中に飛び込みインス

トラクターの指示、案内に従い水中散歩を楽し

むだけです。水から上がる時も機材は水中で外

し、それをアシスタントが持ち上げてくれエヤー

ボンベの交換をし、次のダイブの準備迄行いま

す。船から上がった後も、重機材、ウエットスー

ツ、マスク､フィンの塩抜き陰干しまでしてく

れます。これは私にとっては素晴らしいことで

すが、日本や他の国ではそこまではしてくれず、

高齢の私にとってはなかなか他の国に行きダイ

ビングを楽しもうという気持ちが起きません。

セブのダイビング料金の相場ですが、此処に

も日本人価格という物があります。ビーチダイ

ブとボートダイブでも価格に差が出ます。

マクタン島の日本人経営ダイブショップでは

１本あたり１５００ペソから２０００ペソが相

場です、これがリピータとなって何回か回数を

重ねると１０００ペソ以下になります。外国人

経営のダイブショップの価格はおおかた１本２

０米ドルから２５米ドルで機材込みのダイビン

グが出来ます。金額的には日本で潜るのと比較

すると半値以下だと思われます。

日本人経営のダイブショップの良いところは

まず第一に日本語が通じること、２番目は事前

の説明注意事項が良く理解できること、深さ、

流れ、残圧、合図の説明はいかなる時でも必要

最低限確認事項です。安いヨーロッパ系のダイ

ブショップでは同じ説明をしているのでしょう

けど、理解できないことが多いです。まして初

めて潜るスポットでは最も重要です。３番目は

日本語で何時でも申し込みできる、キャンセル

できる事です。英語ではなかなか日時指定やキャ

ンセルは大変です。遊びで潜るときまで、語学

力のなさに頭を痛めることも無いでしょう。今、

ボホール、モアルボアル、サンタンダール リ

ロアンでも日本人経営または日本人インストラ

クター所属のショップが有ります。水中は、危

険も一杯ですが、ルールを守り指示に従って潜

ると、そこには地上では味会えない素晴らしい
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世界が有ります。セブで初めてジンベイザメに

出会ったり、バラクーダの大群や、鰯､アジ､姫

ダイの大群に遭遇すると感動します。わざわざ

ニタリ鮫を見に３０－４０ｍ潜る会員も居ます。

また水中カメラを持ってクマノミや小さなき

れいなハゼをデジカメ写真に撮っている人も。

私はプール等で泳ぐのは１０ｍも泳げません、

ダイビングは自分の体に鉛の重りを着けて潜る、

と言うことを、講習受けるまで知りませんでし

た。泳ぐことが出来なくとも潜れる、これが私

のダイビング出来る魅力の一つで、エヤータン

ク一つで約４０－６０分水中散歩が出来、その

間、初めて見る動物のような海草や、色々な体

型模様の魚たち、珍しい魚のインストラクター

からの説明であっという間の小一時間が過ぎ、

一休み食事等をとって、又潜る。広い海、ボー

ト貸し切り状態、のんびり贅沢、ダイビング後

のサンミゲルビールの旨いこと年金生活者の至

上の楽しみを持ってセブで生活しています。

１．時

３年前の 2005 年 1 月 7 日成田からセブ直行

便にて一人でセブ入り。ちょうどセブ最大の祭

りシノログの直前でした。9泊 10日の日程（マ

ニラは仕事で何回も出張していたが、セブは初

めての訪問）。

２．滞在ホテル

フェンテオスメニャのミッドタウンホテル。

シノログ祭り前後期間の特別料金で平常より高

いレートでした。

３．目的

スキューバーダイヴィングと生活の利便性な

らびに治安状況を調査し確認する。（インター

ネットにセブ情報は溢れるほど沢山ありました

ので、ダイビングと生活の利便性は高いと思っ

ていたし自分に合いそうだとも感じていたので

すが自分の目と身体で確認したかったため計画）

４．なぜセブか

40歳くらいの時はアテネ市の南のエーゲ海に

面した別荘地が良いと思っていました。エーゲ

海に臨む古代神殿の向うに沈む夕日の風景が気

に入っていたからです。しかし、50歳くらいで

アテネ近郊は断念。往復に時間がかかり過ぎて

疲れるし、長時間の禁煙も辛い。

その後、タイ、マレーシアのダイビング適地

を書籍とインターネットで調べ始めました。各

地を訪問もし、タイ語、マレー語入門の本も買

い、読んでいました。

ところが、2004年 12月にスマトラ島沖地震が

発生。タイ、マレーシアの海浜リゾートは勿論、

インド、スリランカまで大きな被害。これによ

りインド洋に面したリゾート地も断念。

（この地震のマグニチュードは９．３。マグニ

チュード７．３の兵庫県南部地震と比べて４０

００倍のエネルギーとのこと。あれ～あれ～、

困ったな～、インド洋に面した海浜リゾートへ

行くと言えば家族も心配するだろうな～）。

突然セブという地名が頭に浮かびました。あ

そこは島に囲まれ直接大洋に面していないぞ！

もともと私の検討対象からフィリピンは除か

れていました。犯罪が多いという報道とマニラ

出張の際におけるマニラ空港の悪印象から、食

わず嫌いでした。

それから、勤務していた会社のマニラのオフィ

スに半年に１回ずつ泥棒が入るのを東京から苦々

しく眺めていた、ということもあります。ガー

ドマンの手引きしかあり得ないと疑ってもいま

した。

インターネットでセブを検索すると非常に多

くヒットしました。また、載っている情報量の

多さにもビックリ。アヤラ、SMの買い物情報か

らレストラン、ゴルフ、ダイビング、マッサー

ジ、バー、カラオケの場所や料金まであります。

再びビックリ。

治安もマニラと比べれば比較的良さそう、と

の感触。
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５．到着日

６時過ぎの到着で暗くなっていました。空港

の両替店は率が悪いので小額に止め、５０００

円両替。到着ビルのタクシーは割高なので、出

発ビルへ移動してタクシーに乗車。

ホテルチェックイン後、ホテルの隣のアブハ

ンドス（フィリピン料理）にて夕食会。セブ在

住の会員の方４人とたまたま同じ到着便だった

Sさんと私の計６人。会員の方々のお話を拝聴。

翌朝のためにホテル前の両替店の場所を教えて

頂く。

翌朝ミーテイング直後、T氏のお勧めにより

携帯電話を購入。会友との連絡上、あると便利、

というか無いと不便ですから。

６．朝のスターバックス

毎朝タクシーでミーテイング場所のスターバッ

クスへ。会員の方々に加え会員以外の方々も参

加されていました。また、私の滞在期間中にお

会いした日本からの会員は、Sさんの他、Mさん、

Oさん、Tさんがおられました。ここで皆さんの

話に耳を傾けたり、質問させてもらったり。

７．ダイビング

滞在期間中３回マクタンへダイビングに出か

けました。２回はTさんにお願いして一緒に。

１回は自分ひとりで。

ボートからの海の景色が良かったこと、海中

の熱帯魚と珊瑚が綺麗なこと、１時間もかから

ずダイビングショップに辿り着けることに大満

足。潜りたくなったらいつでも直ぐに潜りにい

ける利便性は東京に住んでいたら絶対に得られ

ません。

８．アヤラショッピングモールとSM

アヤラのスーパーマーケットは大きいし清潔

感があり、多少の日本食や魚も置いてあり合格

水準。

インターネットショップにてメールの送受信

ができることを確認。料金の安さにも満足。

両替場所、写真店を確認しているうちに、ア

ヤラショッピングモールの廊下がカーブしてお

り、直ぐに迷子になってしまうことを発見。自

分でモールの地図を作ってみました。

ショッピングモールSM、その他のモール、デ

パートも訪問。

９．タクシー

街の中であればメーターで走ってくれて料金

交渉の必要が無いことに満足。（私は料金交渉

になるといつもいやな気分になります）。

空港からホテルまでは交渉になり、メーター

にプラス６０ペソ（当時のレートで１２０円）

のチップということで乗車。

しかし、その後わざと道を間違える運転手も

多数いることを発見。運転手に道順を指示でき

るように書店でメトロセブの地図を購入しまし

た。

１０．両替

街の両替店の率があまり悪くないということ

を確認。CITIBANKにてキャッシュカードが使

えることも確認。ここでの生活の場合、普段は

円の現金両替にして万一の時にキャッシュカー

ドを使えばいいな、と思う。

１１．レストラン

日本食レストランは、夢や、のんき、川柳、

楽（今は違う店名）、来来軒に行き、大体の値

段と味について理解できました。海外の地方都

市にしては味の水準が低くない店もあることに

満足。

フィリピン料理店はアブハンドスとゴールデ

ンカオリに行きました。会員とその奥さんに料
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理の名前をいろいろお教え頂く。

どの店も一応清潔感あり。衛生面については

全く不明ですが、私は長年の海外駐在と出張か

ら、清潔感さえあればあまり気にしないことに

しています。（気にしてもどうにもならないと

いう諦めと既に免疫があるという自信）。

夕食会のない時は一人でフィリピン料理店へ

行き、魚介類等の味を確かめていました。蟹は

美味しいけど高かった。

なお、現在のお気に入り料理は、シズリング

ポチェロ（コラーゲンが豊富な肉料理）、ポチェ

ロスープ、ベイクドスカロップ（ホタテ貝焼き）、

ベイクドタホン（烏貝とチーズを一緒に焼いた

もの）、グリルドポシット（イカ焼き）、エッ

グアンドタロン（ナス入り玉子焼き）、アドボ

ンカンコン（緑野菜の煮物）、アドボンタロン

（ナスの味噌煮込み）、ヴェジタブルテンプラ

（野菜天婦羅）等です。

１２．ホテル

次回のセブ訪問のため、タクシー運転手と３

時間の契約をしてホテルとコンドミニアムを１

０件くらい一人で見て廻りました。部屋の中は

やはり自分の目で見ないと分かりません。

ステイする場合、最初はホテル暮らしから始

めようというつもりでした。廻ってみて、アヤ

ラに近いゴールデンピークがあまり高くなく便

利そうだな、と思う。

１３．観光地めぐり

日本から来ていたSさんが同じホテルだった

ので、一緒にタクシーを３時間雇い観光地巡り。

トップス（山の中腹、セブ市と海を見下ろす）、

道教寺院（山の中腹、華僑の寺院）、

サントニーニョ教会（フィリピン最古）、

マゼランクロス（マゼランが立てたと伝えら

れている十字架）、

サンペドロ要塞（スペインの基地）、

カルボンマーケット（何でも安いが観光客に

は少し危なく怖いところ、港にありカーボ

ンの名前から船の燃料市場から発展したも

のと推定される）

午前中で終了。

１４．コンドミニアム

シテイライト（山の中腹）にお住まいの会員

のKさん宅とアヤラパークタワー（アヤラビジ

ネスパークの敷地内）にお住まいのKさん宅に

お邪魔し見せて頂きました。治安面は両方とも

心配無さそう。

シテイライトは山の中腹なので空気は良いし

見晴らしも良いが、車を持つ必要がありそう。

アヤラパークタワーは空気が悪いがタクシーが

下を通るので車を持つ必要が無さそう。

コンドミニアムに入る場合、最初はアヤラパー

クタワーだな、と思う。

１５．理髪

SMショッピングモールの中の理髪店へKさん

と一緒に。清潔感があり日本に比べ格別安い。

ただし、細かく指示しないとフィリピンの若者

のような超短髪にされてしまう。

１６．マッサージ

会員の方々に連れて行ってもらったり、ネッ

トのホームページで紹介されていた店に一人で

出かけたりしました。マッサージの腕は店にか

かわらず、個人によって違うらしい、と思う。

１７．バー、カラオケ

これも会員の方々に連れて行ってもらったり、

ネットのホームページで紹介されていた店に一

人で出かけたりしました。

連れて行ってもらったバーでビールを一本注

文し、皆で駄弁って、会計は３０ペソ（６０円）。

その安さに感激してしまったのを覚えています。

（今は倍に値上がりしています）。

１８．ジプニー

連日ホテルの周囲はシノログのパレードの練

習で混雑していました。マンゴアヴェニューは

車が一杯で少しも動かず、タクシーがどうして

も捕まりません。仕方なくフェンテオスメニャ
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から州庁舎まで歩き、そこからアヤラまで一度

だけジプニーに乗りました。

スリ、引ったくり、強盗が多いと聞いていた

ので警戒して乗っていましたが、無事アヤラ到

着。ホッと一安心。（冒険好きの人を除き、ジ

プニーは避けることをお勧めします。）

１９．ゴルフ

ダイビィングを優先（３回）して、このとき

はゴルフ場には行きませんでした。

マニラを含めアジアの諸都市でゴルフはやっ

ていたので、様子は想像できたからです。

２０．調査結果

セブに到着して２～３日で、“退職したら直

ぐにセブに来るぞ”、と決めていました。残り

の１週間は確認作業でした。

“セブは私に合っている、気持ちの底で通じ

合うものがある”という感覚です。（治安が良

くないのは住居と行動範囲に気をつければ良い

し、空気が悪いのは４０年前の東京で経験済み

だから我慢できる。それに海（ダイビィング）

と山（ゴルフ）に行けばいい空気を吸える。―

―理屈になっていない理屈が頭のどこかに浮か

んでいました。――人に押し付ける理屈でない

のだから、自分が良ければそれで良いではない

かとの割り切りも存在。

セブを去るとき会の皆さんに“４月に又来ま

すからよろしく”と言い残しました。

２１．会のありがたさ

セブに決めた大きな要因の中にセブ支部の存

在というものがありました。親切な人達、朝の

ミーテイング、夕食会、適切な情報提供とアド

ヴァイス、遊び仲間。良い仲間がいれば楽しい

し、孤独病にもならずにすむ。

２２．最後に、セブとロングステイ

私はセブがMAJOR（主要）ロングステイ適地

とは思っていません。NICHE（隙間）ステイ適

地と思っています。従って、原則としてセブス

テイを人に勧めません。

“勧めてどうなるものでもない。本人がセブ

を好きにならなければセブステイは成立しない。

ひとえに本人の感性の問題である”と思ってい

ます。

私の友達（複数の海外駐在経験があり、マニ

ラへも何回も出張経験があり、今は退職）にゴー

ルドコーストとバンコクと台北と東京にコンド

ミニアムを持ち、主に４箇所の渡り鳥をしてい

る人がいますが、彼の発言は辛辣です。

“フィリピンなんて自分の金を出してまで行

く気がしませんよ。仕事では仕方なく行ったけ

ど。だって、犯罪が多いし、街と空気は汚いし、

不衛生だし。部下をマニラに出張に出したら赤

痢になって戻ってきましたよ”。

私はニコニコして酒を舐めながら黙って聴い

ているだけです。ついこの間まで私もそう思っ

ていましたし、何の反論もしません。

セブを訪ねた会員の中にもスリや引ったくり

に遭ったり、おなかを壊した方も何人もおられ

ます。

私は毎月メーリングリストに“セブ便り”を

投稿していますが、そこには犯罪のこと、病気

のこと、不衛生のこと等もきちんと書いていま

す。

これは“犯罪等が多いからセブには来ないほ

うが良い”と言っているわけでは決してありま

せん。こういう犯罪や病気があるから来られる

方は注意して下さい、との趣旨です。知らずに

被害に遭われる方を少なくしようという目的で

す。一応客観的記述に努めているつもりです。

“来ない方が良い”とも言いませんし、反対

に“来た方が良い”とも言わないことにしてい

ます。

現在セブに住居をお持ちの方々、セブ訪問リ

ピーターの方々は皆“セブの街とセブの人達”

とどこかの部分で意気投合している人達です。

私が思っているのは、“セブに興味をもち、

セブを訪問し、この街とここの人達に魅せられ

たらステイ開始を考えたらよいでしょう”とい

うことです。

他人を冷たく突き放した考え方ですが、“自

己選択、自己責任”がこの会の原則です。
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１．アイランドホッピングの値段

友人が日本から来客があるということでアイ

ランドホッピングのボートを探していた。まず

ダイヴィングショップに問い合わせ。

傭船は１０時～３時の５時間、ホテルと船着

き場の送迎付き、昼食はバーベキュー、乗船は

６人という内容で値段を聞いたら、一人５千ペ

ソ（0.39換算で 12800円）とのこと。８人になっ

たら単価は下がるのかと更に質問したが、やは

り一人５千ペソは同じとのこと。あまりにも高

いので、ここへは頼まないことに。

最終的に依頼したのはボートを３時間貸し切

りで１艘３５００ペソ（9000円）（送迎とバー

ベキューは無し）。８人で乗ったので一人約４

４０ペソ（1130円）。なんと１０分の１以下の

値段になってしまいました。

私も良い機会だから割り込んで乗船させても

らったのですが、日本からのお客さんたちは涼

しい風に吹かれながら青い空と青い海に浮かぶ

緑の島々の景色を堪能し、浅瀬では魚にパンを

与え、大いに楽しんでいました。

２．ガードマンの誕生日

コーヒーショップからの帰りに、車でガード

ハウスの前を通るとガードマンが合図して寄っ

てきます。彼は、“今日は自分の 67 歳の誕生

日なのであそこのアメリカ人が 500ペソ（1280

円）を私にくれた”、とお金を私に見せます。

私は、“それはおめでとう”、と右へ倣えで

お祝いを渡しました。

ある晩、知り合いの警察官から電話があり、

“自分のバランガイでフェスチバルがあるので

経済的援助をお願いしたい”とのこと。

翌朝スターバックスで待ち合わせ、雑談をし

ながら封筒を小さく折りこっそり渡しました。

（私服ではあるがピストルを腰に下げているの

で周りの人には彼が警察官であることが分かるー

彼が立ち去った直後知り合いのガードマンがやっ

て来て“今のはポリスじゃないか”と言いに来

た）。

“ガードマンが強盗の手引きをすることもよ

くあるお国柄”という噂もあるので、こういう

人達とは極力愛想良くお付き合いしています。

３．２２万ペソ（56万円）の土地付き（？）家屋

知人（フィリピン人）が、２２万ペソ（0.39

換算で 56 万円）の土地付き家屋が売りに出て

いるから見に行かないか、と誘ってきた。

その値段は安すぎる。日本製の１０年経過小

型中古車（右ハンドルを左ハンドルに変えペイ

ントをやり直したもの）の値段と大体同じであ

る（フィリピンでは中古車でも非常に高い）。

物見高い私は同行することにした。

場所は、タリサイ市（セブ市の南）へ向かう

ハイウエイと平行に走っている旧街道から山寄

りに１００ｍほど入ったところ。車２台が通る

道路幅がある。周囲にはサリサリ、食堂等の商

店が数軒。

鉄製のゲートを入ると車１台分の駐車スペー

ス。その奥に平屋。２ＬＤＫで４０㎡位か？ブ

ロックを積み上げた壁の上に細い木材を渡した

トタン屋根。知人はすごく気に入った様子。

帰り道で私は知人に、騙されないように一度

弁護士のところへ行け、とアドバイス。私の紹

介した弁護士のところへDEED OF SALES

（不動産譲渡証書）のコピーを携えて行った知

人の報告は以下のようなものでした。

あの家屋は不法占拠した土地に他人が建てた

もの。今の家の持ち主はその家を８年前に６万

ペソ（15万円）で買っている。従ってあの家を

買ったとしても運がよければ５０年住めるかも

しれないし、運が悪ければすぐに追い出される

かもしれない、とのこと。

知人は購入を諦めたようですが、どうもこの地

方では不法占拠した土地に建っている家屋も取

引対象のようです。

（南国メーリングリストへの投稿「１１月のセ

ブ 646渡辺徹」から抜粋）
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私が「南の会」を知ったのが、平成 11 年 6

月。そして大阪の情報交換会に一人で恐る恐る

参加したのが 7月、とりあえず「フイリピンに

行ってみよう」と出かけたのが 9月であった。

最初のフイリピン旅行はマニラだったが、こ

れが最悪の旅行であった。悪天候で、飛行機が

着陸の順番待ちで、1時間上空を旋回したし、

やっと降りたマニラ空港は「湖」と化した状況

の中にあり、停電していて暗いわ、手荷物は無

くなるわ、車の大渋滞に巻き込まれるわで、２

日目には帰国を決めていた。あの日以来マニラ

に行こうとは思わない。そして次に出かけたの

が「セブ」であった。年金暮らしは当分先の話

になるので、その点は気楽である。英語が全く

出来ない私は、毎回何か失敗しつつも、南の会

の大先輩の方々にお世話になりながら、フイリ

ピンに数回でかけている。

関西空港から、マニラ経由でセブに到着する

と夕暮れがせまっている。前回はタクシーの中

から外の景色を見ながら妙に懐かしく感じたの

が、自分でも驚きであった。ちなみに、私はセ

ブのリゾート地には足を踏み入れた事はない。

ごく、限られた地域の風景しか知らない・・。

その中で、私が苦手なのは、スーパーの中の

「魚売り場」と「肉売り場」である。どうも、

臭いがダメなのである。日本のスーパーだと、

魚や肉はパッケージされて売られているので臭

いはあまり気にならなかったが、嗅いだ事のな

い独得の臭いがするので、じっくり見ることが

できない。出来るだけ近づかないようにしてい

るのが本音である。

女性で、フイリピンを訪れる方は少ないらし

い。

私はいまのところ、子供が母親の膝の上を安

全な基地として、少しずつ行動範囲を広げて行

くように、セブの大先輩の中で過ごさせていた

だいている。

以前よりリタイア後にはどこか南の国でのん

びり人生を送りたいと考え、短期の旅行をしな

がら候補地を探していた５～６年前、マニラで

支部長の川上さんとお会いする機会がありまし

た。その後疎遠でしたが川上さんが支部長になっ

たのをきっかけにセブで何回かお世話になるよ

うになりました。

常夏の国、ある程度意思の疎通ができる英語

圏、時差がない、ロングステイをするのにビザ

が有利、短時間で渡航ができる、日本とは同じ

にはならないがある程度の治安のよさがある、

日本人のネットワークがある、年金で暮らせる

国、等を条件に探した結果フィリピンのセブが

いいなと思うようになりました。

よく友人に外国でのロングステイを語るとき

「外国へ行って何をするの？」と質問されるの

ですが、私は「日本で暮らしているように暮ら

せばよいのでは」と言っています。

日本では仕事もせずにブラブラしているのは

ちょっと気が引けますが、買い物に出かけたり、

たまに遠出をしたり、友人とのゴルフや外食を

楽しんだり、料理を作ったり日本でしているの

と同じように、セブでも特に何かをするのでは

なく日常を楽しむことがよいのではないでしょ

うか。このセブでは何をするのも自己責任で許

されます。私は大いに怠け者になろうと思って

います。

最近のセブはペソ高、物価高で以前ほどの割

安感は無くなりましたが、人件費が驚くほど安

価ですので人の手を掛けるサービスはまだまだ

日本と比べると格安です（マッサージ、美容院、

交通機関など）。また海でのリゾートが充実し

ており、セブ市を抜け出すといろいろなリゾー

ト地が「海大好き人間」を待っています。

それも一年中です。やしの木陰で居眠り、ス

キューバ、ジェットスキー、ビール片手に友人

との語らい。安価に楽しめます。宣伝みたいで
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すが本当なんです。私もボホール島に行きまし

た。セブからフェリーで３０分。料金は当時プ

ロモ期間のため片道５５０ペソで往復すること

ができました。

ホテルはディスカバリー旅行で予約、一泊約

４５００円。もう少しいい部屋がよかったかな。

友人はスキューバへ、私は船の上から応援です。

夜はホテルレストランでフィリピン料理、味は

まあまあ。料金は安い。

確かにネガティブな面もあります。スリや泥

棒は多いし、殺人は日本の１０倍だし（人口比）、

一日の食事に困る世帯は３０パーセントにもな

るらしい。日本と同じ治安ではないことをよく

理解して行動することが大切です。

私も来年で６０歳、いよいよリタイアです。

待ちに待ったロングステイの開始です。セブの

ネイティブな社会に何か役立つ役目をもらい、

日本と同じように地域に溶け込んで日本とはま

た違った文化を楽しみたいと考えています。

セブへ行こうと思ったのは、初めてダピタン

会へ出席した時である。一昨年の１０月初めで

あったと思う。

南国暮らしの会でセブ支部長をしておられる

川上さんの「セブに来れば、腰痛は治りますよ」

の一言だった。それまで１０月になるとコルセッ

ト無しでは行動出来なくなっていたのである。

１１月２０日から２週間の予定で不安を抱え

ての一人旅立だった。

しかし鶴岡副支部長はじめセブに滞在してい

る会員、また会員以外の人も含めて、スターバッ

クスで行う朝食後ミーティングが、右も左も分

からない私にとって非常に心強iいものとなった。

確かに三日ほどで腰の痛みはグンと減ったが、

街の中は想像以上の排気ガスで空気は汚れてい

た。しかし、車で数十分走ると別世界であった。

眼下に広がるパノラマは、まるで緑の絨毯の

様で、その美しさにしばし呆然となってしまっ

た。

二週間で帰らなければならなかった時は、後

ろ髪を引かれる想いであった。（禿げて髪は無

いが・・・）

今年の３月にダピタン会で、私が担当してい

たスカラ生の卒業にかこつけて、一ヶ月の計画

で再訪した。

ところが、治るはずの腰痛が悪化して川上夫

妻に通訳兼付き添いを頼み、三日間PERPETUA

L SUCCOUR HOSPITAL に通った。

幸い痛みは治ったが、原因は胆石症であった。

しかし、セブにこんなに大きな病院がある事は

ＬＳには心強く思った。

ダピタンはミンダナオ島にある町でセブから

見れば遥かに田舎である。それだけに人々は素

朴に感じ、自分達の方から擦り寄ってくる人も

いなかった。

始めて会ったスカラ生の喜びようを見て、日

本で２，３回飲み代を節約しただけの金額で、

彼等が大学を卒業できる現実に、日本とフィリ

ピンの物価の格差を改めて思い知らされた。

話は戻るが、ＬＳには楽しい趣味、娯楽も勿

論あった方が良い。

その点セブは、スキューバーダイヴィングや

クラブ通い、ビリヤードと遊びに事欠かないし、

信じられない安さである。

しかし、他の人も指摘している様に、楽しさ

の反面、夜の暗闇には、不気味な危険も潜んで

いる。

当然私の頭の中のＬＳ候補地としてセブは大

きな座を占めているが、夢の様な楽しさだけに

捕らわれず、まだまだ多くの経験をして候補地

を決めていきたいと思っている。
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私達夫婦がセブを訪れたのは、2005年に 1回、

それも 6日間。2回目が今年で 7日間。計 15日

間しかありません。ＬＳの域には程遠く、セブ

の 1割もかじってはいないのです。でも次の計

画もすでに思案をしております。

ではなんでそんなにセブを？ と思う方も多

いと思います。

セブは確かに物価は安いし、食べ物も日本人

の口に合うものが多い。ではそれだけで満足か

といえばそんな単純でもない事は在住の渡辺さ

んの、セブリポートでもご理解できると思いま

すが、殺人、強盗、引ったくりと危険な場所は

多いし経済的にも厳しい国でもあり、国の政策

もままならず、街は車の排気ガスで充満してい

るし路地に入れば、放し飼いの犬もウロウロし

ています。それが現状である事を知りました。

日本より増した自己責任が問われます。我々

は外来者ですので、そこのフィールドにあわせ

た生き方、過し方を持つ必要があると思います。

でも私達が 2度も 3度もその気にさせてくれ

る理由は、目線が合うと子供も老人も、男性も

女性も私達を笑顔で迎えてくれる事が何よりの

癒し気分にさせてくれるのが 1番の理由なのか

も知れません。今の日本人には忘れかけたこと

ではないでしょうか？

又、毎朝のスターバックスでのセブ在住の皆

さんとの情報交換も貴重な時間です。

困った事とか、何がどこの店に売っていると

か、話しの中身も多種多様で、あっという間に

1～ 2時間は経過してしまいます。

ゴルフもダイビングもやらない私達に遊び方

のノウハウも色々と教授して頂きました。

何よりも、何かの時には相談が出来ると言う

安心感。頼りになる現地の方々とのコミュニケー

ションと言う意味で大いに有意義な事と思いま

す。海外旅行といえばツアーしか知らなかった

私達ですが、それをやめての旅は空港や、ホテ

ル、レストラン等で沢山の失敗も経験しました。

我々のへんてこりん英語でも何とかクリヤーで

きます。 “経験は認識成り” 今後も、おそ

れず、へこたれず。笑顔いっぱい、太陽いっぱ

いのセブへの旅を続けたいと思います。川上支

部長様始め、セブの皆様ありがとうございまし

た。 又お会いましょう！

セブには大きな病院というのが数えたこと

はありませんが、１０以上はあるでしょう。そ

してそれには私立と公立とがあります。公立は

診断料がただです。薬その他の費用はかかりま

すが。それは施設も建物も古くて、廊下にまで

ベッドがあふれていてそこで点滴している人が

いました。私立にも多くの病院がありますが、

双璧はセブドクターとチョンホアという中国系

の病院です。そしてそのシステムが日本とは大

きく違っています。日本では大勢の医師が病院

に雇われて働いていますが、こちらでは病院の

建物やその周辺のビルディングの一室を借りて

診療してます。

まず病院の受付に行くと症状を聞かれて医師

を紹介されます。そしてその医師を訪ねます。

それからは日本と同じで、大勢の患者が待って

る待合室で待ち医師の診断を受けます。診断の

結果レントゲン検査が必要なら、その病院の中

にあるレントゲン室に行きます。そこへ行くと

何か書いてある紙を渡されてそれを持って会計

に行きます。そこでまずお金を払います。そし

て領収書を持ってレントゲン室に行くと撮って

くれます。こちらでは何をするのも前金です。

胸のレントゲンで何百円です。そしてレントゲ

ン写真を見て診断を下すのは最初に会った医師

ではなくて、レントゲン専門の医師がやります。

その診断の書いてある書類とフィルムを持って

最初の医師のところに戻り最終の診断をしても

らいます。帰りに診断料を８００円くらい払い
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ます。これだけは後払いです。病気になって病

院に行くときはこちらの人に付いていってもら

うことです。あなたが英語がうまくても相手が

英語がうまいとは限らないからです。

もし入院が必要と言われた時はその病院に入

院します。ここでも料金は前払いです。退院ま

でに幾らかかるかわからないので病院のいう金

額を預けるか、クレジットカードを提出します。

そして先ほどの医師が診察に来てくれます。病

室は金額によっていろいろですが、最高の部屋

でテレビ、冷蔵庫、電子レンジ、シャワー、ト

イレが付いて一泊７５００円くらいです。夜中

に誰かが入ってきて危険なので必ず付き添いを

付けてくれと言われ驚きました。

医療の水準は素人の私にはわかりませんが、

フィリピンでは優秀な人は外国に出て行きます

から日本より良いとは思えません。深刻な病気

は日本に帰ることです。

歯科も何軒か行ってますが、料金がピンから

キリまでで驚きます。この１０月に５本治療し

てもらったのですが１５万円ほどでした。治療

する前におよその金額を聞くべきでした。腕も

良いのか悪いのかわかりません。日本に帰った

ら歯科医に治療跡を見せて判定してもらうつも

りです。

こちらに来る方は保険には絶対に入ってから

来てください。クレジットカードに付いている

海外旅行保険で十分ですから。

私はセブに滞在して約１年になります。元整

体師ということで、マッサージについて担当す

ることになりました。

セブのマッサージはボディマッサージ、フッ

トマッサージ、オイルマッサージ、スパなどが

ありますが、殆どがタイ式マッサージで、タイ

におとらず大小たくさんのマッサージ店があり

ます。朝は１０時頃～夜中の１２時まで営業し

ています。料金は１時間１２５～５００ペソ

（円換算は 2.7倍）マッサージ師は約１ヶ月で

習得できます（ちなみに日本のマッサージ師は

３年勉強した後、国家試験に合格しなければ資

格はもらえません）。上手い、下手はマッサー

ジ師によって差はありますが、どこの店に行っ

てもワンパターンで、やり方は全く同じです。

店内は殆ど暗くて、すべて個室（カーテンで

仕切ったところもある）になっているが、床に

せんべい布団をひいたものからマッサージ台が

ある店もある。安いところはあまり清潔とはい

えない作りで、女性や潔癖性の方には絶対にオ

ススメできない。このような方は 500ペソ以上

の店にいってください。チップは２０ペソの方

もいるようですが、できれば日本人であったら

５０ペソくらいやって欲しい。

セブのよいところは朝７時スタートのゴルフ、

１１時前に終わってシャワーを浴びてマッサー

ジ、昼寝を兼ねる人は２時間マッサージをして、

午後はさらに好きなことをすれば良い。

また、こんな人もいる、午前ゴルフ、終了後、

和式風呂に行って三助に全身を洗ってもらい、

そしてマッサージと日本では経験できないこと

も安価な料金でできる。

こちらのマッサージは治療を兼ねたマッサー

ジはできない。あくまでも癒しのマッサージで

ある。本人が気持ちよく満足できればそれでい

いのです。

もちろんタイ式マッサージだけではありませ

ん。フットマッサージやスウェーデン式のオイ

ルマッサージ、痩身マッサージ、エステなども

たくさんあります。セブはまさにタイに劣らず

アジア有数の「マッサージ天国」といっても過

言ではないでしょう。

セブに来られてマッサージを希望される方は、

南の会特有の利点を生かすため、南の会のメン

バーの人の情報をよく聞いて自分にあったとこ

ろに行くことをオススメします。
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調査目的 セブの魅力、欠点、セブにおける

生活、今後の抱負を探る。

調査時期 2007年 11月

調査方法 アンケートの質問に自由回答。E

メール使用

調査対象 セブ訪問者、滞在者。南国メール

で会員に回答を依頼

回答者数 18名

調査集約 646渡辺徹

調査結果の概要

（注）自由回答形式であり表現がそれぞれ異なっ

ているので項目毎の回答件数を正確に数えるの

が難しいこともあるため、原則として比較的多

かった回答項目を列挙するにとどめます。

少数派の回答の中には参考となる貴重な記述

がたくさんありますので、アンケート集約（生

データ）の全回答を是非ご覧下さい。

（編集注：生データは記載していません）

質問A

１．なぜセブを選んでいるのですか？ セブの

何処がいいのですか、何処が魅力ですか？

（比較的多かった回答）

・英語が比較的通じる： 英語の勉強にも便利

・フレンドリーな街の人々： 明るく親切

・日本から近くて便利

・温暖な気候： 腰痛にいい、台風があまり来

ない、湿度が低い

・セブ支部の人達のサポート、スターバックス

ミーテイング等の存在： 遊びや食事仲間、

アドバイザー（会友）の存在

・遊びやスポーツやリフレッシュ場所が多く安

くて便利： ゴルフ、スキューバーダイヴィ

ング、バー、カラオケ、海、マッサージ、カ

ジノ、ボーリング、

・適当な大きさの都会で生活の便が良い

・物価、人件費が安い

・将来介護を受ける時の候補地として調査、勉

強できる

２．セブで何をしている時が楽しいのですか？

（比較的多かった回答）

・スターバックスにおける朝のミーティングの

雑談

・ビール、食事、友人知人との会話

・ゴルフ

・マッサージ

・ダイビング

・ボーっとリラックス、読書

３．セブで何をする時に熱中していますか？

（比較的多かった回答）

・ダイビング

・ゴルフ

・ビリヤード

・賭け事、ゲーム

・マージャン、カジノ

４．セブで何をしている時リラックスできますか？

（比較的多かった回答）

・マッサージ（回答者の約半数、圧倒的に多い）

・朝のミーティング、食事会、ビール

・昼寝

・読書

・ダイビング

５．セブの愛すべきところは何処ですか？

（比較的多かった回答）

・フレンドリーで親切な街の人達（回答者の約

半数、圧倒的に多い）

・明るい、気がいい、人なつっこい、スマイル、

生活を感じさせる

６． セブ生活の一日の概略をお教え下さい。

（全回答）

・１ヶ月滞在した時は、２５メートルプール付

きだったから、午前中は１ｋｍ位泳いだ後、

読書。昼寝の後２時間英語。夕食後は、ビリ

ヤードかクラブ。

・ショッピング、マリンスポーツ、マッサージ。

・スターバックスのミーティングから始まりア

ヤラで午前中、その後 それぞれ・・とコース

に流れるパターンですがもう少し工夫したい

と思います。
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・昼は麻雀・夜Casino。

・朝食をスターバックスで。その後コンピュー

タで株式投資 午後はマッサージ、モールを

散歩。夜は飲みに行く。

・朝食後スターバックスのミーティング。ショッ

ピングセンターをぶらぶら。メールチェック。

昼寝。街を探検。時々会のメンバーとの会食。

・短期旅行だったのであちこち見学した。

・スタバ・ゴルフ（またはダイブ）・ビリヤー

ド（またはカラオケ）

・スターバックス（時々朝食）、アヤラモール

での両替と買い物、ホテル又は外食、マッサー

ジ（本命）、夕食（会員の人達と）、ビリヤー

ド他

・日本ではまずしないデパートまわり、マッサー

ジ、夜はカラオケバーあたりでしょうか？！

・午前中・・スターバックスにて朝食及び歓談。

その後、アヤラショピングセンターを散策

午後・・マッサージ、夕方・・会友との食事

若しくはマージャン、カジノ

・パターンA。コーヒー、インターネット、読

書、体操、朝食、スターバックス、インターネッ

ト、読書、昼食、読書、昼寝、インターネット、

体操、夕食、テレビ又はビリヤード

パターンB。コーヒー、インターネット、読

書、体操、朝食、ゴルフ、昼食、読書、昼

寝、インターネット、体操、夕食、テレビ

又はビリヤード

パターンC。コーヒー、インターネット、読

書、体操、朝食、ダイビング、インターネッ

ト、夕食、テレビ又はビリヤード

・朝食（パン、フルーツ）後喫茶へ出かけ、ダ

ベリそしてアヤラでの買い物と軽い昼飯そし

て読書、後昼寝orマッサージを受ける。グル

メ情報で食事探訪、時々ダイビングor近くの

島にお出かけ

・（パターン１）８時起床朝食、９時散歩アヤ

ラスターバックス、１０時散歩、１１時ア

ヤラでサラダをたべる。散歩してホテルに

帰り、インターネットカフェ１時間、とき

には、マッサージとか友達と会話とか昼寝、

夕食、その後バーとか友達と会話

（パターン２）５時起床朝食、７時ゴルフ、

１１時ホテル洗濯、昼食、昼寝、マッサー

ジとか、友達と会話、夕食、その後バーと

か会話

・朝 5時半から 1時間歩行訓練 7時半朝食

洗濯、掃除、10 時から買い物 昼食 14 時

から 2時間 wifeが勉強中 散歩 夕食 娘達

とskype テレビ 就寝

・６時ＧＥＴ ＵＰ シヤワー 朝食 ８時か

らスタバ １０時に部屋に戻りパソコン、１

２－１時昼食麺類が主 その後 昼寝かマッ

サージ、４時頃からパソコン、雑用、６時半

から夕食ビール、８時からビリヤアード、１

０時からスカイプ、１２時ＧＯＴＯ ＢＥＤ。

７．セブで良い友達が増えましたか？

ほとんど全員が“増えた”と回答

セブで会った全国の会友、朝のミーティング

参加者、マージャン、カジノ仲間、現地の人々、

（６０過ぎてから友人一杯増えました。良い

友達は増えました、恐らく日本（地元）では

難しいでしょう。）

８．あなたは家族同伴でセブを楽しんでいます

か？単身ですか？

単身 11人（内独身者 2人）

家族同伴 6人

単身同伴両方 1人

９．今後の抱負はありますか？あったら教えて

ください。（全回答）

・もっと沢山の現地の人達と友達を作りたいで

すね。 そしてセブの事も・・・夢は小中学校

でのボランティアみたいな 事もできればと思っ

ています。

・将来的にはセブの田舎（山・海問わず）で自

分も含めた年寄り（介護も含めて）のコミュ

ニティーを作りたい。

・セブにきてまだ旅行していませんので来年あ

たり島めぐりでもと思っています。

・先ずは現地語でその後英語を話せるようにな

りたい。

・タイに比べるとかなり住居費が高いので滞在

費を抑えられるようにしたい。

・長生きしてセブを楽しみます。
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・英語で簡単な日常会話が出来るようになりたい。

・セブの都会生活に慣れたらその後綺麗な海岸

に住むのが夢。しかし、将来のことは分かり

ません。

・ボホール等の観光もしてみたい。

・今後も避寒で南国暮らし候補地を模索中

・もっと のんびり 過ごすこと

・セブで英会話を習いたい。

・オーストラリアでは、日本人会が月 1回主催

するシニアの会で 在宅サービス、デイサービ

スの利用の仕方、退職者ビレッジの 仕組み利

用方法等、高齢化社会に向けた取り組みが始

まって いる。 同じオーストラリアに住んで

いる方で、最後はKLの医療及び現地の S氏が

進めている介護体制がいいと退職者 ビザを

取る人も多く、私も勧められたが、何度か訪

問しているセブが私には合っている様 に思い、

今後、セブの医療、介護のシステムについて

調べ、ゆくゆくは セブで暮らのもいいかなと

思うようになった。

・セブに留まるだけでなく、他の町、他のダイ

ブスポットを訪ねたい。 次回は家内にもフィ

リピンの良さを見せたい。

・今は家内の母親の介護の事もあり、いずれは

ロングスティをしたいです。

・今年をもってリタイヤしたいと思っているの

で（予定） セブに長期滞在（１年の半分位・

願望）したいと思っています。

・これから少しずつ慣れて日常会話くらいの英

語は身につけたい と おもいます。

・小生は将来ロングスティは難しいのでせめて

１ヶ月位のショートスティをしたいなぁ…と

考えております。

質問B

１．セブの欠点、嫌いなところは何処ですか？

（比較的多かった回答）

・大気汚染、排ガス

・治安が悪い

・不衛生

２．セブに変化を起こして欲しい事柄は何ですか？

（比較的多かった回答）

・環境一般

・大気汚染、排ガス、不衛生

・治安

・犯罪が多い

・住環境

・環境、治安が良くて安いコンドミニアムが少

ない、騒音、下水道

・交通環境

交通マナー、タクシー運転手のマナー、車道、

歩道が凸凹

・貧困問題

公務員のチップおねだり、相手を見て値段を

言う

・物価上昇、ペソ上昇

・正義感

両替ごまかし、公務員賄賂、

３． セブの生活で苦労するところ困るところは

どういうところですか？

（比較的多かった回答）

・治安が良くない。 一人で散歩できない、警

察官でも信用できない、

・不衛生。 食中毒になった、トイレが汚い、

飲料水が心配、レストランの食器や野菜の洗

浄が心配

・サービスの質があまり高くないのに日本並み

の料金のものがある

・電気、インターネット、日本レストラン、歯

医者

４． セブに不満があっても我慢できるのは何故

ですか？

（比較的多かった回答）

・物価が安い

・遊び代が安い

・街の人々、風景

・フレンドリー、のんびり、親日

・日本で過去のものになってしまった風景

・自然（気候や海）

・暖かい気候、マイナスイオンがいっぱいの澄

んだ空気、きれいな海

・信頼できる会員の存在

朝のミーティング、夕食会、情報、アドヴァ

イス
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コタキナバル、あまり知られていない。マレー

シアは西マレーシア（マレー半島）、東マレー

シア（ボルネオ島）に分かれており、今回の視

察は東マレーシア、サバ州の州都であるコタキ

ナバルにロングステイの視察をしました。

今回、関東支部でコタキナバル、ロングステ

イ視察旅行をやりたいと支部長の市東明義さん

からお聞きしました、以前からコタキナバルは

良いところと市東さんから聞いていましたので

私は一度は訪問してみたいと思っていましたの

で参加する事にしました。

日程は９月２７（木）－１０月１（月）まで

の３泊５日です、成田空港出発ロビーに集合し

たのは市東支部長ほか１４名で内訳は、ご夫妻

での参加は４組、お一人での参加が６名でした。

サロン会でお会いした方もおりました。又、は

じめてお目にかかった方もおりましたが、皆さ

ん南の会の会員でありますのですぐに打ち解け、

他のツアーとはここがちがうんだなとまず感じ

た次第です。

マレーシア航空、直行便で約６時間でコタキ

ナバル空港に到着しました、飛行機の窓からの

コタキナバルは雲に覆われており小雨が降って

おりました、そのはず雨期に入っていたのです。

涼しい、ボルネオ島に来た感じがしなかった、

空港からバスに乗り町にはいる、賑やかだ活気

がある、車の数も多い。想像していた以上の町

であった。

市東さんから詳しい町の地図と注意点の書か

れたコピーを頂きホテル、ハイアットリージェ

ンシー、にチェックインしてから食事へ、ロー

カルレストラン『ルビー飯店』での海鮮料理、

海老、蟹、魚、野菜等々、さっぱりとした味マ

レーシア風である、ビールはあることはあるの

ですがポットにいれコーヒーカップで飲むとい

う不思議な光景（中西氏談）、食事も無事に終

わり、そこにコタキナバルに永年住んでいる安

達真澄さん（女性）がこられた、安達さんはス

イートホリデイ、マネージャーをされている方

で市東さんとは永年の友人とのこと、安達さん

の案内で夜の市場、マーケット、コーヒーショッ

プ等々散策しました、安達さんありがとうござ

いました。その後ホテルに戻り更に外山さんの

部屋に集まりサロン会を楽しく実施、一日目全

員無事終了。

ポーリー温泉とキャノピーウォークツアー

（２日目）

朝、天候は曇り時々小雨、それでも全員元気、

キナバル山（東南アジア最高峰、４，０９５ｍ）

山麓に広がるキナバル公園に出発、ポーリー温

泉とキャノピーウォークの旅（バス）です。バ

スの窓からは海辺に展開する水上村、綺麗な山

麓に点在する地元の民族の高床式の家々、垣間

見る民族衣装の人、イスラムのスカーフを被っ

た女性、マレーシアに来た、ボルネオ島を走っ

ているとの感慨を胸に眺めながらキナバル公園

に向かいました。

約４時間バスに揺られてポーリン温泉に着き

ました、ポーリン温泉抜きにはキナバル公園は

語れないほど有名な温泉だという事ですが、日

本の温泉の感覚とは別で露天の浴槽で水着の露

天風呂で私達は戸惑いを隠せませんでした、硫

黄鉱泉で病に効くとのこと、女性陣は足湯を楽

しんでおりました。

キャノピーウォークはまさにチャレンジ、厳

しい山道を息を切って登ると熱帯雨林、森の王

様といわれる「メンガリス」の大木につり橋が

架けられており、全長１５７．８ｍ一番高い所

で地上４１ｍもあり、細い板の一人がやっとの

ゆれるつり橋で怖かった、スリルを味わう、熱

帯雨林を見渡す、そして満足感と楽しいエコツ
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アーでした。

帰路は山麓の民族市場、山あいのレストラン

での昼食、等々マレーシアの自然、文化に触れ

られた一日となりました。

ロングステイ施設及びコンドミニアムの見学

（３日目）

コタキナバル３日目は今回の目的でもある高

級リゾート、コンドミニアム視察の日です。南

国暮らしの会の目的のひとつとしてロングステ

イがあり、その国でのロングステイはどうなの

か観て回ることは大切なことであり、期待をもっ

て朝出発しました。

最初に訪問したのは、

①《マリーナコート》経営管理はプロムナード

ホテル

高級コンドミニアムマンション、海岸通りで

眺望は素晴らしい、レンガ風の高層マンショ

ン、家具付き、設備整っている、３寝室、リ

ビング、ダイニング、敷金礼金なし

家賃、月４，０００ＲＭ （１ＲＭは円では

３４円） 電気、水道、衛星ＴＶ等別途。

形とおりの説明であり相対で交渉する余地は

あると判断する。

②《グレースガーデン》経営は韓国人

新築の高級コンドミニアムマンション、新築

で３階建て、芝のガーデン、プール、海岸に

近い、セキュリテイは完備、家具付き、３寝

室、リビング、ダイニング

家賃、２寝室 月、４，０００ＲＭ

３寝室 月、６，０００ＲＭ

相対で交渉する余地はあると判断する。

③《 戸建 》市街地までバス１５分

２階で広さの確保と広い庭が付いているが手

を加える部分が多い、周りの家との付き合い

（マレーシア人）、車が必要、セキュリテイ

が課題、６ヶ月以上の契約

家賃、月、３，５００ＲＭ 前金 ３ヶ月分

家具は無しレンタルで揃える必要あり

④《リカス、スクエア》日本人も住んでいる、

中級リゾートマンション

窓からは緑の森が見える、海の眺望あり、隣

がスーパーと雑貨店、プール、スポーツジム

市街地まで車で５分

家賃 ２寝室 月、３，０００ＲＭ

３寝室 月、３，５００ＲＭ

電気、水道別

今回、視察した中で一番手頃な感がする、交

渉で相当下がるようである、１，７５０ＲＭ

ぐらいまで。

視察を終わっての感想は、思った以上に高い

のと、まだまだ日本人が少なく、そこに魅力を

求める人、自らコミユニテイを作ろうと考える

人には良い所だと思います。

＜健康について＞

日本で持病のある方は、英文で処方箋を書い

てもらい持参する事を勧めます、緊急の場合は

日本領事館及びサバ州観光局に日本人が常駐し

ているので相談が出来ます。
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＜ゴルフ＞

マレーシアはゴルフ場の多い所で、コタキナ

バルも同じでコースは素晴らしく、今回は出来

ませんでしたが一度はプレーをしたいと思って

います。貸しクラブはありませんので日本から

持参することになります、ビジターでは円で７，

０００円、メンバーで３、５００円位だそうで

す、年間会員権は３０万円で１年間何回プレー

しても無料だとの事です（ステラハーバーリゾー

トゴルフクラブ）。

≪長期滞在者との交流会≫

夜の食事のローカルレストランにコタキナバ

ル長期滞在している、田口秀雄さんとマレーシ

ア人のロビンさんが来られました。田口さんは

キナバルハイランドクラブの会員でコタキナバ

ルには３年住んでいる方です、ロビンさんは中

国系マレーシア人で田口さんの友人であり法律

事務所に勤務し日本人滞在者の相談にのってく

れている方だそうです。

食事が終わり、ホテルで交流会を田口さん、

ロビンさんを囲んで行いました、内容はいろい

ろありましたが抜粋し箇条書きにします。

◎田口さんはリカス、スクエア（視察した中級

マンション）の１３階、３寝室を２年契約で

家賃５万円で住んでいるとの事、又全体の生

活費は家賃、光熱費、車の維持費、週３回の

ゴルフのプレー費すべてで、日本円にして１

７万円から１８万円で済むとの事です。

◎コタキナバルはクアラルンプール、ペナン等

に比べて生活費は２割程度安く済むそうです。

◎コタキナバルには２００人以上の日本人が暮

らしているが、日本人会は日本人学校の父兄

が中心でロングステイの人がはいるには向か

ないとの事、しかしマレーシア人は日本人が

好きなので寂しくは無いとの事です。

◎田口さんは独身なので、のんびりと過ごせる

この地は満足されている様子でした

夜も遅くなり、皆さんも疲れた様なので１１時

に交流会を終了しました。

４日目の最終日は自由行動

最終日はマレーシアも日曜日、町は朝早くか

ら賑やかです、近隣からいろいろな人たちが集

まり、サンデーマーケットが開かれていました。

自由行動の日なのでホテルで少しのんびりして

からサンデーマーケットに出かけました、大変

な人が集まっています、通りいっぱいにテント

が張られ２列、２００ｍぐらいは連なっている、

ありとあらゆる商品が売られておりました、現

地の人、観光客、さまざまな客層です、私達も

ここで土産を買うことにしました、買う品を決

めての価格交渉、商品により２０％から４０％

位の値引きはしてくれました、５ＲＭ（１７０

円）から１００ＲＭ（３，４００円）ものです

が値引きは嬉しいものです。

２時間近くマーケットを回ってから町の散策

を妻とふたりでしました、二人での行動はこの

旅行で始めてのことでした、そろそろ昼食の時

間でもあり「リトルイタリー」と言うレストラ

ンでピザを注文し、通りに面したテラスの席に

すわり周りの景色を見ますと、マクドナルド、

セブンイレブン、スターバックスコーヒー等々、

なんだ何でもあるじゃないか、イスラムのスカー

フの女性、中国、韓国、白人、多種多様の人も

大勢いるよ、コタキナバルが良く分かるなあ、

なんて思いながら、美味しいピザに満足感を味

わいました。

夜中の１２時３０分発の飛行機に全員無事に

搭乗する、コタキナバル視察旅行も成田まで後

わずかで終わる。

思い返すと、現地ガイドのダニーさんは日本

語を見事に話し、人の良い大きな目で一生懸命

でした、総体的にマレーシア人は穏やかな人が

多い、フレンドリーで対日感情も良い、もう少

し長く居れば良さは更にわかるのではないかと

思う。

最後になりましたが、現地に詳しい市東支部

長、案内役の外山さん、お世話になりました、

また、中西夫妻、吉野夫妻、斉藤夫妻、杉山さ

ん、荒井さん、新潟支部から参加された渡辺さ

ん、ご一緒で本当に楽しかったです、ありがと

うございました。
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昨年の初め、当年の九州支部の企画としてコ

タキナバル（KK）下見ツアーを計画しました。

というのは会員でロングステイをしている人が

いないKKがロングステイにあるいは適するので

はないかと思うようになったからでした。

ご存知の通りＫＫには、もちろん支部はない

し、ロングステイの会員もいません。

ただ、会報には、市東関東支部長がＫＫの記

事を載せておられること、当支部の 1132菊池

勲雄会員が２月ほど主としてＫＫに滞在された

ということが頼りでした。

それ以後春季号で 1134 亀山京子会員の詳し

い記事が出て、これは大変心強く、ありがたく

思いました。

一方でネットサーフィンをするうち、ＫＨＣ

（キナバル・ハイランド・クラブ）のホームペー

ジにたどり着きました。早速入会させていただ

きました。送っていただいた会報で、関東の役

員に市東さんの名前を発見し驚くと同時に納得

もした次第です。

ちなみにキナバル・ハイランドとは、東南ア

ジアの最高峰キナバル山の登山口などを含む麓

の高原地帯を称するようで今回行ったラナウと

いう街は標高約１，１００ｍです。

早速市東さんなどKKに行ったことのある会員

から情報収集を始めました。市東さんには２回

にわたってＤＶＤを送って頂き参加者に回覧し

ました。

そのうちKK行きをＫＨＣのＫ会長にメールし

たところKK在住のＴさんを紹介していただき、

計画は一気に軌道に乗りました。

会長のホームページや菊池さん、亀山さんの

記事、会報を通じてSlagon Homestayにも興味が

ありラナウ行きも計画に加えることにしました。

メールによるとＴさんは最近 Slagon のオー

ナーの子息 Ceaser 夫妻と食事を共にされたそ

うで私のことを伝えていただき以後 Slagon Hom

estayでの滞在についてのメールによる打ち合わ

せがスムーズに行きました。英文の手紙のやり

取りが抵抗無くできるようになったのは副産物

でした。

また、市東さんの紹介で、ＫＨＣのある会員

さんが作ったDVDを見せていただき、その出来

栄えに驚くと共に大いに参考にさせていただき

ました。そして現在台湾にステイ中の 619鈴木

幸男さんのＫＫ紀行文とスカイプでの情報提供

もありました。

このような経過があって今回のツアーの計画

がスム－ズに進捗を始めました。以後ツアーに

ついて述べます。

１．往復便など

２００７．９．２７～１０．５

・12名、現地合流（成田往復）２名 計 14名

・往復便 大韓航空 福岡(10:30)→仁川(11:55/

18:20)→KK(22:30)

KK(00:10)→仁川(06:00/08:00)→福岡(09:15)

10日間FIX格安航空券を 987外山實さんが勤

務する代理店から購入（Fuel surcharge,tax込み

で約¥74,000）。外山さんにはＫＫでのホテル

の手配もご心配頂きました。

因みに福岡からマレーシアへの直行便はあり

ません。上記のほかキャセイ航空、中華航空が

ありますが、いずれもストップオーバーが必要

です。

立ち消えになった AirAsia の福岡乗り入れが

今年は実現しそうだと最近聞きました。

仁川では、６時間あまり乗り継ぎ時間があり

ますが、外山さんのお勧めで大韓航空利用の場

合利用できる、無料の食事付市内観光バスに乗

りました。Eチケットと共にバウチャーを送っ

てもらいました。

実際には、市内まで１時間以上かかり食事を

摂った後、予定にあった青瓦台、南大門などに
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は寄れずアメジストの販売店に立ち寄っただけ

で空港に帰りました。無料ですから不服はいえ

ません。客は我々だけで日本語のガイド付でし

た。

１７年前仕事で訪れたソウルは町が綺麗にな

り、人口２，３００万人と巨大化しているのに

驚きました。ただ人口５，５００万人の４割も

首都に集中しているのには異常さを感じました。

格差拡大は日本どころではないようです。

KK着２２：３０でRMは、空港内の Maybank

の向こう側にあるATMから CITI bank のカード

を持つ２名が引き出してタクシークーポンを買

いました。２名ずつのタクシー分乗で３スター、

タン・ダイナスティ・ホテルに向かいました。

このホテルは亀山さんの情報どおりで、４Ｆ以

上は改修済みで清潔でまあまあです。Wawasan

Plazaの中にあり、シービューはありません。R

M160/泊.B付

翌日コンドミアム３箇所の下見ツアー出発前

に Wisma Merdekaの１Fの両替店に行き円をリ

ンギットに交換しました。

２．コンドミアム（マリーナ・コート、ワイキ

キコンド、リカススクエア）見学

マリーナはすばらしいが高い、月１５万円位。

ワイキキコンドは業者が買い上げたそうで現在

show the roomはできない（市東さんのDVDを

見ていたので問題はなかったが、説明なしなの

でよくわからないが値段も高騰しているという）。

リカスは、安く環境もよく町にも近く部屋も十

分満足できるもので心が動いた人もありました。

この後サバ・コーヒー工場を見学してKKに戻

りました。所要時間６時間強、Ｔさんが手配し

てくださったもので、大型バスRM 500、ガイド

付き(RM 300)でした。代理店に依頼すると一人

RM 200以上はかかるので感謝、感謝でした。

夕食会は街の中心にあるセドコ・コンプレッ

クスでシーフードをいただきましたが、大変美

味しく今まで抱いていたマレーシア料理に対す

る偏見が一掃された思いでした。

３．スラゴン・ホームステイ

１１名が、２～３泊しました。KKからの便は

Ceaserに依頼。往はミニバス１台RM 230。復は

人数が増えたのでこれに８人乗りToyota Unser

を荷物運搬のためRM 150で追加しました。

１日遅れでKKから来た女性二人は、荷物をホ

テルに預けミニバスをラナウで乗り継ぎスラゴ

ンまでやってきました。片言英語、度胸でやっ

てきたのはたいしたものです。

１組のご夫婦は、キナバル登山を試みました

が、超大型台風１５号の影響とかで強風が襲い

結局 3,500 mの山小屋宿泊までで下山してきま

した。登頂直前で断念はその無念さ察するに余

りありですが、多分再度挑戦するでしょう。東

南アジア最高峰のキナバル山（4,095 m）登山

は外国人に人気が高く、山小屋宿泊の予約は６

か月前で個人では難しそうですが、Dr.Othman

に頼むと値段も安く何とかなりそうです。

ポーリン温泉、キャノピー・ウォーク、ラフ

レシアの花、キナバル公園に行き、ゴルフをや

りました。スラゴンのRM 35の貸しクラブは二

昔以上前のものです。ラナウのゴルフ場は三菱

マテリアルが銅山採掘の際作り、閉鎖後町に寄

付したものです。９ホールですが、水はけの面

では、１６００ｍの高地にあるキナバルＧＣよ

りは良いそうです。キャディ付きで２千円以内

ですから世界一安いでしょう。１０月３日には

ＫＫから１時間強のミンピアン・ジャディに行

きましたが、紹介で昼食付RM 77貸しクラブRM

30でした。貸しクラブは鉄棒のようで年齢と運

動不足もあり背中を痛めてしまいました。この

日も非常に暑く普段はこんなことはないと言っ

21



ていました。

マハティール前首相と昵懇の間柄というOthm

an氏は、その影響を受けたのか大の親日家です。

ドウスン族の重鎮で土地の名士ですがHari Raya

祭りで忙しく残念ながらあまり話をする機会が

ありませんでした。南イリノイ大学出の哲学博

士で品格を感じました。オーストラリアの大学

でホテル学を学んだという子息Ceaserが私たち

の面倒を良く見てくれました。

山荘の部屋はエアコン付のダブル又はツイン

がそれぞれ３室、ＲＭ１００の部屋に泊まりま

した。１Ｆにはシングルが６室あります。シャ

ワールームの水周りが悪いなど安普請ですが、

ホテルとは違うので期待しないようにと、くど

く言ってあったので不満は聞こえませんでした？

１５haの広大な敷地にテニス・コートなど整

備する計画だそうですが、部屋のグレードアッ

プを先にやるべきだとＫＨＣの会員がいいこと

を言ってくれたようです。宿泊者のための自炊

用のキッチンを建て替え中でした。

ここでのんびり過ごすというステイにはうっ

てつけと思います。因みにラナウからバスで東

海岸のサンダカンには６，７時間だそうです。

４．ステラ・ハーバー・パシフィックに２泊

比較して一番安かった現地代理店に依頼して、

１室１泊RM 400（税込み）でした。流石に５ス

ターだけのことはありました。１２：００のチェッ

クアウト後も荷物は預かってくれ、隣のシャワー

付のマリーナクラブが休憩に使えるしホテルの

ロビーもライブのシンガソングあり。無料の往

復シャトルバスが１時間おきに出ているので食

事などで街に出るにも便利でした。０時過ぎに

出る深夜便で、１０時にならないと空港はオー

プンしないと聞いていましたがそんなことはな

く、ただ冷房が入ってないのには参りました。

５．その他感じたことなど

東マレーシアは全員初めてでした。マレー系

の５５％を占めるというカダザン・ドウスン族

の人たちは、日本人に近い顔かたちで、ほとん

どがキリスト教徒で、穏やかで物静か、礼儀正

しい人柄を皆さん感じたと異口同音に言います。

特にラナウのFriend's Cornerでの夕食時満席な

のに大変静かなのに驚きました。私たちが一番

騒がしかったのではと一人が言っていました。

この店の味は日本人に大変あうと皆さんの感想

でした。

全般に中華系は客家系がほとんどで味付けは

醤油が主だそうです。日本人の舌にあうのは当

然と思いました。またビールの値段が前のミリ

メワ・スーパーと同じなので計算を間違えてい

るのではとしばらくは疑っていました。

人種構成、文化、宗教、料理などなど半島と

の差が大きいことが実感できました。

建国時交わした連邦とサバ州との間の 20-poi

nt agreementを読むとかなりの面でサバ州は別

の国のような独立性を持っています。例えば昨

年東京と大阪であったMM2H(My Malaysia Secon

d Home)プログラムのキャンペーンは連邦政府

とサバ州政府がそれぞれ独自に行いました。

考えてみると建国５０年の新しい国ですから、

これが未だ有効だということは当然ともいえる

でしょう。ボルネオの独立運動があるとは聞い

ていないのでこれはこれでいいのではないかと

思いました。

ＫＫ及びその郊外は団地など開発中が多く、

これは中東のオイルマネーの流入によるものだ

そうですが、不動産の価格上昇も顕著でやや疑

問も感じました。

個人的には、次回はケニンガウ、タンブナン、

クダ及びサンダカンにと１月程度かけて周って

みたいと思っています。今回は肝心のロングス

テイの評価に至らなかったのが残念です。
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東海支部の年間行事としては、初めて標記の

下見調査を企画いたしましたが、参加した会員

の皆様が、全員トラブル等もなく、無事帰国し

ましたので、現地でさまざまな形でお世話にな

りました在住の皆様にお礼を申し上げますとと

もに、今後、同国へロングステイを目指す方々

の参考になればという思いで、調査の結果につ

いて、出来るだけ主観を入れず、参加されまし

た方の感想等を参考にして、ご報告申し上げま

す。

１．行先の決定

１９年６月頃、会員にまず希望の行先を「東

海メール」で出して貰った結果、行先の希望は、

フィリッピンとハワイに集中したが、７月のサ

ロン会で、今回はフィリッピンに決定した。

２．参加者募集

８月のサロン会で、フィリッピンでのロング

ステイ下見調査ツアーの概要を発表し、改めて、

「東海メール」で参加者の募集に入った。

３．下見調査ツアー（基本日程）の概要

（１）日程と行先・１２月３日出国～１２月１

４日帰国（１１泊１２日）

ダバオ（４泊）・バンガシナン（２泊）・

バギオ（４泊）・マニラ（１泊）

（２）航空運賃・名古屋～マニラ往復 64,000

円 マニラ～ダバオ往復 148＄

（３）ホテル・１１泊合計金額 307.5＄

（１室２名利用での１名料金）

（４）調査および実施事項

ア．ロングステイ滞在施設（レンタルルーム・

賃貸マンション・貸家等）

イ．買物場所（食料品・日用品等）

ウ．各種物価

エ．現地在住者との交流会・食事会

オ．オプショナル（ゴルフ・スキューバーダ

イビング・乗馬・マッサージ等）

カ．その他参加者の希望事項

（５）申込期限・１９年９月１５日

４．募集結果

申込期限までに参加の希望が、１５名の方か

ら来ましたが、その後、２名（ご夫婦）が両親

の病状変化のため、キャンセルになり、１３名

となった。

企画担当としては、初めての企画であるので、

何人集まるのか締め切りまで、予想がつかず、

心配しましたが、多すぎず少なからず丁度良い

人数に納まりほっとした次第です。

内訳 基本日程どおり・８名

基本日程＋延泊・２名

ダバオのみ・・・１名

バギオのみ・・・２名

計 １３名

出発間際に、非メール会員の一人から、この

ような企画があることを知らなかった。知って

いれば是非皆さんと一緒に、フィリッピンに行

きたかったとの電話をわざわざ頂きましたが、

残念ながら追加の参加は適わなかった。

５．ダバオ

南の会の会員のお住まいを始め、長期滞在用

の施設をいくつか見学させていただき、大変参

考になりました。

賃貸料は偶然なのか、いずれも８，０００Ｐ。

しかも、これも偶然なのか、皆様一様に単身で

のロングステイ。ただし、日本に滞在の奥様に

は毎日、連絡は欠かさないとのこと。これが単

身での海外ロングステイ成功の秘訣かも・・・

良い勉強になった。

日本人は会社勤めの時代から、子供の教育と

かその他諸々の理由で、単身赴任に慣れっこに
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なっているから、海外ロングステイも単身では？

とも思いましたが、現在は、皆様他の理由で単

身のようです。

今回、この下見調査に参加された奥様の一人

から、ダバオは海が近く日差しが強いので日焼

けが心配との意見があり、その理由でダバオは

男性のみの単身ロングステイが多いのかと勝手

な推測もした次第です。

施設見学の最後に、ダバオの高級住宅街にあ

る瀟洒な２階建てを見せて頂きました。在宅の

方はメイドさんのみで、その家の主には、残念

ながら不在でお会いすることが出来ませんでし

たが、玄関脇の２階まで吹き抜けの居間の壁面

には２～３年まえの結婚式の写真が何枚も飾っ

てあり（これは、フィリッピンでは普通のこと

らしい）、ご主人は日本人で、年齢は７５歳前

後で奥様はフィリッピン人で２０歳代後半の美

人で、年齢差はなんと５０歳近く・・・全く羨

ましい限りの御仁がいらしゃいます。

また、ダバオには、こんなご夫婦もいらっしゃ

ると南の会の会員の方からお聞きしました。

ご主人はダバオに単身で、ロングステイ中です

が、これに対して、奥様は、現在、バンコクで

ロングステイをしておられるとのこと。今後出

てくるであろう未来のロングステイのスタイル

を示唆。これは、新しい発見。

夫婦と言えども、必ずしも意見は一致すると

は限りません。それぞれがお好きなように、お

互いに束縛しないで上手くやりましょういうス

タイルです。今後この形態が増えてくるのでは？

夜は、南の会の若林さん・渋谷さん・渡辺さ

んが、日本料理店「雑魚屋」で交流会を開催し

て頂き、我々は現地の皆様とは、皆初対面でし

たが、同じ会員と言うことで、すぐに打ち解け

旧知の間柄かのように親しくお話が出来、現地

事情等についてもいろいろとご教示頂きました。

６．バンガシナン

マニラでミニバスをチャータして、車中マニ

ラから同行頂いた、斎木さんに道中の案内を頂

きました。斎木さんは、旅行業務の経験をお持

ちですが、ツアーガイドは始めてのことだとお

聞きしましたが、なかなか堂に入ったものでし

た。マニラ～ウルダネータ間は観光地ではあり

ませんので、おそらく、この間を日本語で詳し

く説明できる方は他には居られないでしょう。

斎木さん一家は、ウルダネータの町はずれに

お住まいで、中心部はなかなか賑やかな地方都

市です。斎木さん宅も拝見させていただきまし

たが、永住希望の方には、参考になると思われ

ます。

そこでは、全員がはじめてのトワイライト・

トライシクルツアーを体験、その後、我々の泊

まるホテルのプールサイドでバーべキュウパー

ティが開催された。

これは、特に奥様が陣頭に立って、斎木家の

関係者総動員で、わざわざテーブルやバーベキュ

のセットをご準備いただき、食材も調達頂き、

我々は、食べる人・飲む人に徹することができ

ました。
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南国のプールサイドを吹き抜ける野外のそよ

風が心地よく、「サンミゲールビ―ル」と地元

バンガシナン産のジン「Ｇ．Ｓ．Ｍ．ＢＬＵＥ」

に酔いしれた素敵な夜となりました。

どうか、ご準備いただきました皆様に宜しく

お伝え下さい。

翌朝は、斎木支部長の「バギオだより」によ

く出てきます、カバルアン小学校・サンファビ

アン（ボラシ）小学校の２校を訪問。

前者の小学校では、我々の前で自慢の鼓笛隊

のフォーメイション演奏を披露してくれ、また、

後者の小学校では、全員で、「上を向いて歩こ

う」を披露して、大歓迎してくれました。

フォーメイション演奏や日本の歌の合唱を聞

いているうちに、どうゆうわけか、胸に熱いも

のが込み上げて、はるか昔の貧しかった小学校

時代を思い出してしまいました。

当日は、学校は休みにも拘わらず、いずれの

小学校も４０名前後の学童が登校してくれまし

た。我々からは、訪問記念のお土産として、バ

トミントンやバレーボールのスポーツ用具を差

し上げましたが、当校長先生からも、「長年の

夢がかなって、バレーボールが出来るようになっ

た」と感謝され、この程度のプレゼントでこん

なに喜んで頂き、我々の方が、逆に感激してし

まった。

こんなところには、日本でよく事件にもなっ

ている「いじめ」などということは、無縁の気

がしました。２校ともこぢんまりとした、小学

校でしたが、設備はとても充実しているとは、

思われませんでしたが、子供たちの目は澄んで

いて、みなの笑顔がすばらしかったのが、とて

も印象的で今でも脳裏に焼きついています。

学校訪問に加え、太平洋戦争時に日本軍と米

軍との激戦地となった地点に建立されている鹿

児島連隊の慰霊碑も訪問する機会を与えられ、

生きて故国に帰ることの出来なかった多くの犠

牲者のことを思うと、戦争体験者としては、こ

の慰霊碑の前に立ち、ただ、ただご冥福を祈る

ばかりでした。と同時に、おろかな戦争は２度

としてはならないことを痛感した次第です。

６０年以上前に日米両軍隊が激突したことな

ど、誰かに教えてもらわなければ、知る由もな

い今はのどかな地域です。

年月の経過とともに、今や訪れる方も少なく

なり、代わって、地元の斎木さんはじめお近く

のフィリッピン人の方々に面倒を見ていただき、

「今後も慰霊碑を宜しく」と、ただ感謝とお願

いを申し上げるのみです。

７．バギオ

ケノンロードを一気に登り、標高１，５００

ｍの高原都市バギオに到着。

会友山田ご夫妻の歓迎を受け、「来来軒」で

ウエルカム昼食会を開いて頂いた。北ルソン日

本人会の小国会長も同席していただき、バギオ

についての情報と今後の予定について伺った。

バギオ滞在暦１０年の山田ご夫妻は、バギオ

の隅々までご存知で、大船に乗った積りで、ウ

ルダネータでの斎木さんの存在感と同様、バギ

オでは山田ご夫妻の存在感が大きく、我々も身

柄を預け、お世話になることとした。

バギオでの滞在中、ダバオと同様に長期滞在

の施設を見学させて頂いた。

山田ご夫妻のお話では、最初の住まいは標高

が高く涼しすぎたので、標高を少し下げた所へ

移り変られたとのこと。

バギオでは、山の頂上から麓まで住宅が並ん

でいますので、上に行ったり、下に行ったりし
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て、自分の希望の気温に住居を変えることが可

能です。

そのほか若いご夫婦が子供さんと一緒に生活

しておられるお住まいも拝見、目的は、子供さ

んの英語教育ためにここへ来ておられるとのこ

と。日本人ではこのようなご家族はバギオでは

少ないが、韓国人は既に子供の英語教育のため、

１万数千人もバギオにきて、まだ年々増加の一

途を辿っているとのこと。

更には、東海支部の松井さんの滞在先の短期

貸し別荘なども拝見、その松井別荘では、山田

さんの奥さんや松井さんの奥さんの手づくりの

日本料理をご馳走になった。久しぶりの日本料

理に全員大感激。

ここバギオはダバオと違い単身の方は皆無。

従って、お住まいの住居はもう少し広く、賃貸

料金も１万数千Ｐでダバオより５，０００Ｐ程

高くなる。

また、ゴルフ勢は山田さんがメンバーである

名門「バギオカントリークラブ」で２日にわた

りプレイ。大変難しいコースで、特にグリーン

周りとグリーンに皆手こずってしまった。

スコアーについては「ヒミツ」！

山田さんは、ここのゴルフクラブ（創立１０

７年）の日本人では第１号のメンバーで、厳し

い審査を経て会員になられ、このクラブの会員

ということで、信頼も上がり友人も増えたそう

です。

メンバーよりビジターを歓迎する日本の何処

かのゴルフ場とは大違い・・・・

ここは、ビジターだけでは、ゴルフが出来き

ません。会員のクラブライフを重要視する所で

すので、ビジターがプレイするためには、会員

の同伴が必要です。

全員、乗馬も体験。

我々初心者には、監視者？ 指導員？ がつく。

上級者にはそのような人はつかない。乗馬の料

金は、３０分・１５０Ｐ、日本でも乗馬をして

おられる方の話では、馬？鹿安だそうで、これ

なら毎日でも乗れそうとのこと。

監視者？指導員？の少年の話しでは、自分達

は３頭の馬を任されて、その馬を毎日洗ったり

餌を与えたり、お客さんと一緒に馬場をまわっ

たりして給料を稼いでいるそうです。平日のせ

いか、仕事のない馬が多く、客待ちの馬も心な

しか手持ち無沙汰な表情をしていました。

比日友好会館（アボン）訪問

アボンにつきましても、斎木さんの「バギオ

だより」に良く出てきますが、山田さんの案内

で訪問することが出来ました。

山田さんのお宅で、以前ＢＳで放送された

「アジアに生きる子供たち」のＤＶＤ、アボン

では、シスター海野の「何か私にできること」

のＤＶＤ、カルロス寺岡の「日系人の誇りを守

りたい」のＤＶＤを見せていただいた。

いずれも、フィリッピンの現状とフィリッピ

ンのために生涯を捧げている人達の感動的な内
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容です。

アボンにも全員が訪問。一人がアボンに対し

て、献金を申し出て次々と自然な形で献金が集

まった。少しでもアボンの力添えになればとい

うことで皆の気持ちが一致したのではと思いま

す。

サヨウナラ・パーティー

我々の下見調査ツアーも終わり、ついにバギ

オ最後の夜を迎えました。サヨウナラ・パーティー

は、我々の宿泊ホテルの近くの中華料理店でし

た。楽しかった思いを一人ずつ述べることにし

ました。次に来る時は、最愛の妻と一緒に来た

いとの声もありました。

８．最後に

（１）フィリッピンにロングステイの皆様にこ

の度お会いして感じましたのは、皆様が一様

に、溌剌としておられ、若々しくお元気だと

いうことです。

日本にいますと、日常生活の中でややもす

ると、埋没し勝ちですが、ロングステイの皆

様、夫々の地域で存在感があります。これが

皆様溌剌として元気な理由なのでしょうか？

（２）これまで、フィリッピンは、暑くて喧騒

の国というイメージがありましたが、バギオ

訪問で、ルソン島北部の山間に正に「ユート

ピア」を発見した心境。

季節も乾季でダバオ・ウルタネータ・バギ

オで雨の日はなく、安定した天候に恵まれま

した。バギオでは、毎年１２月前半まで、大

フィーラムが開催される。この期間中であれ

ば、ゴルフのプレイは不可能で、ホテルの確

保も難しくなります。この大フィーラムとク

リスマスとの端境期にあたり我々にとっては、

ベストシーズンでの訪問であった。

（３）今回の下見調査ツアーは、いわゆる旅行

社の企画したパック旅行でもなく、現地在住

の方々のお力添えによる手作りツアーで、観

光地回りは少ないが、いろいろなことを体験

し、学校訪問・慰霊碑慰霊・比日友好協会

（アボン）訪問等では、感動と感涙を与えて

いただき、我々の出来る範囲でドネーイショ

ンもさせて頂き、自分自身良いことをさせて

頂いた気持ちで満足しています。

（４）フィリッピンというよりフィリッピンの

人達に対して、ますます親近感が沸いてきま

した。

それは、太平洋戦争で日本は現地の人々に

多大に被害を与えてきましたが、今やそれら

を許す寛大な心を持っている人達が多いこと。

また、自分は幸せだと思っている人がアジア

で一番多い国で、高価なものを着ているわけ

ではありませんが、いつもさっぱりしたもの

を着て、清潔好きで、涙もろい人が多いとい

うのも私の感性と合います。

27

初めての乗馬体験・馬も初心者に乗られて
悲しそうな表情？

山田さんご夫婦と斎木さんを囲んでの
サヨウナラ・パーティー



（５）マニラの旅行社フレンドシップの岩崎さ

んご夫婦には、ダバオ・ウルタネータ・バギ

オのそれぞれ一部にご同行いただき有難うご

ざいました。バギオの佐藤国際社さんにもお

世話になりました。

いずれも信頼できる現地の旅行社です。フィ

リッピン旅行の際にはご利用なさると良いと

思います。

（６）山田さん・斎木さんから、感謝の気持ち

は言葉よりも、バギオ再訪で表して欲しいと

のご希望・これは、ご両人からバギオへのビ

ザを頂いたも同然で、我々としても大変嬉し

いことです。

しかし、今回の下見調査が感動と感涙のツ

アーになったのは、現地に滞在のご両人のお

かげなのは紛れもない事実ですので、お礼と

感謝も申し上げたい。

また、お会い出来る日を楽しみにしています。
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台湾の携帯電話の取得は面倒です。「中華電

信」（日本のドコモに当たる）の場合ですが、

パスポート・保証人・滞在先など沢山書く所が

有ります。これは「中華電信」に直接行ったの

で、うるさかったのかも知れません。

携帯ショップでは、本体購入とプリペードチャー

ジは出来ますが、SIMカードは買えない場合が

有りますので、確認してください。保証人は不

要と言う情報も有りますが、ちょうど台湾人の

義理の弟が一緒だったのでお願いしました。

初期にSIMカードを６００元で購入すると３

００元の通話料が入ってます。

どう言う訳か頻繁に電源が切れて、電源を入

れ直す度にPINナンバーやPUKナンバーを聞い

てきますので、購入時に必ず聞いてメモしてお

くと良いです。

マレーシアもそうですが、ハードもソフトも

日本より遙かに遅れて居ますのでそのつもりで

居て下さい。

台北市内のMRTは券売機にお金を入れて、行

き先のボタンを押すとプラスチックのコインが

出てきます。これを改札の磁気読取機に当てる

とゲートが開きます。

プリペイドの「悠遊カード」と言うのが有り

まして、市内バスと共通で２割引になります。

５００元で、内１００元がカード代のデポジッ

トに成ります。

台北駅近くの「金財神商務旅店」は、見栄え

はしませんが、親切、清潔、便利と、とても良

いホテルです。アメニティも揃ってますし、N

HKも見られます。

冷蔵庫、バスタブは勿論あり、お湯の出、排

水も申し分有りません。

おまけに、この値段で朝食（サンドイッチと

飲み物など）と毎日ミネラルウオーターが２本

付きます。これで２人で約３５００円は安いで

す。

台北から地方へ行く場合、又帰りなどに１泊

しなければ成らない時に是非使ってください。

台北の繁華街「西門町」にも近く、お勧めで

す。翌日早い時はフロントに言っておくと、朝

食をドアの所に下げて置いてくれます（普通、

朝食は９時頃フロントに取りにいく）。

本当に親切です。

台湾では配水管が細く詰まりやすい為、各家庭

でも、ホテルでも使用後の紙は便器で流さずに

台湾下見ツアー 台北～高雄編
０７’９月１３日～０７’１０月１５日

関東支部 No.619 鈴木 幸男



備え付けのゴミ箱に入れます。ちょっと不衛生

な感じがしますが、皆そうやって居ます。台湾

こそウオッシュレットが必要で、もっと普及し

ても良いと思います。

一般の家庭で、トイレットペーパーはロール

ではなく、四角い「チリ紙」を使ってます。

「台湾長宿休間発展協会」(台湾ロングステイ

協会)台北事務所へ、行ってまいりました。

MRT新店線の「古亭」駅で降り、進行方向に

まっすぐ２００ｍくらい行くとコンビニが有り、

そのビルの３階に事務所は有ります。事務所に

は「方さん」と「袁さん」と言う女性が居ます。

お２人とも日本語が堪能で、日本人ロングステ

イヤー招致を、是非成功させたいと言う意欲が

ありありと見られます。とても親切な良い方ば

かりなので、是非寄ってあげて下さい。詳細な

資料なども揃っております。

台湾の鉄道は、週末や特異日はとても混みま

すので、希望の時間帯が有る場合は、出来るだ

け早めに予約した方が良いです。WEBや電話で

も２週間前から予約できますが、中国語です。

窓口ではクレジットカードも使えます。

窓口や、駅構内に限らず、困って居て、近く

にお年寄りが居ればほぼ１００％「どうしまし

たか？」と声を掛けてきます。勿論日本語です。

その時は怪訝がらずに、親切に甘えましょう。

お年よりも日本人と日本語で話しが出来る事を

喜んでいるのです。田舎は英語は余り通じない

場合が多いので、その場合は日本語で話しましょ

う。日本語の分かる人を引っ張ってきてくれま

す。

台北駅の向、「新光三越デパート」の隣の

「統一元気館」の地下２階に「台湾故事館」が

有ります。４０年ほど前の台湾の町並みや生活

を見られるのですが、日本人としてはもう少し

古くて１９５０年代に戻ったようで、物凄く懐

かしいです。

入場料は大人２５０元、学生・お年より（６

５歳以上）、障害者などは、１５０元、子供は

１００元ですが、この入場料は１００％金券と

して、中での食事代、お土産代に使えますので、

非常にお買い得です。

是非、体験して下さい。日本食のレストラン

も有り、高くないです。お勧めです。

西門町の名物、「阿宗麺線」（オアミスアと

言います）はまだ有りました。私が最初に食べ

たのは、３０年以上前ですが、当時は屋台で、

オヤジが一生懸命作ってました。当時はお持ち

帰りが多かったです。今は店を構えてますが、

座るところは無く、路上で皆立って食べていま

す。物凄い人だかりですので、直ぐ分かります。

このオヤジは、この食べ物一つでビルを建て、

ベンツを買ったと、昔は評判でしたが、まだま

だ大きくなってるようです。

普通が４５元、大が５０元です、話の種にど

うぞ！！

台北駅のB１階から｢台湾高鉄｣（台湾新幹線)

と在来線の電車が出ています。

改札は別で、プラットホームも別です。第３

月台（３番プラットホーム）は山線で、台中、

台南経由で高雄まで行きます。

第４月台は海線で、花蓮、台東方面です。ち

なみに、「全票」は大人、「半票」は子供、老

人、障害者、他です。

電車の中は、非常に冷房が効いていて寒いの

で、そのつもりで用意をして下さい。

日本の様に車内販売が有りますが、余り積極
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的では無いので買い逃さない様に気を付けて下

さい。買い逃した場合は一番先頭の車両の車掌

室に行けば買えます。社内販売の弁当は大体１

種類で、食事時間でなければ販売しないようで

す。停車時間も短いので駅弁も買えません。

私達は高雄郊外の「旗山」へ行く為に「新幹

線」では無く、在来線の特急「自強号」に乗っ

て行きました。

「旗山」の｢大衛栄山荘｣と言う「台湾ロング

ステイ協会」指定のロングステイ施設に行く為

に乗りましたが、新幹線の「左栄駅」で下りる

とタクシーを使うしかなく、タクシー代が、１

２５０元も掛かると言われてましたので、新幹

線は止めて在来線にしました。（後で調べて分

かったのですが、左栄の駅から旗山へのバスが

出ています。）

「高雄駅」で降りて、近くの「高雄客運」の

バスターミナルから「高旗号」（高速道路経由）

のバスで、「大林」まで乗ります。「大林」と

言うバス停は、「甲仙行」「木梓行」「甲仙経

由梅山口行」が止まりますが、運転手に確認し

て下さい。１時間半くらい掛かります。

「大林」で下りると、看板が見えますので、

Yの字を左へ行くと、２０分位で着きます。

山荘で話をした所、日本のロングステイヤー

が来る時は、事前に在来線の「高雄駅」や「左

栄駅」又は「高雄空港」へ着く時間を教えて貰

えれば、実費が掛かりますが、迎えにいきます

との事ですので、是非利用して下さい。旅なれ

た方で、私達と同じ事をしたいと言う物好きな

方は、行き方を詳しくお教えしますのでどうぞ

お聞き下さい！！

《旗山 大衛栄山荘》

此処、旗山と言う町は台湾の南、高雄県に有

ります。台湾第２の都市、高雄市の北東に位置

します、人口４万人くらいの小さな町ですが、

日本統治時代は砂糖きびの栽培と製糖業で栄え

た町で、製糖工場跡が有ります（台糖）。

｢大衛栄山荘｣は町の北側、車で２０分位行っ

た岡の上に有ります。建ってから１０年位との

事です。

この｢大衛栄山荘｣も、ロングステイヤー向け

としては、まだまだ不十分なところは有ります

が、中のスタッフも大変一生懸命ですし、経営

者の意識も高いので、必ず良くなると思われま

す。

来て直ぐに色々不都合な事が起きましたが、

直ぐに対応してくれましたし、その意識が非常

に大切だと思いました。足りない事、不十分な

事は、甘えとか我侭では無く、我慢できる物は

我慢して、指摘して上げて下さい。スタッフも

勉強だと思って真剣に対応してくれますが、飽

くまでもフレンドリーにお願い致します。

私達の着くまで、皆さんが大丈夫か心配して

くれて居たそうです。

スーツケースとゴルフバッグは「クロネコ大

和の宅急便」で台北から送りましたが、翌日に

は着いていましたので、台北か空港から送れれ

ば送った方が賢明です。

此処の近くには店屋は有りませんので、着い

た当日の食事は何か確保する必要が有ります。

山荘内の売店にカップ麺やビール、ワイン、ジュー

ス、ツマミ、お菓子、などの食料品が少し売っ

てますし、ゴルフ場には簡単な食堂が有ります

ので、利用できます。(１０時～１９時まで)

此処では、足の問題が一番大きな課題だと思

います。タクシーは、旗山市の中心部から片道

３００元掛かりますから、往復６００元ですの

で大変です。

バスは｢旗山南駅｣から「大林」まで３１元で
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すが（旗山にはバスターミナルが、南駅と、北

駅の２つが有り、町の中心に有るのは南駅です）

「大林」で下りてから山荘まで、２０分ほど歩

かなければなりません。

午前午後、各２往復位のシャトルバスが必要

だと思いますが、どれだけステイする人が居る

かに掛かってくるでしょう。

レンタカーの紹介の件も依頼して有りますが、

調べてくれるとの事でした。

「旗山」の町自体はとても小さくて、台湾で

は何処でも見受けますが「老街」が有ります。

他の町の様に観光化してなく、今でも日本時代

と同じ様に建物が使われていますが、もう少し

整備して、観光客を呼んでも町の活性化の為に

良いのでは無いかと感じました。

日本時代に、砂糖きびの生産と製糖業で繁栄

した町なので、日本時代の駅舎なども残ってい

ます。本当にぼろぼろで勿体無いですが、予算

が無いそうです。（後日修繕計画が本決まりに

成ったそうです）駅前は昔はさぞや賑わっただ

ろうと思われる趣が有りました。

町の中にも、日本時代の家屋や遺跡が沢山有

りますが、手付かずが多いようです。昔の武道

館を保存して、レストランとして営業している

「武徳殿」と言うところが有りました。（ここ

の料理は少し高めですが、量が多く二人前位有

ります）「旗山神社」の跡も中山公園に有りま

す。

市内に｢天后宮｣と言う、廟も有りますが、地

震でやられて雨漏りがひどく、これから修復す

る所らしいです。

料理は「客家人」が多い為、醤油味付けで、

日本人向きかも知れません。

今は製糖より、台湾バナナの生産地として有

名です。バナナの他に、パイナップルやレモン

も有名ですが、バナナは本当に美味しいですし、

パイナップルも見てくれは悪いですが、ジュー

シーでとても美味しいです。

「老街」の露店で、おばさんが売っている野

菜や果物は新鮮で安いし、ちゃんと電子秤で計っ

てくれます。珍しい野菜や果物も売ってますの

で良いですよ。但し午前中だけです。

特に「蜜蕉」と言うバナナは、今まで食べた

事は有りませんでした。お勧めです！！

午前中に老街へ行くと、沢山の露店が市場の

周りに出て、居て大変面白く、又、安く物が買

えて、夜の屋台街とは違った楽しみが味わえま

す。

「枝仔氷」と言う有名な老舗のアイスクリー

ム屋さんが有ります。鰻の蒲焼定食の様なもの

も有りますが、これは駄目です。しかしアイス

クリームは非常に美味しいです。

特に「タロイモサンディ」は、余り甘くなく

バナナのシャーベットとタロイモアイスのまっ

たりした舌触りが最高で、お勧め！！

「旗山南駅」の近くに、「百味香素食店」と

言う店が有ります。「素食」とはお坊さんなど

が食べる、魚介類や肉を植物で代用してその味

や形を表現して居る食事で、台湾ではお坊さん

だけでは無く皆さんにポピュラーでヘルシーな

食べ物です。日本人は注文する時に分らなくて

困りますが、この店は「自助餐」なので、バイ

キング形式に自分で好きな物を選べるので楽で

すし、料金は目方で出てきますので、これも簡

単です。

駅舎の右へ少し行くと、「肉丸」と、大きく

書いた看板が見えます。この「肉丸」は、中に

肉と野菜の入った澱粉団子の事で、美味しいで

す。ちょっと小腹が空いた時にどうぞ！

帰りに、バスを降りてから少し歩いた所にバ

ナナ畑が有り、おじさんが木の剪定をしていま

したので、少し話しました。おじさんは日本時

代の教育を受けているので日本語を少し話しま

すが、余り話す機会が無くて忘れてしまったと

言っていました。この方は「古さん」と言いま

す。「家に寄って行け」と言われてお邪魔した

所、バナナを沢山頂いてしまいました。

この様な出会いは、タクシーなどで移動して

いてはとても有り得ない出会いで、歩いたから

こそ有ったのです。犬も歩けば棒に当たります。

歩きましょう！！

(この後、この、おじさんとおばさんには何度

も御世話に成りました、台湾ではおじさん、お
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ばさんと言う呼び方がそのまま通じます)

７０歳以上の方は大体日本語を理解しますが、

外省人（戦後台湾へ来た人々）や女性（勉強の

機会を与えられなかった方も多い）で、余り分

からない方もいらっしゃいます。

しゃべれれば間違いなく台湾人で、日本人の

アイデンティティを持ってる方が多いです。

今日は、このおじさんや、携帯をタダで直し

て貰った携帯ショップのお嬢さん，色々情報を

教えてくれた喫茶店のママ，親切にバス停を覚

えててくれて下ろしてくれたバスの運ちゃん(運

ちゃんと言う言い方も通じます)、皆さん田舎の

方はとても親切です。

山荘には３名の陳さんが居ますが、日本語を

話せる陳さんは、通称「カオル」ちゃんと呼ん

で下さいとの事です。勤務時間は８時半から１

７時半前ですが、この山荘に住んでいますので、

緊急の時は連絡が付きます。日本人ロングステ

イヤーの為に、今日(９月１７日)から採用になっ

たそうです。英語を話す、「王さん」と言う男

性のマネージャーも居ます。

背の高い陳美利さんが此処の社長代理の方で、

この方が日本人の為に色々の処理を行ってくれ

ますし、館内の案内もお願い出来ます。「山荘」

は８階建てで、玄関の右側の棟は持ち主は一緒

ですが経営者が違います。全部で３９８室有る

そうです。左側の棟がロングステイ用に使う建

物です。３種類の部屋が有ります。

１．約１１坪で、１７４００元/月（私達がお

借りしたタイプ）

２．約２１坪で、２６８００元/月

３．約３１坪で、３３２００元/月

＊週、半月レートも有ります。

部屋はとても綺麗で新しいですが、瓦斯コン

ロの設備のない部屋も有りますので、事前に確

認して下さい。足りない物が有れば揃えられる

物は、揃えてくれるそうですので、頼んで見て

下さい。部屋の掃除は２００元/回でベッドメー

キングから掃除までやってくれますので、事前

に必要な時に申し込んでください。電話、水道、

光熱費、ＡＤＳＬ、清掃料、は別。

２２８号室がコインランドリー室です。（洗

濯・乾燥各５０元、１０元硬貨を貯めて下さい）

ゴルフ場、カラオケ、ＢＢＱ、ビリヤードは

有料です。テニスコート２面有り(無料)。

ジムは会員制の為使用できませんが、設備は

余り良く無いので必要ないでしょう。

プール、卓球、自転車（２台）は無料です。

プールは使用時間が決っていて、それ以外は駄

目みたいです（監視員の関係の様です）。

私達は、一番小さいユニットに泊まりました。

日本で言うと１Ｋで、スチューディオと言うや

つですね。

調理熱源は電磁ヒーターと、電子レンジ、トー

スター、ＬＰＧですが、ＬＰＧコンロはベラン

ダに有り、部屋によっては付いていません。

必要最低限の炊事用品は有りますが、足りな

ければスタッフに頼んで下さい。

贅沢言わなければ問題ないと思います。

ＡＤＳＬはケーブルが備えて有りますので、

申し込めば直ぐ使えます。（使えない部屋もあ

ります）ロビーが無線ランのエリアに有ってる

そうですが、使った事有りません。

日本語放送は、ＮＨＫのＢＳ放送が入ります。

ゴルフ：９ホールで、宿泊客のみ１８ホール

当たり、平日９時前スタートで７００元で出来

ます。（９時以後と土日祭日は別です） ロン

グステイヤーは、月２回、夫婦でグリーンフィ

無料でプレー出来ます。キャディフィーと税金

などは聞いてみて下さい。

他に、回数券等の特別料金が有るかも知れま
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せんので確認して下さい。申込みはフロントか

スタッフへ直接。朝５時半からスタート出来ま

す。

ゴルフ場レストランは１０時半から夜７時ま

でで、プレーしなくても利用可です。

レストランの方でも日本人向けに、うどんや、

鰻ご飯などの日本食メニューを考案中で、アド

バイスを欲しいと言う事で、思いついた事を教

えてきましたが、日本の様なクラブハウスとは

違いますので、レストランも質素ですし、メニュー

も少ないです。

妻が、「山荘」の担当者４人と、日本人受け

入れに際しての注意事項や、必要物品などのア

ドバイスをしていましたので、今後は良くなる

事と思います。

生活に関しての事は、男より女同士の方が分

り合い易いと思われます。

都会は大丈夫ですが、田舎では犬を放し飼い

にしていますので気を付けて下さい。

尚、台湾は狂犬病の注意国では有りません。

国が無料で犬の予防注射を行っています。

山荘には貸し自転車が２台有りますので（無

料）、自由に乗れますが、近場には余り見る所

は有りません。山荘を出て前の通りを右に行く

と直ぐ左に上る入り口があり、上っていくと

「五知山 光明王寺」と言う、大きな立派なお

寺が有ります。台湾式と言うより日本風なお寺

で、凄く立派です。不動明王を祭ってる密教だ

そうです。中には入れませんでしたが、周りを

見られます。（山荘に言うと、連絡を取って置

いてくれるらしいです）

戻って、又先へ行くと、軍隊の施設が右に有

り、その先は台湾風のお墓が沢山有ります。そ

の先はＴ字路で、左は旗山の町に行きます。途

中に「斎公大仏」と言う仏像が右の山の中腹に

有ります。

戻って、Ｔ字路を右に行くと右側に廟と小学

校が有ります。この向かいに集会場が有り、こ

こで絞り染めや、陶芸の講習会をやってるそう

です。

山荘を出て、左に行きますと、旗山の町から

の、バス通りに出ます。この通りを左に曲がり、

橋を渡って５分くらい行くとＴ字路にぶつかり

ます。此処を左に折れて行くと右にスーパーが

２軒有り、ここが山荘から一番近いスーパーに

成ります。隣にはセブンイレブンも有り、ちょっ

とした集落になってます。近所には小さな安い

食堂も少し有ります。山荘からは自転車で、１

５～２０分掛かります。

隣町の「美濃」へ自転車で行ってきました。

スーパーへ行くＴ字路を右へ曲がって、「月光

山トンネル」を抜け、美濃まで４５分くらいで

行けました。美濃の奥の｢胡蝶谷温泉｣に入りに

行ったのですが、其処までが又大変でした。途

中「高雄県客家文物館」に寄って見ましたが、

改修中で閉館してました。看板には４月～９月

１７日までと書いて有りましたが、９月２１日

なのに、まだまだこれからと言う感じでした。

台湾流ですね！！（１０月に又行きましたが相

変わらず閉館中でした）

前に「美濃湖」(以前は中正湖)と言う池が有

るのですが、ここも水無しの沼のようでした。

(此処も日本時代に灌漑用に作られたとの事です)

途中の水田で「ジュンサイ」を取ってるのか

と思ったのですが、水の中に入り、細い長さ１

ｍくらいの野菜を取ってました。これは特産の

「野蓮」と言う野菜で、炒めてもシャキシャキ

して美味しいです。ぐるぐる丸く束ねて売って

いますが、旗山や美濃近辺の特産だそうです。
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美濃には、｢美濃七彩単車道｣と言う、７本の

サイクリングロードが有り、それぞれ目的別に

色分けされて、道路にも色のラインが引いてあ

るとの事ですが、案内板も古くなって良く分か

らず当てになりません。町で貸し自転車を奨励

してますので、あちこちで借りられます。バス

で来て、貸し自転車と言う手も有ります。

「客家文物館」の入り口近くに｢新芳茶行｣と

言うお茶屋さんが有りまして、道を聞きに行っ

たのですが、例のごとくすっかりお茶などをご

馳走になってしまいました。

奥さんは、日本に何回も行った事が有ると言

う事で、女房とすっかり打ち解けて、友達になっ

てしまい、お茶も格安で分けてもらい、又必ず

来るように念を押されてました。

此処から山の方へ３０分くらい行った所に

「黄胡蝶谷」が有ります。日本でもＴＶで、蝶々

の大群が河原の水溜りで水を吸う光景を放送し

た事が何度も有りますが、凄いらしいです。３

～４月に起きるらしいのですが、１０月にも小

さい現象が有るそうです。私達が行った時は１

０匹くらいが、ふらふらしていました。

此処から、又、山に３０分位上った所に温泉

は有りました。地元の人に聞くと、天然では無

いとの事でしたが、本に書いて有る通り硫黄の

臭いがしました。本では天然の様に書いて有り

ましたが、入ってみてどうも眉唾の様な気がし

ます。（個室で、１室５００元でした）

日本人の書いた台湾秘湯の本なのですが、余

り信憑性は有りませんね。お勧めしません。

この「美濃」は住民に占める「客家人」の割

合が７０％以上になるらしく、食べ物も客家料

理が多いです。特に「板條」（稲庭うどんを、

きし麺状に幅広くした様な、つるつると喉越し

の良い米で作った麺）と、｢猪脚｣（豚足）が有

名で美味しいです。

｢板條｣は、汁の入った「湯」と、汁の少ない

「乾｣が有りますが、私は「乾」の方がおいし

いと感じました。町の中に大小の店が沢山有り、

４０年とか５０年とか創業年数を競ってます。

「板條」は４０元～、「猪脚」は１個６０元位

なのでリーズナブルに食べられます。

後は、日本で言う「番傘」が有名です。今は

洋傘が当たり前なので、装飾用に造られている

ようですが、歴史を見られる文化村も有ります。

帰りは、「旗尾」を通って「旗山市内」経由

で帰りましたので、１時間半くらい掛かってし

まいました。体力に自信のない方には、時間は

掛かりますが絶対バスをお勧めします！

９月２５日は｢中秋節｣（台湾では、春節に次

いで大きな年中行事です）ですが、先立って今

日２２日に、山荘でも宿泊者と食事会（パーティ）

をやるそうです。今年は２２日から２５日まで

連休に成ります。

残念ながら雨が降って月は見えませんでした

が、パーティの方は、屋外を屋内に変更して３

００名以上のゲストで大賑わいでした。抽選会

もあり１等はサンヨーの液晶ＴＶでしたが、残

念ながら従業員の方に当たってしまい、お客さ

んからブーイングを受けてました。

食べ物、飲み物、景品全て山荘の負担だそう

で、大変ですね。

｢大衛栄山荘｣を経営している会社の、副社長

の｢林さん｣とゴルフをご一緒しました。

６時スタートと言われたのですが、いかにも

早すぎるので、７時にしてもらいましたが、こ

れが後から、まずかったと知りました。

７時スタートして８時頃にはもう汗だくに成っ

てしまいました。６時頃なら、１０時前に上が

れるので、暑くなる前にホールアウト出来ると

の事でした。

今は雨が多い為、フェアウエイもジメジメし

ているし、照り返しでムッとしています。シー

ズン的には矢張り１１月から３月までがベスト

との事です。

コースはとても綺麗です。フェアウエイの中

に中国風の休屋が所々に有り、花も沢山咲いて、

池にはスイレンが咲いていて、いかにも台湾風

な情緒です。

距離は有りませんが、９ホール中８ホールに

池が絡んでいてトリッキーで難しいです。９ホー
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ルしか有りませんが、１ホールにティグラウン

ドとグリーンが２つずつ有り、フェアウエイは

共通です。今は片方のグリーンを修理中で、１

グリーンのホールが多いです。

グリーンはお世辞にも良い状態とは言えませ

んが、夏場だし今年は雨が多くてしょうがない

との事です。

フェアウエイとラフは、芝生が日本と違い粘っ

こくてふかふかで、玉が沈んで非常に難しいで

す。でも、混んでるのに一人で回ってる人も居

れば、４人の組も有り、台湾らしくノンビリし

てとても良いと思いました。

私達は、林さんと２人で回りましたが、基本

的には一人で回っても皆キャディが付きます。

（空いてる時は、１名でも２名でも回れるそう

です）

だからキャディは３０人以上居るそうで、女

性には向いてるコースではないでしょうか。

スルーで１８ホール回りますが、ハーフで、

待ち時間が有れば、レストランに寄って、無料

の野菜入りお粥を食べる事が出来ます。これは

嬉しいサービスですね。

レストランには、うどんなどの麺類と炒飯な

どのご飯類が有ります。ビールを飲む時のおつ

まみに、３０元で小皿料理が沢山有りますので

便利です。

売店では、池が多いせいかロストボールを沢

山売っていますが、他の小物は少ないので、必

要な物は持参した方が良いでしょう。前述した

様に、ロングステイヤーには特典も沢山有りま

すので安くプレー出来ます。

キャディさんたちも、日本の皆さんに沢山来

て欲しいと言ってました。是非来て、プレーし

て見て下さい。貸しクラブも有ります。

終わったら直ぐ部屋へ帰れるのが良いですね！！

クラブの搬送も頼めばしてくれますよ。

プレーの後「林さん」とお話しをしました。

又、蒸し返しに成りますが、決定事項や、検討

中の懸案に付いてお話ししました。

１．「山荘」への足の問題は、事前に申し込ん

で頂ければ駅でも空港でも実費で送迎をして

頂けるそうです。

２．ロングステイ中の、買い物等の交通は、実

費でシャトルバス・レンタカーなどを検討い

たしますとの事で、近いうちに結論を出して

頂けるそうです。

３．滞在中の、イベント・アクティビティ・習

い事などの企画。

４．台湾の方たちとの交流。

５．ゴルフ・テニス等の優待と講習会。

６．高雄・台南や、温泉などの、日帰り又は、

１泊くらいの小旅行の企画。

７．プールの備品などの整備拡充。

８．日本人向けの部屋のＬＰＧコンロの設置と、

什器の充実。

９．病院の件は市内に大きな公立の総合病院が

ありますし、日本語が分かる先生やボランティ

アが居るとの事でした。

１０．将来、温泉を掘って見たいとの事でした。

以上が揃えば、地理的に観光地や、日本時代

の日本人の足跡や功績の有った名所旧跡などが

沢山有りますので、大変強力なロングステイ滞

在地に成ると思います。

台湾の中でも、特に日本人に親しみを持って

くれている方が多い地域ですので、是非体験し

て頂きたいと思います。スタッフの熱意も、日

本人が来てくれてこそ伝わるし、企画が生きて

きますので、宜しくお願い致しますとの事でし

た。

滞在の予約は「台湾ロングステイ協会」の方

へしても、迎えなどの詳細の打ち合わせは、直

接連絡頂きたいとの事です。日本語の担当者は

「カオルさん」（陳さん）宛にして下さい。

連絡先は「台湾ロングステイ協会」に聞けば

教えて頂けます。もし分からない事が有れば、

私の方にメール下さっても結構です。分かる範

囲でお答えします。

＊山荘の方で作成したパワーポイントCDが有り、

頂きましたので、集りの有る時、言って頂けれ

ばお貸し致します。

昨日社長にお会いする機会が有り、前交流協

会高雄事務所長（国交の有った時は、総領事の
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事）の蒔田さんも同席されて打ち合わせをいた

しました。蒔田さんは元外交官でイラク大使館

を始め、中国、アジア、中東、オセアニアの大

使館員を歴任され、交流協会（大使館と同じ）

高雄所長を最後に、昨年１２月に退任されてそ

のまま高雄にお住まいです。

外務省に入り、最初に赴任したのが台湾の大

使館で、その時に高雄の人々の温かさに触れ、

それから将来退任したら高雄に住もうと決めて

居たそうです。

台湾でも特に南部の人はやさしく、日本時代

に日本人の努力で、今の自分たちが有ると言う

恩を感じている方々が多いです。児玉源次郎、

明石元二郎、後藤新平、八田与一、西郷菊次郎

や、日本人が神様として祭られている神社もい

くつか有り、今でも敬愛されているそうです。

もし機会が有ればそれらに関する本を読んで見

て下さい。

前述の、日本人ロングステーヤーに対する要

望などを社長に直接お話ししまして、早急に検

討するお約束を頂きましたので、先が楽しみで

す。社長は蔡さんとおっしゃって、６３歳、温

厚で大変気さくな方でした。日本語はあまり分

からないとの事でしたが、スイスで教育を受け

た経緯があるので、英語は堪能です。

今年は９月２５日が中秋節で、台湾では最近、

月を見ながら焼肉を食べるのが流行っていて、

どこの家庭でも、庭や、公園、河原、果ては道

路で焼肉をやります。そのため不完全燃焼のガ

スと、焦げた匂いや煙が立ち込め公害問題になっ

ています。政府が自粛するように言ってるので

すが誰も聞きません。日本では地区的に、いも

煮会とかが有名ですが、台湾はスケールが違い

ます。焼肉で大気汚染してしまうのですから凄

まじい。

今日が２５日ですから多分あちこちで焼肉の

匂いがするでしょう。焼き肉材料もすごい売れ

行きで、肉、野菜をはじめ、焼き網、炭、コン

ロなどが飛ぶように売れている様子がTVで放映

されてます。

山荘の近くを散歩していて、通りかかったお

ばさんと話して、家へおいでと言う事に成り、

お伺いしたところ、息子さんが居て立派なカラ

オケ装置が有りました。

つまりは昼から、台日カラオケ大会に成って

しまいました。このおばさんは、「劉さん」と

言います。ご主人は亡くなって、息子さんと暮

らしてるそうで、８０歳との事でしたが、大変

元気です。

そこへ、「羅さん」と言うおじさんが来てカ

ラオケに加わりました。このおじさんは、この

辺では一番日本語が上手だそうですが、本人は

謙遜していました。

このおじさんに「家に来い、飯を食おう」と

言われ、お言葉に甘えて行きますと、台北と高

雄から息子さんと娘さんが、中秋節で帰って来

て居て、一緒に御飯を御馳走になりました。子

供も孫も簡単な日本語は理解ができるようでし

た。帰りは息子さんが山荘まで車で送ってくれ

て、おじさんも一緒に私たちの部屋まで来てく
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れました。又、知り合いができました。

おじさんは８１歳で、日本軍人として戦地

（マニラ）へ行き１９歳の時に終戦になり、な

んとか無事に帰ってきたそうですが、１万 数千

人が渡河する時、向こう岸に上がった時には５

千人余りになっていたそうです。親しい仲間も、

７人のうち残ったのは自分だけだったと言って

ました。日本人の兵隊さんに可愛がられたと言

う事で、日本時代を懐かしがって、日本語を使

えて凄く嬉しいと本当に喜んでもらえました。

日本人教師の名前も覚えていて、大変感謝して

ましたが、すでに皆さん他界されたそうです。

本当に楽しいですね！！ 皆さんは、これも

縁だから大事にしようと言ってくれ、感激です。

又、又、貰いもので悪いのですが、「蕃楽

（バラ）」（和名バンザクロ、又は、ばんじろ

う、英名グアバ）を、沢山頂きました。この果

物は、暖かい所には結構何処にでも有りますが、

台湾の物は品種改良され、「真珠バラ」と言っ

て、大きくて美味しいです。この果物は結構高

級なので、本当に申し訳ないです。（ちなみに

これは、女房の大好物です）

この果物は糖尿病の薬としても有名ですが、

効くかどうかは分りません。

今日は、従業員の方たちも中秋節で家へ帰っ

ていて、この広い山荘には、我々夫婦と警備の

ガードマンだけの様です。今年は２２日（土）

から２５日（火）まで、中秋節の連休です。

旗山市に有る、行政院衛生署旗山病院（国立

旗山病院）へ行って来ました。案内所に「蔡さ

ん」と言う方が居られ、日本語の通訳を受け持っ

ています。蔡さんは元中学校の先生だったそう

です。この病院はこの辺では一番大きな病院で

す。他に私立の病院も幾つか有ります。クレジッ

トカードの保険は利きません。海外旅行保険も

利きませんので、領収書と診断書を貰い、後日、

日本で申請と言う形になります。台北、高雄、

台中の様な大都市の大きな病院に成ると大丈夫

の様です。「MRI」は有りません。「CTスキャ

ン」と「ICU」は有ります。

もしここで手に負えない場合は、すぐに救急

車で高雄の大病院へ搬送するそうで、３０分あ

れば大丈夫との事でした。日本語の対応は先の

「蔡さん」が担当するので問題は有りません。

大変日本語の流暢な方です。（いつも待機して

る訳では無いので、事前に確認して下さい）そ

の月の問診表が案内に有りますので、それを貰っ

てきておくと、曜日によって担当医師が変わる

のがよくわかります。診療科は殆ど全てがそろっ

ております。土曜日は午前中だけで日曜日は休

みです。

小さな病気の場合は薬局で薬を買った方が安

いし、大きな病気に成った場合は保険で支払え

る病院へ行った方が良いと思いますので、事前

にカード会社や旅行保険会社に聞いて、保険扱

い病院を調べておく事も必要です。台湾は狭い

から、車で３０分～１時間で保険の効く病院の

有る大都市へ移動できますので、心配は無いと

思います。

スーパーマーケットの特売の価格です。（１

元＝約３．５円）

１．米 ３．４ｋｇ９９元

２．健康油 ２L９９元

３．醤油 １L１９元

４．コーヒー ２５０ｇ１１９元

５．サンマ １匹１０元

６．牛肉 １００ｇ３０元

７．シイタケ ３００ｇ４５元

８．ベーコン ２００ｇ７２元
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９．砂糖１ｋｇ２４元

１０．ラップ ２５ｍ１９元

１１．粉石鹸 ２kg９９元

１２．柔軟剤１．８ｋ５９元

バスの南駅の近くにセブンイレブンが有りそ

の隣の、牛肉麺店「北方園」はとても美味しい

です。牛肉麺（湯）が７０元、（乾）が６０元

です。お勧め！！

山荘から、車で１０分位の所の「溝坪」の小

学校の前に公民館の様な集会場が有り、そこで

日曜日に絞り染めや、陶芸、などの講習をやっ

ております。山荘に申し込めば、実費で参加で

きます。現地の方とのコミュニケーションに最

適です。

まとめ役の「何潘 金花」さんは田中真紀子

さんにそっくりで、雰囲気もとても似ています。

タクシーの運転手もやってる「し 海同」さん

は、日本語もぺらぺらで、色々な事に通じてま

すので、何か有ったら相談に乗ってくれます。

「し」さんに頼んで、１６日の台南への移動

はタクシーで行く事にしました。「し」さんは、

アクセスのアレンジの相談に乗ってくれるので、

何人かで買い物や観光などを計画する時は利用

して下さい。料金も交渉に乗ってくれます。

この山荘との提携先を探しに「宝来温泉」へ

行って来ました。「宝来温泉」は、ここから１

時間ほどの距離の所に有る、この辺では一番有

名な温泉です。

２～３軒回ったのですが、その中で「花園温

泉会館」と言うリゾートが日本人には良い施設

と思いました。部屋が全部離れ形式になってい

て、部屋の中に風呂が有り、露天風呂になって

る部屋もあります。こちらの大浴場はプール形

式に成っていて水着を着て入りますので、情緒

的にはちょっと、ですね。でも個室なら問題は

有りません。

中はとても豪華で、きれいです。「河畔湯屋」

と「観景湯屋」と「四季湯屋」と言う３種類の

部屋が有ります。

基本的レートは「河畔」と「四季」は８００

０元、「観景」は７６００元で、２食付ですか

らとても高いです。しかし、提携がうまく行け

ば二人で２食付き、税・サービス料込みで、３

０００元～４０００元でやって頂けると言う事

ですから、二人で食事つき日本円で１００００

円～１５０００円なので、この設備ではとても

安いです、ただし平日のみとの事です。アクセ

スも送迎をしてくれるとの事ですから、交通費

を払っても、世話は無いし、たまの息抜きには

非常に良いですね。提携がうまく行って欲しい

ものです。

帰りの道々に日本時代の名所旧跡が沢山有り

ました。

高雄へ、一泊どまりで行って来ました。さす

がに大都会（都市部の人口１５０万人）で、人

も車も多く、疲れます。「旗律」と言う・観光

客に今人気の海鮮料理屋街にも行きましたが、

地元の人は、高いし、不味いし、衛生が今一な

ので若い人以外は行かないそうで、成程、観光

客とデートの若い人だらけでした。

海鮮料理は、市内に有る店の方が美味しいし、

良心的との事です。ちなみに美味しい海鮮料理

屋は皆「澎湖島直送海鮮」を謳い文句にしてい

ます。

「東帝士８５」と言う、台北で言えば「台北

１０１」の様な８５階建てのランドマークタワー

へ行って来ましたが、高雄も余り景気が良くな

く、また色々な問題が有り、テナントが入らず

空きが多いとの事です。３０階から上は「金典

大飯店」と言うホテルに成っていて、７９階の

客室は世界一高いホテル客室との事です。

高雄へは、「大林」のバス停から高雄行きに

乗ると、一本で行けます。時間も１時間半位で

す。１時間に一本位しかありませんので、上手

く時間を合わせて利用した方がいいです。「甲

仙」始発のバスで甲仙発時間に３０分足すと大

体の「大林」着時間に成ります。

帰りは高雄客運の台鉄高雄駅バスターミナル
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から「甲仙行き」が１時間に１本出ていますの

でそれに乗り「大林」で降ろしてもらいます。

再度、「宝来温泉」へ１泊どまりで行って来

ました。インターネットで調べて「鴻来温泉山

荘」と言う所を予約しました。ここは高雄客運

のバス停「宝来温泉」のすぐ近くでアクセスが

良いのと、値段が安いので決めました。行き方

は、「旗山南駅」から２時間に１本有る直通

「宝来行き」に乗ると、終点まで１本です。帰

りも同じく「宝来」からの直通バスが２時間お

きに有ります。

途中の「六亀駅」で乗り換えれば、本数も多

く便利ですが、少し難易度が高く成ります。

「鴻来温泉山荘」はコテージタイプと２階建

て木造タイプが有り、私たちはコテージタイプ

にしました。エアコン、温泉内風呂、朝食に、

簡単なアメニティセットとミネラルウオーター

が２本付いて二人で１３００元でしたので、格

安だと思います。コテージは結構古くそれなり

ですが、贅沢を言わなければ値段から言っても

GOODだと思います。温泉は、炭酸泉で肌がす

べすべしますし、なかなか良いお湯です。内風

呂の他に、露天で真水のプールと大浴場と簡単

なジャグジータイプの浴槽が２か所有ります。

各浴槽は奇麗で結構大きいですが、やはり水着

着用に成ります。朝食は簡単なお粥です。温泉

街と言っても日本のそれとは違って地元の料理

を出すレストランやお店が少し有るだけですが、

ゆっくりするには良いと思います。レストラン

の料理は少し高めですので、値段の確認をしな

がら注文して下さい。中華料理は、少人数では

割高になるのはしょうが有りませんね。

「宝来」バス停の前に有る、「セブンイレブ

ン」とアイスクリーム（マンゴーアイスはお勧

めです！！）、お土産、お茶などを売ってる

「南横雅集」と言う店を経営している「鍾さん」

は、この地区の観光協会の理事をやっています

ので、着いてからホテルの迎えを頼んだり、ホ

テルの紹介や観光案内など、聞きたい事が有れ

ば相談して見て下さい。

民宿も３００元位からあるそうで、温泉は近

くのホテルなどを利用すると１５０元くらいで

入れる様なので、安く上げるには良いですが、

日本語が余り分かりません。

英語は少しわかるそうですが、お父さんとお

母さんが日本語が分かりますので、応援してく

れるそうです。日本語もこれから勉強すると言っ

てました。

お土産としては、地元の梅製品や蜂蜜、高山

茶などが良いでしょう。

今日は、日本から「台湾ロングステイ下見ツ

アー」の皆さん３１名が来荘されました。

全国各地からの皆さんで、台南を経由されて

から来られたそうです。

ガイドさんに聞きますと、今までは１２，３

名から多くても２０名以内だったのですが、今

回は３１名と、最多ですと言ってました。

夕方、地下の会議室で、社長等をお迎えして

ガイダンスが有りました。

この近くの大学２校から学生と先生が来て、

日本語学科の生徒から各大学で出来る講座の紹

介が有り、大変皆さん興味を示されていました

が、参加人数によって受講料やアクセスの問題

などが懸案として出てきました。人数が集まれ

ば出向して講座を開くことは可能との事でした。

矢張りこれも、日本からの滞在者がどの位居る

かに掛かって来ます。

案内の先生方が、２校とも千葉大に留学して

居たと言う事で、私が千葉県在住なもので懐か

しそうに話されてました。

熱心な皆さんの質疑応答が有りました。私も

現在滞在中と言う事で引っ張り出され、ここの

スタッフの熱心さと、ホスピタリティ、又、南

台湾の人々の日本人に対する感情の優しさ、親

しみ等、今までの経験をお話しし質問を受けま

したが、皆さん熱心なのには感心致しました。

２～３組の方が、非常に強く興味を示されて、

スタックの方々と個別に、詳しく打ち合されて

居たようです。明日高雄に泊まって、明後日帰

国の予定です。

台湾政府主導で始まった台湾ロングステイ協
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会の日本人ロングステイヤー招致計画ですが、

色々紆余曲折も有りましたが、漸く軌道に乗っ

て来たように見えます。

これからは民間主導で行かなければ行き詰る

のでは無いかと思われますので、タイやマレー

シアの様な土壌が出来るまでは大変ですが、追

いつき追い越せで頑張って欲しいものですね。

下見ツアーの参加者が、回を追う毎に増えて

居る様なので、日本人の関心が高いと言う事で、

先行きは明るいかも知れません。何せ近いです

からね。行きが３時間ちょっとで、帰りが３時

間弱ですから、沖縄へ行く感覚でしょう。沖縄

からなら１時間以内です。何か有ればすぐ帰れ

ますね。

私達も、一度他へ移動しますが、予定を変更

して１２月から、また此処に再滞在する事を決

めました。

再度「行政院衛生署旗山病院」へ行って来ま

した。今日は私の持病役である、高血圧の薬を

貰うためです。日本では血圧の薬は医者の処方

でしか貰えませんし、基本的には１か月分しか

処方して貰えません。

現金で処方して貰いましたが「phizer NORVA

SC 5mg」を１か月分貰って、８６７元でした。

内訳は「掛号費」２１３元、「診察費」５４３

元、「薬品費」６１元でした。よく分りません

が，「診察費」＋「薬品費」で薬代らしいです。

これは持病で、保険は対象外ですので多少高い

感じがします。

全部、病院の案内係のボランティアの方にお

願いしました。全てお任せで、時間外だったに

も関わらず、３０分ほどで薬を頂きました。私

達日本人にとっては良い意味でのいい加減さで、

大変助かりますね。日本人へのフォローは万全

です。

もう一つ、これはまだ未確認ですが、台湾で

は「ノルバスク」は薬局で買えると言うので後

で確認して見ます。

旗山の屋台は６時頃から「天后宮」裏を中心

に沢山出ます。有名な「臭豆腐」店も有ります

が、余り臭くないので初めての方も食べられる

でしょう。日本料理店も有ります。

「天后宮」の横に有る麺屋さんも古くからあ

る美味しい店です（旗山の飲食店はきれいな所

は少ないですよ）。

バス南駅のすぐ裏にホームセンターの様な大

きな金物屋さんが有りますし、その先には奇麗

なスーパーも有ります。駅の周りには小さな病

院や診療所や弁当屋さんが沢山あります。

バス停「旗山農工前」（旗農前）に有る、青

果市場跡に毎週火曜日に屋台街が出来ます。

「大林」行きのバスは２１時５０分まで有り

ますので、時間を確認して行って下さい。

「旗山」の町の銀行では日本円を台湾ドル

（元）には交換出来ません。米ドルなら出来る

所もあります。ですから日本円から台湾ドルへ

の両替は大きな都市で両替するか、ATMで海外

キャッシュカードで現地通貨を引き出すしかあ

りませんので注意して下さい。

住居費や、ゴルフプレー費はクレジットカー

ドで支払いが可能ですから、それ程多くのお金

は必要ないと思います。

血圧降下剤の「ノルバスク５ｍｇ」１ヶ月分

３０個は、市内老街の駅舎近くの、「賜安薬局」

で購入出来ます。病院では、もろもろ込みで、

８６７元取られましたが、薬局では４００元ぽっ

きりでした。

半額以下ですね。日本では処方箋が無いと買

えないのでしょうがないですが、台湾では「全

民健康保険特約薬局」と言う看板の有る薬局な

らどこでも購入出来るそうです。血圧の薬を飲

んでる方は、台湾では心配ありません。

１０月１４日（日）今日ゴルフクラブの月例

会で、私もオブザーバーとして参加させて頂き

ました。１８ホール回り、１０時前にホールア

ウトしましたが、まだ暑いです。

終わってから、クラブハウスでの表彰式と食

事会に参加させて頂き、挨拶と乾杯の音頭をさ
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せて頂きましたが、皆さん、日本からのロング

ステイヤーとゴルフ出来るのを楽しみにしてお

りました。

このあと山荘のロビーでの誕生祝いにも招待

をされ、お伺いしましたが、日本語が堪能な方

が多く楽しませて頂きました。

昨日、地下に有るカラオケルームで（カラオ

ケルームは合計７つ位有ります、もちろん日本

語の歌は沢山あります） 知り合った方々が多かっ

たので、仲間に入りやすかったですね。

ゴルフの費用はグリーンフィ＝３００元、キャ

ディフィー＝６４０元でした。（会員価格だと

思います）

１０月１５日（月）今日一日で「大衛栄山荘」

の滞在も終わりですが、居心地が良い為１２月

に又再訪問する事に致しました。まだ行けなかっ

た所も沢山ありますし、ここのスタッフや知り

合いに成った付近の台湾人の方々に又お会いし

たいと言う気持ちが強くありました。

《総評》

１．空気や環境や施設の設備が良い。

２．スタッフのホスピタリティと、住民の方々

の気持ちが暖かい。

３．ゴルフやテニス、水泳などをやってのんび

り暮すのには最適。

４．買い物などで外出する場合、交通手段が少

ない（かえってお金を使わなくて済む）。

５．若干言葉の問題が有る。（山荘に日本語通

訳１名有り、他に英語が少々）

６．ゴルフ等で地元の方と知り合って下さい。

（食事など招待が有るかも！）

７．車で１時間くらいで大都市や温泉、海へ行

けます。

８．病院の医療設備と技術は良い。日本語が通

じ易いし、他の大病院との連携も良い。

９．長期滞在の場合は交渉に乗って頂けるので、

住居費の削減は可能。

１０．日本に近い（旅好きの方は大阪や沖縄か

ら船便も有り）。

１１．外で日本語が通じ易い（地元TV放送等で、

日本語が平気で流れて居る）。

《経費一覧》

１．住居費 １７４００元/月

２．光熱・通信費 ４３００元

３．レジャー・交通費 ６５００元

４．雑費（病院代・薬代含） ２７００元

５．食費（調味料・酒・外食含）１３２００元

合計 ４４１００元（≒￥１６００００）

＊航空券は含みません。台北での滞在費も含ん

でいますが、１か月約１５～６万円の予想は当

たりました。最初は揃えなければいけないもの

も多いので、まずまずの結果だと思います。こ

れは１か月の計算ですが、長期に成れば当初の

￥１２～３万円は達成出来ると思います。住居

費も長期に成れば交渉に乗ってくれるそうなの

で、レジャー費が増えてもいけると思います。

ここの宿泊は１週間から受け付けてますので、

是非下見に来て頂きたいと思います。

短期滞在であれば、他の地域と遜色ない、か

えって安い位の住居費金額ではないかと思いま

すし、安全性から言っても政府管轄の機関を通

しますので、安心です。

交渉の煩わしさも有りません。是非ロングス

テイ地としてご検討下さい。

これから、台南へ移ります。

朝から「山荘」の皆さんとお別れの挨拶など

をしました。羅さんも、台風で折れたバナナの

伐採を終えて、段ボール一杯のバナナと蕃楽を

持って来て頂きました。

移動の方法は、荷物を、又、宅急便で送ろう

と思ったのですが、多かったのと、時間が無かっ

た為、前述の「し」さんと言うタクシーをお願

いしました。料金はドアツードアで１３００元

で行ってくれました。

皆さんに涙ながらに見送られて、私達二人と

も感激しつつ、後ろ髪を引かれながら山荘を離

れました。
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思い返せばＨ１９．６．１０関東支部サロン

会後の懇親会、偶々テーブルを同じくした８人

が、サロン会でのクルージング紹介の話題とな

り、「行きたーい」「行こ！行こ！」と同和し、

計画がスタートした。 そして、８月３０日、

外山さん（９８７番）の旅行会社でクーポンの

受領により計画完了。 「乾杯！！」

この８１日間、全員で手分けし作成した計画の

苦労記のうち参考になる部分を紹介する。

尚、旅行記は別稿で田草川さん（１１１６番）

渡辺さん（６０番）が報告している。

１．旅行の形態

形態には、①パック旅行の組み合わせ，②個

人手配旅行、③個人計画の旅行社手配旅行、と

あるが、今回は③を採用した。理由は、旅行社

勤務の外山さん（９８７番）がおられたことも

あるが、（イ）参加者８名の大世帯で個人的事

情への対応、金額の精算、等の便宜性、（ロ）

我々は核家族、単身者もおり、万一の場合や緊

急事態への対応、の２点から判断したものであ

る。

当然、ホテル手配の項で記したような短所も

あるが、予約の確実性やクルージング料金のネ

ゴ力、など長所もあり、「安心」と言う面から

は「良かった、」と思われる。

２．クルージング

１）クルージング会社の決定

サロン会ではカーニバル社の説明を受けたが、

航路、船レベル、料金 の比較のため、アメリ

カ国内ネットで各社比較した。その結果、この

時期、シアトル発が２便、バンクーバー発が３

便あり、内４便が我々の必須条件である、「世

界遺産 グレーシャーベイ」に行くことがわかっ

た。料金は１番カジュアル便が約９００＄と安

く、カーニバル社便は１０００＄程度で、又、

日米の値段差が２００＄程度あることも解った。

しかし、クルージングの値段は「定価」では

なく「時価」であり、その時の需給関係で変動

することと、さらに各国で「総代理店制」を採

用されており、安いからと言って日本で、アメ

リカの代理店からは購入できない、仕組になっ

ている。

このような中で、外山さんより「カーニバル

社なら、値下げ交渉ができる」と明言を受け同

社に決めた。

２）添乗員の有無

併行して、「添乗員付き」か「無し」にする

か最後まで悩んだ。どのクルージング雑誌にも

「添乗員の良し悪しでクルージングの楽しさは、

倍半分違う」と紹介されている。「何が違うの

か？」当然値段にも大きく影響する・・・・・

結局参加者８人中６人がクルージング経験者

であり、「乗下船手続き、船内ライフ」も熟知

していることより、「無し」で行くことにした。

３．全体行程

当初、東カナダ・ローレンシャン高原の紅葉

を目指し、クラブツーリズムの説明会にも参加

したが、ホテル数が少なく、個人は１年前の予

約が必須との情報より、ロッキーの黄葉を目指

すことにした。
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黄葉時期をネットで過去３年調べると、９月

下旬であること（即ちクルージング後）、氷河

観光、湖遊覧船、観光道路、などは、降雪次第

か９月末でクローズすること、等が判明した。

以上より、早く航空券を押さえる為にも、バ

ンクーバー（１泊）→クルージング（７泊）→

ロッキー（４泊）→バンクーバー・ヴィクトリ

ア（２泊）の行程で１６日間と決めた。

ロッキー内は、レンタカーで動き、バンフ１

泊、ルイーズ湖２泊、ジャスパー１泊、の計４

泊とした。その後各旅行記より、バーミリオン

湖は夕方、モレーン湖は明け方、氷河は早朝が

空いている、マリーン湖遊覧船は１５：００が

最終、旧道は野生動物が見られる（お見かけ情

報掲示板あり）、等との情報が解り、又、我々

も「ハイキングがしたい。 乗馬をやりたい」

等の希望もで、時間割に苦労した。

理想的には、バンフとジャスパーを１泊ずつ

増やし、計６泊以上がベターと思う。

４．航空会社の選定

ルートは、①アメリカ経由 ②バンクーバー

（ビクトリア）直行便＋格安航空（ウエストジェッ

ト）でカルガリー、エドモントン ③全行程エ

アーカナダ の３種類があり、この順で高くな

るが、結局１番高い③を採用した。

まず、①のアメリカ経由は、安いが（約２万

円）あの屈辱的搭乗検査とその結果での乗り換

え時間が２Ｈ以上必要で、②の格安航空会社便

は、ネットによる個人申し込み前提であり、早

期申し込みと日時で値段が大幅に違い（４倍位！）

グループの場合、不向きのため採用しなかった。

便数も多く安い（５，０００円もある！）の

で、人数少ない場合は、ぜひ採用されることを

お勧めする。 尚、９月はオンシーズンであり、

格安チケットは３ヶ月前の予約が必要である、

と言われた。

エアーカナダ正規運賃は、バンクーバー往復

で、１２日間以内は、８５，０００円、以上は

１２０，０００円程度、と大幅な差がある。因

みにパック旅行は、アメリカ便＋１２日以内が

普通である。

５．ホテルの選定

最も苦労した点で、ネット旅行記を参照し、

バンクーバーでは静かな小型ホテル、ロッキー

では、Ｂ＆Ｂ，シャレー宿泊を目指した。

しかし、Ｂ＆Ｂ（http://www.bbcanada.com/）

は、素晴らしいのがあるが、ほとんどが２部屋

／家で、又、ダブルベッドが多いことより、我々

は３夫婦＋１人＋１人 編成で４部屋、内１部

屋は２ベッドが必要なため残念ながら採用でき

なかった。

シャレーは、各湖や景勝地に大体あり人気

（例；http://www.overlandermountainlodge.com/

index.htm）も高いが、「こじんまり」しており、

４部屋確保は至難であり、さらに世界的ホテル

予約ネットに加入しておらず、各ＨＰをさがし、

空きを発見すれば、即申し込みが必須である。

今回、やっといくつか「空き」を確認し、外山

さん経由予約依頼すると、毎回「満員」との返

事であった。 原因を推定すると、①時間的問

題（会社の契約予約ルート使用？）と、②旅行

社経由を嫌うシャレー側理由、の両方と思う。

結局、一般ホテルとなったが、ご承知のよう

にイギリス圏ではホテルも「ダブル、２ベッド

選択不可」が普通で、ここでも２ベッドルーム

の確約に骨を折った。

値段的には、全て税込み１５０Ｃ＄／泊以下

で予約でき、まずまずであった。（大部分朝食

付き）

予約ネットは「旅ＷＥＢ」が比較的安かった。
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６．レンタカー

ホテルの次に神経を使ったのは、「レンタカー

と荷物」であった。

レンタカー会社は、エアーカナダと提携キャ

ンペーンを偶々やっていたＡＶＩＳとしたが、

乗り捨て（今回、カルガリーで借り、エドモン

トンで乗り捨て）の場合は、乗用車だけであり、

バンやＳＵＶは不可で、１番大きくてもフルサ

イズカーで３５００ＣＣクラスである。

一方荷物が、今回クルージングでフォーマル

が２回もあることと、冬支度が必要のためトラ

ンクも大きく、トランクが４個／台に入るか？

の疑念があった。各人のトランクサイズを知ら

せてもらい、レンタカーがＧＭ製なので、ＧＭ

のＨＰからトランクサイズを調べ、検証して見

るととても４個は入らない、と推定された。

（アメリカ車は室内は大きいが、トランクルー

ムは小さい） このため、クルージング後、ホ

テルに寄り荷物を一部預かってもらうか、バン

クーバー空港に預けて行くか、準備したが、最

終的には現地で判断することとした。

さらに、カナダは自動車保険の賠償額が少な

いため、運転者割増保険（エース損害保険１社

しか対応していない）を日本でかける必要があ

り、予備運転者含め４人加入することとなった。

「安心は高くつく」と再認識した。

７．情報の共有

タイムリーに計画を進めてゆく上で欠かせな

いのが、参加者同士迅速な情報の共有と意思の

統一である。

今回、パソコンに不慣れの方がおられ、ＳＫ

ＹＰＥチャットが使えなかったのが残念であっ

たが、メールと４回会合を開く（要は飲み会！）

ことで計画を進めた。

やはり、グループで計画する場合、①メール

には即返事する。 ②「お任せします」ではな

く自分も参加し「何か意思を表明する。」 ③

ＳＫＹＰＥは必ずやってみる。 が有効と思わ

れる。

８．旅行後の本計画の総括

各項目に入れてあるが、

①８人と言う人数は全ての面で最適で、メンバー

も楽しく最高であった。 逆にこれ以上では

レストランのテーブル確保も、ドライブでも

車３台となり大変だった、と思う。

②心配したクルージング船の乗下船時の混乱も

なく計画以下の時間で十分であった。

③クルージング添乗員の要否は、英語が少しは

わかるか、外国人との同席食事は嫌か、少人

数の参加か、次第である。

④ロッキーは黄葉を諦め、天候の安定している

クルージング前の方が景観を楽しめたかもし

れない。又、ジャスパーの奥が、景色も良く

団体も来ないので行きたかった。即ち、日程

を６泊以上（ジャスパーを２泊以上）が必要

と思う。 エドモントンは何もなく、帰路も

カルガリー経由とすれば再度景色が楽しめた。

⑤バンクーバーは「特に」がなく、ビクトリア

と合わせ、２日あれば十分と思う。

⑥ハイキングや山、高原が好きな方は、バンクー

バー郊外のウイスラー、ロッキーにミドルス

テイされてはいかがですか？ 美しいゴルフ

場もあります。

９．最後に

本旅行にあたり、資料、情報をいただいた宮

嵜さん、馬場さん、手配をしていただいた外山

さん、会員外であるがクルージング代理店の清

水さん、には大変お世話になり、グループ１同

厚くお礼申し上げます。

費用については、参加者にお問い合わせ下さ

い。
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〔シップ名〕“カーニバル・スピリット”

〔シップ概要〕総トン数：88,500トン、乗客定

員：2,124名、全長：293.52ｍ、乗組員数：

930人、全幅：32.31ｍ、就航：2001年5月

〔メンバー 8名〕№1089 浅山 簇治・美和子夫

妻 №60 渡辺 義郎・保枝夫妻

№281 梶村真一・村松 幸子夫妻

№434 大野 悦子さん №1116 田草川 緑

はじめに

今、世界で最も人気のあるクルーズコースと

言われるアラスカ！ 行って見たいなァ～と思っ

ていたところへ大野悦子さんからお誘いがあり、

すぐその場で承諾しました。アラスカのイメー

ジ？ 極寒、氷河、オーロラなど、荒々しい気象

と広大な自然界、イメージは厳しいですがその

中に美しい風景、すばらしい文化、珍しい動植

物など満ち溢れていると思いますので、出会い、

ふれあいを楽しみにして行きたいと思います。

9月 11日 雨

12日の船に確実に乗る為に、台風や事故を考慮

して 1日早くバンクーバーに行くことになりま

した。集合、17時 エアーカナダ搭乗カウンター

前、搭乗予定 19時発AC－ 004便 バンクー

バー行き。

出発時刻の午後 7時には雨が激しく降り、そ

の為 30分遅れて出発しました。日本とバンクー

バーの時間差は 17時間あり、サマータイムの 1

時間引いて 16時間差になります。バンクーバー

国際空港に 12時 30分到着。

こちらは晴天、空港から宿泊予定のサンズホ

テル迄態度の悪い運転手に手こずりながら直行、

チェックイン、荷物を置いてすぐ町へ出掛けま

した。まずトロリーバスに乗りギャスタウンで

下車、町を散策することにした。最初は海の方

へ。ウォーターフロントの丘からは海が一望で

きる。180度のパノラマの青い海に白い建物、

シーバス・ターミナル・カナダプレイスが全体

像で見られる素晴しい眺めだ。コルドバ通りか

らウォーター通りに入るとがらっと雰囲気が変

わり、石畳の道にレンガ造りの店、メープルツ

リーの並木道の間にぼんぼりの様に花が飾られ

ている。キャンビー通りとの交差点の手前に町

のシンボルと言われる蒸気時計が立っている。

（ここで写真を 1枚パチリ） ギャッシー・ジャッ

ク像（町名の源となった人）の前まで歩いてき

て、斜め前にあるしゃれたカフェテラスで休憩。

ビール派、ジュース派２つのテーブルに分れて

座り、ビールを飲みながら行き交う人々を観察

したり、レトロな町並を眺め異国情緒に浸るの

もまた乙なもの。帰りはトロリーバスではなく、

歩くことにしました。中心街のロブソン通りを

抜け左折すると、花や樹木で覆われた閑静なコ

ンドミニアム街、誰もが憧れるような整った環

境です。だんだんホテルに近い海辺に近づくと

若者達や観光客で賑わっていました。その理由

は“あ～何て美しい夕日”ここはサンセットビー

チとして有名なイングリッシュ・ベイ。丁度水

平線に夕日が沈む直前でその美しさは何に例え

ようも有りません。誰もが暫し茫然と見詰めて

いました。その後我に返った様に刻一刻とシャッ

ターを押し続けました。夕日はいつ見ても神秘

的で蟠りを消してくれます。この光景を体験で

きただけでもここへ来た甲斐がありました。

9月 12日 晴

朝食後出発迄時間があったので浅山さん御夫

妻、村松幸子さん、大野悦子さん、私の 5人で

散歩に出ました。波の音を聞きながら海岸沿い

を歩くのは何とも気持ちがいい。15分程歩くと

スタンレー公園に行き当りました。この公園は

1888年当時の総督スタンレー卿の名をとって付

けられた公園で日比谷公園の 25倍もあります。

中に入ると多種類の大樹が密集している、と

てつもない大樹に寄り掛ったり、噴水している

大きな池で水鳥に話し掛けたり。特に面白かっ

たのはリスのアクロバット。小さなリスが木か

らスルスルと下りてきてピョンと跳ね上がりく

るくると空中回転するのです。それも私達に見
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てくれと言わんばかりの態度です。可愛くて拍

手喝采でした。

ホテルのロビーに 10時 40分集合、予約した

タクシーでカナダプレイスに直行。乗船手続き

には混雑が予想されていましたが順調に進み、

思ったより早く乗船できました。さァこれから

7泊 8 日の優雅な船旅の始まりです。私達は 8

階中の 7階、いいお部屋に入れて頂きました。

感謝！！

4時に避難訓練に参加、全員がデッキに集合

して並んだだけの事でした。5時 30分ボーと一

声汽笛が鳴った。出港だ！！急いでデッキに上

がってみるとそこには鈴生りの人。船はきらき

ら光る波の中を、大きな船体を半回転させなが

らゆっくりと港を離れた。

初日のディナー、私達には丸い八人掛のテー

ブルが用意されていた。テーブル係りはエルサ

ルバドルの男性とバリの女性のペアで女性の方

は多少日本語が喋れました。（話によると、こ

の船はアメリカ船ですが船長はイタリア人、働

いている人達も外国人、アメリカ人は殆どいな

いそうです。）初日の乾杯は前もってシャンパ

ン、ワインのどちらにするか話合った結果、全

員一致でシャンパンに決定、浅山さんの音頭で

乾杯！！前菜はエビとムール貝のサラダ～。ペ

チャペチャ、ガヤガヤ、だんだんボルテージが

上っていった。

9月 13日 晴

昨夜は船旅初日の興奮からか全然眠れず、朝

方になって二人共（大野さん）寝込んでしまっ

た。8時半に皆で朝食をとる約束を破り欠席、9

時半から清水さんの船内説明会にも遅刻してし

まった。本当に申し訳ございませんでした。

午後は女性のみ 5人で卓球に挑戦。デッキの

上なので風が強く思う様に打てない、そこでルー

ルを“何でも有り”にしました。例えば床に落

ちた玉を打ち返してもよし、羽根つき状態でも

OK。1人は玉拾い 4人はダブルスで順次交代す

る。皆何十年ぶりかの卓球で悪戦苦闘している

のを、見ていた外人青年が大声でお腹を抱えて

笑っていた。その笑い方が可笑しくて私達も大

笑いしました。

夕方クルーズの醍醐味といえる貴重な体験を

しました。海の上に竜巻が起こったのです。夕

日に燃える大空、何一つ無い水平線に煙が立上

るような柱状形で天に向って広がっていました。

すばらしい光景でした。梶村さんが上手に写真

を撮って下さいました。

夕刻 5時から“船長主催の歓迎パーティー”

が開催され、皆さん個性豊かな盛装で出席。船

長さんと 1人 1人握手をかわしてホールに入っ

た。ライトアップされた舞台では、生バンドに

よる魅惑のダンスミュージックが流れ、多数の

カップルが競うように華麗なステップを披露し

ていた。

美味しいシャンパンが配られ、他にも自由に

飲むことができます。ほろ酔い気分で周りを見

渡すと豪華な衣装の外人さんも目立ちますが、

やはり着物姿は外国で人気が高く村松さんの着

物姿に“ビューティフル”の連発でした。この

ように日本の文化を世界の人に披露できたのも

良かったと思います。

9月 14日 曇り雨

船はガスティーノ海峡を通り午後 2時にジュ

ノーに着いた。周りは濃い緑色の山々が連なり、

その山間のなだらかな裾野にジュノーの町があ

る。ジュノーは小さな町だが 1900 年にアラス

カ州都になった。私はアンカレッジが州都だと

思っていたので意外でした。私達の観光として

はグレーシア・ガーデンとメンデンホール氷河

に行くことにしました。まずグレーシア・ガー

デンに向う（正式名 ガーデン・グレーシアレイ
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ンフォレストアドベンチャー）、ここに到着す

るときれいな草花が満開のアトリウム（ガラス

張りの室内大庭園のような場所）に案内された。

まるで南国に来たような感じです。右側には色

とりどりの花でハート型に飾った壁面があり。

観光客は大抵その前で記念撮影をしている。夏

の間咲き誇る花の中にピンク色の“ファイヤー

ウィード”と言う花がある。この花がタンポポ

の白い綿のように変わると秋の訪れを知らせる

と言う。すでに秋ですがここでは満開のまま。

外に出るとここから先はサンダーマウンテン

の山腹に繋がる小道を屋根付のシャトルに乗り

往復するコースをガイドさん（ドイツ人の青年）

に案内して頂いた。この山道には珍しい草花、

キノコ、木の実、樹木（多雨林）等の宝庫で変っ

たキノコや赤い木の実に関心が集まっていた。

昔はこの辺は海だったそうで岩石をぽろりと簡

単に割り小石にして記念に下さいました。この

後はメンデンホールへ。

生憎の雨で見通しの悪い中をビジタセンター

の見晴台へ急いだ。メンデンホール氷河はアラ

スカで最も有名な氷河で幅 2.4km 高さ 30.4m 全

長 19.3kmの巨大氷河。見晴台から氷河迄 800m

離れている。双眼鏡で見ると山と山の間を乳白

色の氷河が連なり、表面はかなり起伏がありそ

う。氷河の前方は美しい湖（氷河湖）で雨のせ

いか氷河が大きな滝が落ちている様な景観にも

見える。晴の日にもっと近くで是非見てみたい

所です。

9月 15日 曇り時々晴

今日はグレイシャー・ベイ。船の中から探究

します。グレイシャー・ベイには 16 の氷河が

流れ込んでいると言われ、その氷河は過去数百

年の間に劇的に後退した。その後退したあとの

陸地にどの様な植物が発生し、動物が住みつく

様になったか研究する為にアラスカで唯一ユネ

スコの世界遺産に登録されたエリアです。風景

を楽しもうとぼんやり外を見ていると何か浮き

沈みするものが見えた。流氷だ！！薄茶色化し

て浮流している様子は一瞬魚の大群かと錯覚し

てしまった。船は無音で進み、両岸の景色も口

を噤む。何だろうこの沈黙、この静かさ！！

都会の騒音に慣れている私には不気味な程静か

だ。船が奥へ進むに連れ音の無い世界に入込ん

でいった。3時頃、あっ虹だ！何てきれいな虹！

完全な半円形（欠けた所がない）の形で青い空

と緑の水平線上に 7色の虹、このコントラスト

の凄さ、多分二度と見られません。

ジャグジーで面白い事がありました。外国人

向けサイズのジャグジーに日本人が入ったらど

うなるでしょうか、皆さん想像してみて下さい。

今迄にジャグジーに入ったのは 3～ 4人です。

まず高さ長さ幅が違うので、ジャグジーの噴射

口を腰に当てるには両手を床に着けて腰を浮か

さなければならない。そうすると噴射の圧力で

吹き飛ばされてしまう。慌てて足で止めようと

すると足が届かない、又慌てて片手で縁にしが

み付きもう片方の手で腰を浮かす。体はそのま

まの状態で流された形になるのだ。細身の女性

の場合、噴射口が両脇を通り抜けてしまうと言

う。その時の様子を夕食時にワインを飲みなが

ら身振り手振りで話合って皆で大笑いしました。

とって置きの思い出になりそうです。
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9月 16日 曇り時々雨

今日はスキャグウエイ、ホワイト・パス＆ユー

ゴン鉄道（登山列車）に乗る為、7時半に集合

し船を降りる。この地方は晴の日が多いと聞い

たが今日は雨が降りそうです。雨仕度をして駅

へ向うと、あっという間に人が集まって来て我

先にと座席確保に走っていました。私と大野さ

んの席もグループの方達に取って頂きホッとし

ました。車内はすぐ満員になり、車掌さんらし

き人から水のペットボトルが配られました。発

車前にこの鉄道について調べてみると、スキャ

グウエイからフレイザー迄の 45kmを折返しで 9

0km約 3時間 30分で走行。北米では最も急傾斜

のある線路。また最も狭い軌道を走る列車（狭

軌列車）と言われている。車輌には両端にデッ

キ付。スキャグウエイからホワイト・パス迄の

標高差 879m等が解った。

列車がスキャグウエイを出発してからしばら

くの間、両側の景色を見比べていました。進行

方向右側の沿線は険しい崖の岩肌が続き、左側

の沿線は絶景、美しい景色が次から次へと展開

して行きます。断然左側有利（後で交代）です。

いい写真を撮りたい時はデッキに出て撮ってい

ます。列車は幾つものトンネル、橋を渡りなが

ら山から山へと登って行きます。外気が冷えて

窓ガラスが曇ります。左側の席でガヤガヤした

ので何だろうと見ましたら絶景ポイントの 1つ

“ブライダル・ベールの滝”が見えてきたので

す。皆さん急いでデッキに出ます。私も追って

デッキに出て振り落されないように足を踏ん張っ

てシャッターを押しました。しばらくデッキで

冷たい風に吹かれながら周囲を眺めていると、

列車は急傾斜を登っている所で軌道の幅は狭く、

車体の幅＋ 50cm位しかありません。まして右

は崖、左は杭のない断崖で谷に繋がっています。

そこをＳ字形にカーブして走っているのです。

下をのぞくとゾッとします。1896年頃ホワイト・

パス直前のこの付近はゴールド・ラッシュ時代

に“死馬の谷”と呼ばれ、人々が命がけで越え

たと言われている所、その険しい山道沿いを走っ

ています。この様な危険な場所にどうやってレー

ルを敷いたのでしょうか。頭の中で思いあぐね

ているうちにふと昔の映画“戦場に架ける橋”

を思い出しました。あのクワイ川に架ける橋の

工事シーンを思い浮かべ、ホワイト・パス鉄道

とダブって見えてきました。多分この鉄道（ホ

ワイト・パス）も似たような過酷な工事で建設

されたのではないかと勝手に想像しています。

列車はフレイザーに着き、すぐ折返し下りにな

ります。ここで皆さん座席を反対に移動し、両

側見られる様にしました。列車は 12時頃スキャ

グウエイに帰着。これから町へ出掛ける人 4人、

船に帰る人 4人で私達は同じ列車で船に帰りま

した。

9月 17日 晴

ケチカンはアメリカ先住民が鮭を取る為に夏

の間滞在した小さな町で、地名はトリンゲット・

インディアンの言葉で“鮭の川”という意味の

“キチサン”から名づけらている。今日は自由

行動、遅い朝食をとってから大野さんと 2人で

町へ出た。アラスカ最南端の町らしくこの時期

暑くも寒くもなく快適、雨は多いらしい。観光

バスターミナルで調べて、12時 30分発、“サッ

クスマン・トーテム公園”へ行く事に決めた。

その間少し時間があったのでお土産店、ジュエ

リー店等を覗いてみたが買いたい物はなかった。

定刻にバスに乗り込み、ハイウエイを通り目

的地へ。窓からはトンガス海峡とその向うにペ

ノック島の美しい景色が続き見て飽きない。サッ

クスマン・トーテム公園に到着。まず川の中で

サケの養殖をしている所を橋の上から見学、か

なり大きな鮭が重なり合って泳いでいた。死骸

も 2～ 3尾いて匂いが気になった。トーテム・

ポールの木彫の実演建物を外から見て通過。住

民の信仰の神を祭ってある素朴な神社の様な建

物とトーテム・ポール 28 本が建っている広場

に案内された。そこでガイド（運転手）さんが

“日本語でイゴは何ていうのか”と大野さんに

質問してきた。内心イゴ（囲碁）はイゴ（囲碁）

さと思っていた。大野さんが黒い石と白い石を

並べるゲームというと、ノーノーといってトー

テム・ポールの上を指差した。そこには鷲がい

ました。あ～イーグルのことだ！ジャパニーズ、
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ワシ！というと、ガイドさんはワシ、ワシと繰

返し記憶に残そうと努力しています。英語のヒ

ヤリングは難しいなァ～と実感しました。一通

り観光が終り、バスはターミナルに帰着しまし

た。バスを降りる時ガイド（運転手）さんが、

ワシ、サヨナラといいました。私達もワシ、サ

ヨウナラと手を振って別れました。

9月 18日 晴

午前中は明日の下船に備えて荷物の整理、苦

心しました。午後 1時に 2階のソファーに集合

し、清水さんから下船についての書類の書き方

を丁寧に教えて頂きました。その後、来年は何

処のクルーズに行って見たいか？と言う話から、

ハワイ、地中海、カリブ海等、いろいろなクルー

ズのお話を聞かせて頂き、楽しく勉強させて頂

きました。

3時半からは船内の“キッチンツア”に参加。

毎日何千人もの胃袋を満たしている調理場はど

んな所かしら？案内人に従い各キッチンを見て

廻りましたが、その広さ、大きさは想像を絶す

る巨大なものでした。各種別にすべてオートメー

ション化された清潔な感じのキッチンでした。

5時 45分からクルーズ最後のディナー。皆さ

んお似合いの盛装で出席。締括りもシャンパン

で乾杯！！ お喋りは今迄のクルーズのこと、

これから行くカナディアンロッキーのこと等あ

ちこちに飛んでいます。7日間毎晩お世話になっ

たウエイター＆ウエイトレスさんに感謝の気持

ちを伝え一緒に記念撮影。二人共この 1週間で

日本語が随分上達しました。明日は早朝の下船

となる為、早めに引上げました。

さいごに

皆様とは初めての旅行でしたが、楽しくそし

て親切に接して頂き有難うございました。特に

男性の方々には、お手伝いして頂いたり、心配

して頂いたりお世話になりました。この親切、

優しさは長年厳しさの中で培われた人間性から

滲み出てくるものだと思います。いい方達に巡

り逢えて良かったと思っています。有難うござ

いました。

１．ドライブ旅行の準備

（１）国際免許証、レンタカー保険

アラスカ・クルーズに引き続き、バンクーバー

からカナダ中部のカルガリーまで飛び、カルガ

リー空港でレンタカーを２台借り、分乗してロッ

キーを目指すことになった。

初めてのカナダでのドライブ、左ハンドルの

車、右側通行・・・いつもとは違う環境に少し

緊張気味である。

事前に準備を行う。まずは国際免許証の取得。

２台をそれぞれ２人で交代運転することにして

各人が国際免許証を取得した。取得は簡単で、

私の場合は神奈川県の運転免許試験場で申請す

るだけ。免許証、写真を持って申請すれば料金

2,650円で即時交付された。この免許証はいわ

ば国内免許証の翻訳の性格で、レンタカーを借

りる場合は国内免許証を持参し双方を見せる必

要がある。

事故に備えて保険を調べる。治療費の高い北

米に行くので、クレジット・カード付帯保険の

他に海外旅行保険に加入して行くつもりであっ

た。海外旅行保険は、インターネットで検索し

一番安い（と思われる）損保ジャパンに決めた。

通常はセットを勧められることが多いが、割高

なのでバラがけにして死亡保障は掛けず治療

（2,000万円）、賠償責任（１億円）、救援者

費用（2,000万円）のみに入り 16日間で 2,970

円と比較的安かった。

この保険ではレンタカーで万一事故を起こし

た場合に対人賠償が効かない。レンタカーはＡ

ＶＩＳで、保険もセットで申し込んだ。しかし

対人賠償は上限 20 万カナダドルで約 2,000 万

円である。これでは少ない、万一人身事故の場

合は足りないと、日本でレンタカー保険に入る

ことになった（カナダでなくアメリカの場合は

同じＡＶＩＳでも十分な金額を付けることが出

来るようである）。日本では１社のみレンタカー

保険を扱っており、やむを得ずこれに入ること
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になった。保険の本体は海外旅行保険で、特約

としてレンタカー保険がある。従ってレンタカー

を運転するのは６日間だけであるが、保険対象

期間は全体の１６日間となり割高になった（約

１万円）。後から思うと、人がほとんど通って

いないロッキーのみを行くのであれば人身事故

の可能性は少なかったかもしれない。海外に行

くときに何時も悩むのだが、何もなければ保険

料がもったいない、何かあれば保険を掛けない

ことが悔やまれる。でも、海外で病気、事故に

あった方が身近にもいる事を思えばやはりそれ

なりの備えは必要と思う。

（２）目的地の地理

インターネットは便利である。Google Earth

を使えば衛星（または航空写真で）から俯瞰し

た全世界の地理を見ることが出来る。カナダの

場合、ホテルのホームページから住所をコピー

してGoogle Earthの検索窓へ貼り付けるとダイ

レクトでその場所を探すことが出来る。これに

地図を重ね合わせると未知の場所の地理、道路

などがよく分かる。いまや海外、国内を問わず

旅行するのに不可欠である。しかし限界もある。

ロッキーの観光地のホテルまでの行き方は、迷

う余地が少ないが、カルガリーなどの都会は道

路がいくつもあり、目的地までの行き方を教え

てくれるわけではない。Google EarthにGoogle

mapを併用すれば地図上に主要道路が示される

ので、少しはよいが十分ではない。結局、ガイ

ドブックを頼りに出発前に調べていくのだが、

失敗もある。

カルガリー空港を出てロッキーのバンフまで

行くのだが、トランスカナダ国道１号線までの

10ｋｍで迷った。Google Earthで調べた道路が

工事中という。予定外の道路を行くが、途中で

分からなくなった。このときは幸い途中で寄っ

たお店の駐車場でバンフから帰ってきたばかり

という日本人に教えて貰うことが出来、事なき

を得た。

２．いざ左ハンドルで運転

（１）レンタカーを借りる

カルガリー空港でレンタカーを借りた。あら

かじめ日本からＡＶＩＳを予約し、書類を持参

していくが、窓口でずいぶん時間がかかった。

まず、窓口の女性が慣れて無く不手際が目立っ

た。何かする度に古参の係員に聞く。しかもミ

スもあった。渡された書類を良く点検しないと

危ない。ちなみにレンタカーはエドモントン空

港で返したが、返すときはキーを渡すだけで簡

単である。支払いの確認（前払い分とカード引

き落とし分（乗り捨て料））、サインして終わ

りであった。レンタカーの料金は、２台、５日

間で保険などを含み 6.5 万円、一人あたり 8.2

千円と比較的安い。

ともかく、手続きを終えフルサイズのセダン

で、いざ左ハンドル、右側通行の初体験である。

運転感覚は国内とそんなに違和感はなく、すぐ

に慣れた感じである。ただ、ウインカー、ワイ

パーの位置が左右逆でその後もよく間違えた。

右側通行は、前車に追随している間は問題な

く、右折、左折で反対車線に入らないように注

意が必要。曲がるたびに、乗っている全員で

「右、右、・・・・」と唱えていた。

（２）カナダはメートル法

カナダの度量衡は米国と違ってメートル法で

ある。距離はｋｍ、速度はｋｍ／ｈで日本と変

わりなく運転は楽だった。高速道路は制限速度

110ｋｍ／ｈで、監視カメラで違反をチェック

していると言い、違反すると帰国後にレンタカー

会社経由で請求がくると、インターネットでの

旅行体験記に出ていたので制限速度を超えない

ように注意した。

（３）交通マナーは素晴らしい

歩行者への安全配慮は日本より良いように感

じた。横断する素振りを見ただけで車は必ず止

まる。最近の日本では、交差点で黄色信号で止

まる車はなく、赤信号でも突っ込んでくる車が

多い。横断歩道では歩行者を見かけても止まる
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車はなく、車の列が行き過ぎるまで待たなくて

はならない。東南アジアの交通マナーは論外だ

が、カナダの歩行者優先のマナーを見ると日本

も威張れるものではない。

（４）２台で行くと・・

８人が２台に分乗したので、後車は前車を見

失わない様にしなければならない。ロッキーに

入ると、前後見渡す限り他の車はいない地帯だ

から問題はない。問題は都会で、信号で分断さ

れ見失う危険性がある。

出発前に考えたのが携帯電話の利用である。

しかし携帯電話のレンタル料が高い事であきら

めた。実際はカナダの広大な土地は携帯電話の

基地局が無い場所が多く、持っていても圏外で

使えない。特にロッキーではほとんど役に立た

ない。従って、もし利用するならトランシーバー

が良いのかもしれない。

実際に見失ったことは１回あった。エドモン

トン市内の５車線の車が多い道路で、見失った。

その時の行き先は決まって無くて、もし見失っ

た場合にはエドモントン空港と決めていたが、

まさに携帯電話のような連絡手段が無く一時は

どうしようかと思った。このときも偶然に、途

中で入ったスーパーの駐車場に前車もいたので

ある。

これは２台の問題ではないが、衛星から突然

の警報があった。カルガリー空港を出てすぐに、

慣れないために何かのボタンに触ったらしい。

突然スピーカーから「 Emergency ? 」と問う声

がする。こちらは英語が「しゃべれず、聞けず」

のレベルなのに、「緊急か」と、しかも外部か

ら車内へ通信手段がないはずなのに声が聞こえ

る。何のことか、録音かと思ったが、衛星経由

の通話だと分かった。現役時代にＧＭ（レンタ

カーの車種はＧＭのBuick）が衛星経由で車両

の緊急支援システムを作ったと聞いていたのを

思い出した。なるほど、これがそうかと思い、

「No Emergency」と言い、何を思ったのか「W

e are Japanese」と余分なことを喋ったら、向こ

うもそれではしょうがないと思ったらしく、本

当に緊急でないなと念を押して声は切れた。日

本と違い携帯電話の不感地帯が多い通信事情と

合わせて、どこでも通信できる衛星システムが

広大な北米大陸を自動車で動くときに必要なシ

ステムと感じた。

３．雪で前途を断念、一転して大平原を走る

（１）圧巻のロッキーの景観

カルガリーからバンフへ 120ｋｍ。バンフで

一泊。ケーブルカーでサルファー山へ、あいに

く上は霧でほとんど視界がない。あとはマリリ

ンモンロー主演の映画「帰えらざる川」で有名

なボー川などを見る。９月後半のロッキーは既

にシーズンオフに入りつつあり、天候は曇りが

多かったが、ロッキーの山並みは圧倒的な景観

を見せる。次に氷河街道とも言うべきIcefields

Parkwayを 100ｋｍ走りレイクルイーズへ、２

泊。有名なエメラルド湖、ルイーズ湖も山並み

と相まって非常にきれいだった。この辺は大勢

の方が実際に観光で見ており、旅行記もインター

ネットに写真付きで多く紹介されているので本

文では述べないが、まさにロッキーの景観は圧

巻であり、今回の旅行でのハイライトであった。

ツアーと違って日程に余裕があり自由行動が

出来るので、ハイキングを２回行った。真っ赤

な紅葉ではないが、秋らしい風景であった。

（２）楽しい食事

旅行の楽しみの一つが食事である。前半のク

ルーズでは毎日フルコースのディナーであった

が、ドライブ旅行に移ってからは、町のレスト

ランでの夕食である。ビールにピザ、パスタと
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言ったところが多かったが、気のあった仲間と

の会食は非常に楽しいものである。値段も１パ

イントのビールが５～６ドル程度でそんなに高

くない。食事と言えばハイキングでの町のスー

パーで買ったサンドイッチの昼食、またホテル

の一室での手作りの誕生祝いの夕食など大変楽

しかった。

（３）曇り、小雨、みぞれ・・・次は降雪

レイクルイーズから、次の宿泊地ジャスパー

を目指して出発。途中に雪上車で氷河観光をす

る 有名なColumbia Icefieldがある。前後にほと

んど他の車を見ないIcefields Parkwayを走る。最

初は曇りで快調に飛ばす。小雨になったが途中

の迫りくる山々の景観を堪能しながら進む。次

第にみぞれ交じりになり、峠にさしかかり高度

が上がるにつれ雪交じりになった。次第に雪の

降り方が激しくなり、少し心配になる。峠の頂

上まで来ると本格的な降雪に。前方にバス、乗

用車が立ち往生しているのが見える。ついに我々

の車も前に進めない。

どうするか、待つか、引き返すか。様子見る

こと約 10 分。前の車が無理に進もうとする。

横滑りしてバスに接触間際。このまま待てば雪

に閉じこめられ進むことも帰ることもできない。

みんなで決断して引き返すことに。Ｕターンも

雪で滑り難しかったが、何とか引き返せた。

後日バンクーバーに戻り、観光バスの日本人

ガイドにその話をした。そのガイドはロッキー

に長年の経験がある人で、「引き返したのが正

解。10分、20 分の差で引き返せなくなる。し

かも当日は土曜日だから、除雪車がなかなか来

ない」とのこと。ちなみに引き返した途中のド

ライブイン兼ガソリンスタンド（100ｋｍ区間

に一カ所だけ！）で、日本人団体の観光バスに

あった。ガイドさんに前途は雪で行けませんよ

と話をした。ガイドさんは困惑していたが、結

局その場所には雪がないのでお客さんが納得し

ませんから、駄目になるまで行ったのでしょう。

（４）大平原をドライブする

さて雪から引き返して元に戻れば、嘘のよう

に晴天も見える。今日の宿泊地はジャスパーで

あるが、ロッキーの麓を迂回しておおよそ 500

ｋｍ以上。東京－大阪くらいの距離。それでも

この道しかない。11号線、28号線、16号線を

それぞれ 100ｋｍ、200ｋｍと大平原の中を進

まなければならない。

しかし、このルートは最初の内は思いがけず

楽しいものであった。日本では経験することの

ない大平原の道で、前後に１台の車もなく 10

分間に１台位しかすれ違わない地平線まで一直

線の道路を単調に進むが、所々に湖があり黄葉

に染まった秋の風景はなかなかのものであった。

それでも数百ｋｍを単調に進むのはつらい、

途中に期待したドライブインも一カ所もなかっ

た。結局、ジャスパーは断念し、エドモントン

へ行くこととなった。ジャスパーのホテルも予

約してあったが、次の日はエドモントンからバ

ンクーバーへの飛行機に乗らなくてはならない。

ジャスパーへ行けば、また同じ道を 400ｋｍほ

ど引き返さなくてはならない。ホテル代は惜し

いけどエドモントンでモーテルを探すことになっ

た。

５日間のドライブ旅行であった。出発前は運

転、地理、天候、保険、荷物と気になることが

多かった。実際に雪で前途中断というハプニン

グもあったが、ロッキーの圧倒的な景観を十分

に堪能できた旅であった。気の合う仲間に恵ま

れ、お仕着せのツアーとは違い計画段階からの

旅すべてが楽しめた。
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勤務地を海のある国として希望を出している

のですが、今回も前回のブータンに引き続き、

山国のネパールとなってしまいました。

人口約 300万人のカトマンズに住むようになっ

てから約半年が経ち、１０月の大型連休を利用

して同期にネパールに着任した日本人と標高 53

64mのエヴェレスト ベースキャンプを目指し

てトレッキングをしましたのでご紹介します。

メンバーは、我々夫婦、50歳代後半の女性、

40歳代前半の男性の計 4人、それに、ガイド 1

名、シェルパ 1名、ポータ 2名の 8名のグルー

プで、期間は 10 月６日から 10月 19 日までの

２週間です。

ことしのネパールは雨季の終了が遅く、10月

の初めから漸く乾季に入りました。ネパールで

は、政情不安定が続き、出発当日もマオイスト

（毛沢東主義を標榜する過激派集団）による市

内の道路封鎖が予定されていましたが、中止と

なり朝５時に自宅をタクシーで出て、５時半に

はトリヴバン空港国内線ターミナルに着きまし

た。

予定では、エヴェレストの麓にあるルクラ空

港（標高 2840m）までカトマンズを８時に出発

して９時には到着する予定でしたが、よくある

機体の整備不良で２時間遅れの出発となりまし

た。ルクラ空港は山の中腹を削って作った地方

空港で滑走路が短いため、滑走路に傾斜をつけ

て着陸時の機体のスピードを弱めるような構造

になっています。

初日の６日はルクラ到着後、徒歩でアップダ

ウンのある道を６時間昇った位置に在る標高 26

10mのパクディンまで移動し、最初のロッジを

確保しました。大きな旅行社を使った規模の大

きいグループの場合は、事前にロッジの予約が

出来ますが、我々のように個人ガイドの場合は、

先着順となり、到着した順に部屋を確保するこ

とになります。

翌７日は、朝７時に出発してナムチェ（標高

3440m）まで６時間のトレッキングです。途中

のジョルサレのチェック ポストで入山料を１

人、NRs 1,000 (約 1800円,1 NRs = 1.8円で計算)

支払います。又、やはり周辺にマオイストが出

没し、寄付と称して、ガイドからお金を強要し

たようです。前日の入山者は約 250名／１日で

あり、因みに、後日確認したシーズンピークに

近い帰りの 17日では、400名ということでした。

入山者が多いため、足元の石は若干丸くなり

やや滑りやすい印象を受けました。また、日本

の登山道よりは汚れていますが、人数の割には

清潔な感じがしました。ナムチェでは標高が 30

00mを超えているため、高度順応として２泊す

る必要があります。ナムチェはシェルパ族の町

であり、エヴェレスト街道で一番大きく沢山の

ロッジがあります。

翌日は、日帰りでシャンボジェ空港とやや上

にある、人気のエヴェレスト ビューホテルま

で行って来ました。ここからのエヴェレストの

眺めは最高ということで、レストランはいつも

満員です。ホテル完成以来、30年ということで

すが良く手入されており、たまたま、カトマン

ズから上がって来ていた、オーナーの宮原さん
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エヴェレスト ベースキャンプを目指して
カトマンズ在住 No.723山本 幹夫

左からシェルパ（タマン族）、同僚、我々夫婦、
ガイド（ネワール族）



とも会うことが出来ました。あの当時、建設反

対のヒラリー卿（最初のエヴェレスト登頂者）

を説得し、億の金をかけて建設されたといわれ

ています。現在は 70 歳代後半ですが、ネパー

ル国籍を取得し、来年行われる予定の国会議員

の選挙に出馬予定とのことで元気の様子でした。

９日は標高 3867mのタンボチェまで、５時間

半の昇りです。エヴェレストのベースキャンプ

までは、トンネルが無いため峠まで昇って、谷

へ下り、川を越えて又次の峠へ昇る繰り返しで、

アップダウンの連続です。タンボジェはロッジ

の数が少なく、また、質も良くありません。中

央に、ラマ教（チベット仏教）のゴンパがあり、

向かって左の小道を入って行くと、３回、エヴェ

レストの登頂に成功しながら、下山時に遭難し

た天才クライマーと云われた加藤保男氏の慰霊

碑とジュディオングが寄贈した橋本龍太郎元首

相の記念碑が並んで立っています。

翌１０日は朝７時に発って標高 4410ｍのディ

ンボチェまで６時間の昇りです。ここまで来る

までに、標高 7165mのプモリ、7879mのヌプツェ、

8516mのローツェ、その間に 8848mのエヴェレ

ストが頭だけ見えます。又、東から南側にとう

もろこしの頭の形をした 6856mのアマダブラム、

6608mの横幅の広いタマセルクが見え、まこと

に圧巻です。

当初の予定では、標高 4930mのロブチェまで

一気に昇る予定でしたが、勤務先の事務所の規

定で、4000mを超えた場合、一日の高度差は 50

0m以下で無ければ登山許可が下りず、標高 462

0mのトクラで一泊です。

翌 12 日は、最後のロッジの一つ手前のロブ

チェです。朝１０時半にトクラを出発し、お昼

には 4930mのロブチェのロッジに到着しました。

ここまで来るまでに、ルクラのスタート地点か

ら３箇所、500m前後の標高差がある急登の坂が

あり、時間をかけてゆっくりと昇ってきました。

高山病を防ぐため、我々のグループが追い越し

たのは僅か３組程度で殆どのグループに追い越

されました。

ロブチェのロッジは僅か数軒で我々の部屋は

窓の無い２人部屋で同性同士の相部屋です。食

堂は満杯で昼食後は部屋で過ごすことになりま

すが、もちろん電気も無く、本を読むことも出

来ず結局、夕方まで一眠りとなってしまいまし

た。夕食後は、翌日の打ち合わせですが、女性

２人からは、高山病による頭痛の為、翌朝、下

山したいとの事でした。

私のほうは、頭痛はたいしたことが無く、予

定どおりゴラクシェップのロッジ、5150mまで

もう一人の同僚と昇ることとしました。ここま

で来るともう医者もおらず、一人の力で昇るこ

ととなりますが、夜に眠ることが出来ず、突然、

夜中の２時位から呼吸が難しくなりました。こ

こまで来るまでに、上空では救助用のヘリコプ

ターが舞い、頭を割ってポータに背負われて下

山しているポータを見たり、夜中に急遽、外国

の若い女性が背負われて下山したとの話が頭に

浮かび、手遅れの場合は命を失うこととなりま

す。判断に苦しみましたが、結局ここで下山す

ることと致しました。翌日１３日は、若い男性

の同僚が１人、ガイドとポータ１人、計３人で

ベースキャンプを目指して、先へ進みました。

もう一方、家内ともう一人の女性、私の３名は、

シェルパ、ポータ１名の計５名で二日かけてナ

ムチェまで下山し、カラパタール（5545m）、

ベースキャンプ（5364m）まで昇って下山して

くる同僚を待つこととなります。

同僚は、殆ど夢遊病者の状態になりながら歩

き続け、予定どおり目的地まで到着し、１６日

に無事全員がナムチェで合流致しました。

翌日からは、空港のあるルクラまで、途中パ
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奥がエヴェレスト（標高8848m）



クディンで一泊して 19 日に無事、カトマンズ

の自宅まで戻ってきました。

トレッキング中、日本人は少なく、殆どが、

イギリス、ドイツ、フランス、オランダ等のヨー

ロッパ人でした。結局、ネパールはアジアの玄

関口で比較的近いため人気があるものと思われ、

団体で、お祭り騒ぎで昇っていきます。カトマ

ンズの戻る前日のルクラのロッジでは、ディス

コ大会でした。日本人はそこまで陽気になれま

せんが、彼らの陽気さが印象的でした。

費用は、カトマンズ、ルクラ間の往復航空運

賃、ガイド、シェルパ、ポータ代、宿泊、食費

込みの総費用４０万円です。４人で割ると２週

間で１人、１０万円ということになります。

今回は、約 5000mの地点から下山しましたが、

これで十分です。高山病対策の他に、食事、体

力、気力、健康状態等、総合力で登ることにな

り、日常生活を改善しなければならない事を痛

感いたしました。

尚、2009年 3月までは、カトマンズにおりま

すので会員の皆様、近くまで来られましたら御

連絡ください。
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この度、会報にシリーズで中高年の健康管理、

医療問題 特に海外ロングステイ時の医療等に

ついて書かせていただく事になりました。

次のような事などを書こうかと考えています、

ご意見・ご希望・ご質問等有りましたら何なり

とお寄せ下さい。

１．健康診断

一般的 健康診断 精査の意味 専門科に受

信する時はどのような場合か

２．医療経済的問題

医療保険、後発薬品問題等

３．介護施設関係

現在の問題点 来年は施設視察会開催予定

４．南国サロン会などでの医療相談

どのような問題点があったか について

５．注意報

インフルエンザ、狂犬病等々

６．その他

医者として、ロングスティヤーとして思いつ

くままに少しく書いて見たいと思います。

尚，このような紙面ですから、個人情報保護

その他の面で、言葉足らずや個々の問題に充分

対応できない事が間々あろうかと思いますが、

予めご了承下さい。

海外ロングステイの時の病気について、

事前準備と判断基準。

◎体調が悪くなった時どこの医療機関にコンタ

クトを取るかを事前に準備しておきましょう。

◎こんな症状の時は速やかに医療機関に駆け込

んでください。

①下痢・・３日間以上止まらない、腐敗臭が

ある、血便伴う下痢。

②発熱・・３日以上３８度以上続く時や、肺

炎の恐れがある場合。

③痛み・・寝られないほど痛む 疼痛、腹痛

（胆石、腎結石、通風発作、潰瘍穿孔、

帯状疱疹など）

④脳梗塞・・急に言葉が不明瞭（意味、発音）

になる。

片側の筋力低下（茶碗を落とす、真直ぐ歩

けない）

顔面が引きつる 涎が垂れる（口唇麻痺）

⑤脱水症・・案外見逃されやすいので注意、

重症な場合 死亡する事もある

高齢者（７０歳以上）は 特に注意が必要

です。こまめに水を飲んでください。

⑥息切れを伴う胸痛・・心筋梗塞、胸部大動

脈破裂

中高年の海外生活での健康管理
関東支部 No.586 磯崎 興志



★循環器疾患のほうが 消化器疾患よりも 急

激な経過をとる場合が多いので特に速やかな

対応が必要です。

★降圧剤服用者・決められた量の降圧剤を服用

していれば安心との信仰？が多いが、時々血

圧測定を行い服薬量の増減も考える必要があ

ります。

★東南アジアは下痢、感染症が多い・デング熱

（蚊）、鳥インフルエンザ（インドネシアに

は現在もある）には注意してください。（厚

生省注意情報参照）

持参薬として、・テトラサイクリン（デング

熱特効薬）５日分、・タミフル（(インフルエ

ンザ）５日分位は持参してください。

★病歴、現在服用している薬・英文で記載した

物を用意しておきましょう。

(病名、期間、服用している薬、服用量、等々)

★糖尿病の方・インスリン注射治療中で血糖安

定していない方は 厳重な注意が必要です。

血糖値を自己測定できるようにし、充分準備

したうえで海外に出かけてください。

定期健康診断時に検査をお勧めします

・ピロリ菌の検査

・甲状腺ホルモンの測定

・ＣＡ１２９(卵巣癌の検査・女性)

※個人的な 相談に応じます。

旅行先でのリアルタイムの緊急相談にも応じ

ますので、支部長様などを通じて早めに連絡く

ださい。

必ず次の２点だけは守ってください。

１、相談後の連絡を必ずお願いします。

２、個人情報になるので 開示はできませんの

で その点厳しく守ってください。
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下記の記事は、去る１１月１０日のメルマガ

「そうなんや [28]」で発信したもの。大変好評

だったので、一部加除修正を加え保存用として

載せることにします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

会員さんには、ロングステイ下見に・観光に

そしてリピーターの方も含め海外へお出かけの

方が増えてくるのではなかろうか。

旅なれている筈なのに、現地についてアレが

ないソレ持ってくるんだった‥では後悔先に立

たず。 目的に沿った持参品の点検には細心の

注意を！

☆貴重品

○パスポート ○航空券 ○クレジットカード

○現金 ○デジカメ（充電器） ○海外旅行傷

害保険証書（保険がクレジットカードに付いて

いる場合は不要）

☆一般携行品

○現地行動用バッグ（手提げはダメ。斜め掛け

ベルト式かデイパック=リュック）

○折りたたみ雨傘 ○機内は冷えるので薄手

のジャンパー等 ○帽子

○南国の場合は半そで・半パンも

○ビニール袋（スーパーのアレでよい）

○洗面具一式 ○携帯式簡易医療品一式

○携帯式簡易裁縫道具一式

○物干し用コンパクト ナイロンロープ(手の平

サイズの１４ミリ超薄型あり)

○常用薬 ○入れ歯接着剤 ○ボールペン

○メモ帳 ○ガイドブック

○嗜好品（梅干・ラッキョ・飴類）

○現地行動用スニーカー

☆小物類

○ポケットテｲッシュ ○濡れテｲッシュ

お 役 立 ち 情 報

旅 支 度

チェンマイ支部 No.558 伊沢 豊



○洗剤 ○爪切り ○輪ゴム

○くつべら ○サングラス

※オエ袋（？）；機内の座席前の背もたれポケッ

トに必ず入っている紙製のゴミ袋‥車酔いな

どで吐き気をもよおした時に役立つ。必ず頂

戴しておこう。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

◎旅の三種の神器

○ツッカケ； 外国のホテルはスリッパの無い

ところが多く、その代用にもなりそのまま外

出もＯＫ。ゴムかビニール製で低い踵付きの

アレ

○ハンガー； 洗濯小物類を干すため。安宿の

場合ハンガーそのものが無い。クリーニング

屋から付いてくる使い捨てで針金製などのア

レ

○ナイロンタオル； ホテルのバスルームには

体や背中を洗うにふさわしいタオルが無い。

１００円ショップ等にあるアレ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

◇現地に着いたら

○ホテルであれば貴重品は即セイフテｲボック

スに、必要な現金だけ持つ

○ホテル・マンションの名刺を貰い常に携行

○現地の地図もゲット

○フロントで諸情報（例；マッサージ屋のある

なし等）を仕入れる

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

※マレーシアのＫＬ (クアラルンプール )に、

「ナースロッジ日本」という日本人向け介護ホー

ムが出来ています。関心がおありの方は Yahoo

を開き、下記アドレスを「検索」の欄に打ち込

んで検索ボタンをクリックしてみてください。

http://www.geocities.jp/hikosakamotojp/roujink

aigotengoku/o_mainpage.html

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

タイで申請のほうが簡単だそうですが、日本

で取得しました。

申請の流れを簡単に書いてみました、

まずはタイ大使館のHPから申請書類を用意。

http://www.thaiembassy.jp/rte1/content/view/61/74/

ロングスティビザ（non-immigrant visa-O-A)

①申請書と経歴書をHPからプリントアウト。そ

れぞれに必要事項を書き込み、署名、申請日

は書かないで、コピーし、あとで書き込む。

３枚も書く必要が省略される。

②無犯罪証明書原本

各都道府県警察本部とのことで、霞ヶ関の警

視庁に行きました。正面玄関を入り受付で入

館申請し待ってると係りの方が部屋まで案内。

パスポート、住民票、戸籍抄本、記入済上記

申請書を提出。係りの方が書類の書き方を説

明してくれます。指の指紋をコピーします。

２週間後の引き換え書をくれます。

③国公立病院発行英文健康診断書

広尾の日本赤十字医療センターで発行。初め

ての方は健康保険証を持参登録して診察カー

ドを作成。２階の健康管理センター受付で英

文健康診断書を申請。健康診断血圧レントゲ

ン。血液型その他で約６０００円。英文健康

診断書１０５００円１週間後に受け取り。

上記②(開封厳禁)と③を持って外務省の認証

を受ける。パスポートを持って正面で認証を

受けに来たと言えば、証明証の場所を教えて

くれます。翌日受け取り。

④金融証明書

タイ国内発行預金残高証明書

日本の銀行でタイ国内支店発行も可。

新橋のバンコク銀行に普通預金通帳（３月に

バンコク銀行チェンマイ支店で口座作成）と

パスポートを持参。

送金登録型サービスを申請。約１週間後書留

が着ます。

暗証番号が２種類書いた書類を持って午前再
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日本でタイ国ロングスティビザ取得！

関東支部 No.239 伊藤 寛

http://www.geocities.jp/hikosakamotojp/roujinkaigotengoku/o_mainpage.html
http://www.thaiembassy.jp/rte1/content/view/61/74/


度行き送金。翌日送金完了の電話有り、３日

後に残高証明書書留到着

バンコク銀行発行の英文残高証明書とパスポー

トを持って目黒の公証人役場で残高証明書を

認証してもらう。手数料５５００円

⑤日本の銀行発行英文残高証明書。

UFJ銀行で手数料７３５円

以下省略

あとはタイ大使館ビザ申請項目をよく読んで、

申請書類を揃える。

ビザ申請にあたり、酒匂景輝様、今野力男様、

深見正勝様に助言をいただき、ありがとうござ

いました。

８月中旬より、フリーマントルに１ヶ月滞在

し、１０箇所のゴルフ場でプレイして、マーガ

レットリバー(２泊)にてワイナリーめぐりをし

てきました。パースの素晴らしいことは、先輩

方がいろいろ感想を述べられていますので、お

役立ち情報のみとします。

＜ゴルフ割引案内 ・ パース近郊３５箇所 ＞

「THE 2007 WA GOLF VOUCHER BOOK LET」

＄ 29.95

＊購入・・Fremantle Public Golf Course

[00％ off green fees and /or motorized cart

hire. Max ４people.]と書いてあるところを切

り取ってプロショップに持参します。

＜電話で予約＞

Booking Essential・・予約が必要

電話で「Booking please, I have a Voucher Bo

oklet」と言います。「When～？ How many

～？９or 18 holes？」などと聞いてくるので、

それぞれ答えればOK。

＜VOUCHER BOOKLETを使用してプレイした

ゴルフ場 除 ③ ⑩ ＞

(１８ホール･二人分の料金･乗用カート込み)

｛パース市内からの時間｝

① Collier Park G.C (＄ 80→52)｛１０分｝

② Wembley G.C（＄ 76→59）｛１５分｝

③ Araluen G.C（＄ 173→78） Winter Special

｛５０分｝

④ Whaleback G.C＄ 76→76）練習用ボール

のみ半額｛２０分｝

⑤ Margaret River C.C（＄ 95→83）｛３時間｝

⑥ The Vines Resort C.C（＄ 220→154）

｛３５分｝

⑦ Marangaroo G.C（＄ 74→56）｛２０分｝

⑧ Meadow Springs C.C（＄ 150→130）

｛４５分｝

⑨ Hartfield C.C （＄ 50→39）手引きカート

｛２５分｝

⑩Joondalup Resort（＄ 230→150）Renovation

Special｛２５分｝

＜ゴルフバック・シューズ＞

QF・エコノミークラスの預け手荷物は、スー

ツケースとゴルフバック合わせて２０Kgまで

（追加料金 １Kgにつき 4900円です・成田

出発時）

パース到着時、ゴルフシューズの検査を受け

ることがありますので、きれいに洗っておく

ようお奨めします。

＜持ち込み食料品＞

到着時、検査のためすぐ提示できるようにし

ておくとよいです。

＊詳細・・オーストラリア大使館HP、オース

トラリア検疫検査局

＜フリーマントル滞在先＞

Swan River Ａpartments (31 East Street)

２ＢED (駐車場込み) １ヵ月 ＄１７５０ +

清掃費 ＄８０

＜レンタカー＞

Bayswater car rental （1３ Ｑueen Victoria

Fremantle）

カローラハッチ５ドア ２１日間 保険含

＄６３５＋デポ ＄２００

＜マーガレットリバーのホテル・・・パースか

ら３～４時間、町の中心＞

Margaret River Holiday Suites

スタンダードツイン

＄９５ ＋ インターネット予約手数料＄ 3.85
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＜シニア料金＞

６０歳以上・・パスポートのコピー提示

PERTH MINT（造幣局）などの入場料

ロットネス島へのフエリー

＜刺身用サーモンを売っている魚屋＞

SEALANES （178 Marine Terrace South Fr

emantle）

「さしみ OＫ ？」と店員に尋ねます。

＜気候＞

冬から春に向っているところで、曇１２～１

３℃､ 晴２０～２３℃位です。

午前中晴れていても、午後は にわか雨があり

ますが、通り雨が多いです。

朝起きた時､インド洋の空に低い雲があれば

雨が降ります。風が吹いた後はほとんど雨で

した。寒さ、暑さに対応できる服装、雨具の

用意を。

＜為替 ・ 物価＞

３年前 ７９円／AU$、今回 １０２円／AU$

物価は日本と同じ位、牛肉と米以外は安いと

は感じられませんでした。

＊＊２００８年の「VOUCHER BOOKLET」ゴ

ルフ場の案内と割引情報

クイーンズランド州（ケアンズ、ゴールドコー

スト）、ヴィクトリア州（メルボルン）など

州ごとに 又、ニュージーランドにも、同じよ

うな本を販売していると思いますので、ゴル

フ場で探してみて下さい。

11月 11日「関東支部サロン会」でベトナム･

カンボジア帰国報告をさせていただきましたが、

そのまとめを少々。

今回の旅の目的は、初めての両国で、観光的

視点とLS候補地探しの視点からの訪問でした。

メンバーは、出発時 2人、現地合流 3人（会員

は 2人）両国LS在住 2人、計 7人の珍道中です。

サロン会でのベトナム報告は、ホーチミン市

の観光コースを中心に、ご同行の石井御夫妻が

されましたので、私からは省略させていただき

ますが、強く印象に残った点として、市内の道

路が、ロータリーを多く採用したパリの都市づ

くりを模した感がしました。

市内地図を見ながら歩くことで、方向感覚が

掴みやすい街でした。ところが、日本人観光客

の中に若い女性が多く、その元気さ（無謀？）

に驚かせられました。

例えば、夕方の街中で市内地図を見ている一

人旅の若い日本人女性に

Q「何処に行きたいの?」

A「初めてなので泊まるところを･･･」

Q「エッ! 決まってないの？ 予算は･･･」

A「5ドル! イヤ 4ドル位の所･･･」

Q「一泊 500円程度のホテルかい?･･･」

思わず絶句。

予約も無しになんと無謀な、と思うと同時に、

外務省が海外安全情報で示される内容と現実の

旅行者の意識の乖離に唖然とさせられました。

でもこの街のすごさは、翌日の散歩で知りまし

た。あったのです。「1泊 4万ベトナム・ドン」

つまり 320円で泊まれるホテルです。

しかも、表通りにある最安価格が 15 ドルか

ら 25 ドル表示の、ホテル街の直ぐ裏の通りで

す。もちろん部屋の中は見ていないので、どの

程度かは判りません。でも此処から、タクシー

で 10分以内に 100ドル以上の 4星・5星のホテ

ル群があることを考えると、やはり驚きでした。

さて、話は主題のカンボジアに移ります。

カンボジアへはホーチミンから 8時間かけてバ

スで移動しました。

途中メコン川を船で渡り、舗装が未完成の土

埃の道を走行、国境での手続き等々、かなり疲

れはしましたが、両国の文化や民情の違いを肌

で知ることが出来、たくさんの収穫がありまし

た。

カンボジアへの入国ビザは、25ドルで写真の

必要もなく、全てバス会社のスタッフまかせで
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OKでした。

首都プノンペン 3泊・シェムリアプ 2泊・シ

アヌークビル 1泊の行程でしたが、此処でも学

ぶべき様々なことがありました。

プノンペンでは初日ダイヤモンドホテル泊で

したが、部屋も広く設備も充実していて、朝食

メニューも多彩でした。

此処での失敗は、チェクインが遅い時間で、

ホテル全体のロケーションを楽しむ間もないま

ま、翌朝 5時半にチェクアウトで、せっかくの

朝食も出来ない慌ただしい滞在の、短時間寝る

だけのために高いホテルを利用したことです。

（後日、15ドル程度のホテルが近くに何軒もあ

ることを知りました。）

シェムリアプは、モノリーチ・アンコールホ

テル 2泊で、アンコールワットの見学です。プ

ノンペンからの飛行機が朝 8時前に到着で、荷

物はそのまま旅行会社の車中に置いての見学と

なりました。

早朝のため、まだ他の観光グループが少なく、

ゆったりとコースを回れました。そしてこのタ

イミングのお陰で、コースの最後になる、山頂

からのサンセットをベストの状態で見ることが

出来ました。

入場料は 1日券で 20ドル（2日以上は写真添

付が必要）でした。現地での日本語通訳は、旅

行会社にお願いしました。

費用は 2人で 11000円でしたが、説明内容が

深く、他グループのツアーガイドとは、格段の

違いで、十分に納得の出来るものでした。

こうした歴史的遺産の見学は、詳細な説明を

聞くことで、感動も、より大きくなることをあ

らためて実感しました。

再度プノンペンに戻り、都市部でのLS候補地

として、市内中心部から車で 20 分程度のとこ

ろにあるマンションビレッジを見学致しました。

各戸が 3階建てで区画され、一戸当たりの敷地

面積が 70～ 90平米・建築面積 130～ 150平米

（築 4年）の物件が 500万円程度でした。

シアヌークビルへはプノンペンから車で 3時

間半以上掛りました。初めて来た私の印象は、

LSの候補地としてロケーション的には申し分の

ない適地だと感じました。何よりも空気がピュ

アーでした。幾つかあるビーチも、喧騒さがな

く物静かで、ゆったりとした雰囲気のなかにも、

夜ともなると、浜辺の木々に電飾された様々な

デザインが、文化的香りと開放的ムードを醸し

出し、ヨーロッパの高級プライベートビーチの

感さえします。

アジア系の観光客と北欧・カナダ・ロシア系

の観光客が自然と溶け込んだ感じで、私自身も

言葉の壁を意識せずに、誰にでも話し掛けるこ

とが出来ました。

現地の物価は、少ないサンプルと直接の聞き

取り調査ですが、魚肉・野菜などの生鮮食品が、

日本の物価の 10 ～ 25 ％、レストラン食で 20

～ 35 ％でした。また高齢者の生活介助（買い

物･洗濯等の家事一般）の人件費が 1日 650 円

程度ですから、1日 6ドルのビーチコテージに

滞在すると、一ヶ月で 180－ 32（月契約 15％

引き）として 148ドル、つまり 1日当たり 5ド

ルとなります。

食に 7ドル、お手伝いのサポーターに 6ドル、

住に 5ドルで、合計 1日当たり 18ドル＝ 2070

円が最低必要経費。一ヶ月で 6万円台。こんな

計算になりました。

何せ、少ないサンプルからの割り出しですか

ら、さして当てにできませんが、ボヤ―とした

輪郭は掴めた気がします。

現地のホテルに、仕事で５年以上も滞在中の

五十歳代の日本人の「この土地のことは、あま

り宣伝して欲しくないね。来る人が増えすぎる

と物価も高くなり生活環境も悪くなるから･･･」

との言葉が、ナゼか心に残りました。

実は活字にしにくい楽しい話もありますが、

興味のある方は「関東支部・サロン＆懇親会」

にどうぞ！！！

今月末からはLSの候補地を求めて、再度フィ

リピンに向かいます。皆様お元気で･･･。

（南国メーリングリストから転載）
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2006年12月、フィリピン・セブ島を舞台に

したロングステイ詐欺疑惑事件が明るみに出

ました。07年７月と11月には自費出版事業者

を相手に損害賠償を求める訴訟が起こされ、

いずれも退職者を巻き込む事件としてテレビ、

新聞などのメディアが取り上げ、話題となり

ました。リタイアメントマネーを狙う悪質商

法が増えています。

特に、ロングステイ人気が高まる一方で、

海外の滞在先で、日本国内では考えられない

ようなトラブルが発生しています。

例えば、日本であふれるロングステイ情報

に刺激され、訪れた東南アジアの某国で出合っ

た「親切」な日本人に勧められるままに、コ

ンドミニアムを購入。契約書も交わさずに２

千万円近い金額を支払った人がいます。しか

しその後その日本人は行方が分からなくなり、

購入したはずの家は別の人間の名義になって

いました。

同じ日本人ということだけで、海外では如

何に容易く他人を信じてしまうかという好例

でしょう。こうした事例はこれからますます

増えていくことが予想されます。それはこれ

まで一部のマスコミなどによってあまりに偏っ

た、実態とかけ離れたロングステイのイメー

ジづくりが行われてきたことも原因の一つです。

「NPO法人リタイアメント情報センター（R

&I)」（東京都港区 木村滋理事長）では、こ

のようなリタイアメント世代を狙う悪質商法

から、身を守るため、トラブル相談室を設け、

高齢者の関心が高いロングステイや自費出版

にかかわる相談に応じてきました。

そうした消費者保護活動を支える柱として

「海外リタイアメント部会」「自費出版部会」

「アジア・ケアサポート部会」の３つの業種

別部会を立ち上げています。

特に「海外リタイアメント部会」では信頼

できる滞在サポート事業者選びのためのガイ

ドラインや、自分がどういう海外滞在が可能

かを自己診断できるチェックシート等の作成

に取組んでいます。

また「アジア・ケアサポート部会」はアジ

アを視野に入れた介護人材育成について調査・

研究を行います。これまでフィリピン人介護

士導入について情報提供する連続セミナーを

開催し、昨年10月にはフィリピンの現地視察

ツアーに参画しました。今後は介護を受ける

人々をも対象とした現地視察ツアーの企画、

研究者らによる調査報告の提供などを行うほ

か、本当に安心して海外で介護が受けられる

施設があるかどうか、その実態調査と品質評

価も行っていきたいと考えています。

こうした活動は、07年11月27日放送のNHK

「クローズアップ現代」でも紹介され注目を

集めました。

R&Iでは業界の健全な発展を望む事業者のみ

ならず賛助会員として一般個人の参加を求め

ています。賛助会員はインターネット・コミュ

ニティ「フォーラム～百家騒鳴」にアクセス

して、会員相互でさまざまな問題提起と情報・

意見交換を行えるような場を設けました。

さらに会員自身が実際に会員事業者のサー

ビスを体験しそれを評価して、事業者側のサー

ビス向上にも貢献できるようなシステムを導

入します。会員が自らの手で健全なリタイメ

ント環境づくりに取組むことで、企業や行政

に対しても積極的に提言し、互いに刺激しあ

えるような活動を展開していきたいと考えて

います。

特定非営利活動（NPO）法人

リタイアメント情報センター

〒105-0012 東京都港区芝大門1-4-14

芝榮太楼ビル4F

TEL 03-3434-1126 FAX 03-5733-3532

http://retire-info.org

（編集：外部からの投稿記事を紹介しました）

安心できる事業者選びのコツは？

「NPOリタイアメント情報センター」が活動開始

http://retire-info.org
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投 稿 写 真 コ ー ナ ー

関西支部ウォーキング会（11/17 奈良） 関西支部紅葉観賞会（11/25 兵庫）

ポーリー温泉（9/28 コタキナバル） 北海道支部情報交換会（11/23 札幌）

ペナン支部新年会（1/8 ペナン）
左から 519常楽和子 876深井久美子 1140相
澤とし江 966堀田美津子 1061山村玲詩

セブ・食事会（12/5 セブ）
左から鈴木、鶴岡、アベ、松岡、山口、川上、渡辺

氏名の敬称を省略しています。



２００７年チェンマイ支部活動状況

チェンマイ支部の今年一年間の活動状況です。

サロン会のみの実施です。基本的にチェンマイ

在住者を主体に情報交換や雑談を主として実施

しております。ただし短期滞在の方での参加者

等の方々の質問は、サロン会の場にてそれぞれ

個別ごとに対応・応答しております。

東京等日本では手に入らない生の現地情報がいっ

ぱいあります。どんどん積極的に質問しましょ

う。

またチェンマイにお越しの際は、努めてサロン

会の実施に合わせておいでいただければ、その

場にてチェンマイ在住の南の会の方々と一堂に

会することが出来、面識・懇親を深めることが

出来ます。ぜひ利用してください。

実施日時：毎月第２土曜日

実施場所：ヅワンタワンホテル２階

時間： １８：３０～２０：３０

１月１３日 ３０名

２月１０日 ５５名

３月１０日 ３５名

４月 休会

５月１２日 １０名

６月 ９日 ２４名

７月１４日 ２５名

８月１１日 ２７名

９月 ８日 ２１名

１０月１３日 １４名

１１月１０日 ２４名

関東支部 2007年度活動報告

及び 2008年度計画

サロン会（情報交換会）は、本年度は毎月開

催され、会員No.1,000以降の出席が過半数にな

るこの頃です、ベテラン会員の多くの方々は充

実したLSを実践している状況です。

南の会に入会したては、先輩諸氏の色々なデー

タを収集し、夢にまで見た、LSを楽しんでいる

方々が多く成ってきている現状は本当に喜ばし

い事です。

これからもこの傾向がますます増えて行く事

でしょう。その為の助走として、ただ単なるツ

アー旅行と違い、LSを念頭に置きながらのツアー

企画も各支部で行われるようになって来ました。

関東支部では、昨年、一昨年と国内一泊旅行

を行ってきましたが、今年は、海南島、コタキ

ナバルと 2回の視察ツアーを行いました。

関東支部も今後の活動として高田氏、今野氏、

浅山氏の 3名の方に企画担当として積極的に体

験ツアーを検討していく方向性をとりました。

ツアーには金額と内容等問題点は自己で吟味

をし申し込みすることです。

尚諸問題があるとするなら積極的なアドバイ

スは何時でも担当に申し出ていただき、会員同

士のコミニケーション向上に働きかけていただ

きたいと思っています。

2008年度はサロン会のあり方を再検討する時

期かと考えます、役員の方々始め、会員の方々

のよき提案お受けしたいと思います。

より向上、より充実を目指す 2008年としましょ

う。 関東支部長 No.327市東明義
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九州支部便り

九州支部１１月度情報交換会並びにＰＣ勉強

会を開催しました。

1 期日 平成１９年１１月４日（日）
2 場所 福岡県ＮＰＯボランティアセンター
3 内容
①ＰＣ勉強会 １０：００～１２：００

（ＰＣ２台借用）

・グループＨＰの活用法

・海外でのネット活用法

・スカイプ活用法

・Ｅチケット購入法

※参加者 １５名

②情報交換会 １３：００～１７：００

・チェンマイ事情 920國武
・ KL事情 1132菊池
・プーケット事情 1163山口
・KK下見ツアー報告 14名
・今後の情報交換会・サロン会について

※参加者 ３８名

KK下見ツアーについては、KK滞在が最初と
最後の２泊という分散型になったこともあり、

肝心のステイのための評価には至らず、ここに

報告できなかったことは残念に思っています。

これを契機に誰かが行って補足報告があれば

と期待したいと思います。

なお定例の情報交換会兼新年会は１月６日に

行います。

平成 19年度北海道支部事業報告書
１．平成１ 9年度『南国暮らしの会北海道支部
第１回情報交換会』

日時 6月２ 4日（日） 13:30～ 17:00
場所 札幌市男女共同参画センター大研修室

JR札幌駅北口より徒歩 3分
札幌市北区北８条西３丁目札幌エルプラザ４階

議事

１）会計報告 佐藤 真理子様

２）挨拶、情報提供(本部情報含む)
工藤支部長

３）情報提供

①「春季号パースでの２週間(写真提供)」
池田邦彦、恵子様

②「ベニスでの・・・」 小屋秀俊様

③「チェンマイ旅行記」 佐藤治巳様

④「フィリッピン雑感」 佐藤幸成様

⑤「思い出のベトナム」 堀江幸博様.
４）その他・皆様からの自己紹介、ご意見等

平成１９年度「南国暮らしの会北海道支部

第一回情報交換会」を６月２４日（日）に札

幌男女共同参画センター代研修室にて開催し

ました。

当日は新入会員、体験者を含めて３４名の

参加があり、情報交換をいたしました。

支部長からは、最近のVTR情報や、楽しい
編集の仕方ということで、実際のビデオの撮

影の仕方、編集の仕方が話されました。情報

ではなかったのですが、たまったビデオの編

集の仕方等大変参考になった。参考にして編

集してみたいという会員もおり、いつもとは

違った角度からの情報収集を楽しみました。

その後、会計報告、本年度事業計画等の報

告があり、続けて海外情報の提供がありまし

た。オーストラリア、チェンマイ、イタリア

等ビデオ作品を通しながら大変中身の濃い情

報提供がされました。もし時間があればとい

うことで、用意していたフィリッピン、ベト

ナム情報は、時間がなく次回に発表を伸ばす

という結果になってしまい、資料まで用意し
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ていたあとのお二人には大変申し訳ない結果

になってしまいました。次回は十分発表の時

間を保証したいと思っております。

さて毎度お楽しみの懇親会、大いに盛り上

がったことを付け加えます。

２．９月 9日『ふれあいゴルフ会』
シャムロックカントリー倶楽部で初めての

「ふれあいゴルフ会」が開催されました。

参加人数 14名
和気藹々の中にも名プレイが見られ、大変楽

しい一日でした。

３．9 月 13 日、後楽園ホテル「和食のお店
小石川」で南の会女性の懇親＆情報交換会が

開催されました。当日は新会員さんを交えて

５３歳から 75 歳までの 7 名の女性会員の参
加で和食のお弁当を食べながらの情報交換会

でした。参加者は皆さん札幌の方でしたが、

次回は何処か地方でもと言うお話になって散

会いたしました。

4 時間があっと言う間の楽しい集まりでした。
10月には短期でのバリ島。
11月には 5ヶ月間のペナン滞在。
12月には 3ヶ月間のバンコク滞在の報告が
ありました。

４．10 月 20 日 NPO法人北海道シニアライ
フアドバイザー協会から依頼を受け札幌駅前

エルプラザにて、午後 6時より工藤支部長に
よる講演会が行われました。参加人数 30 名。
今後の生きがいの一つとして南国での滞在や

長期の旅行についての話に、参加者は大変興

味を持って聞いておりました。

５．平成１ 9年度『南国暮らしの会北海道支部
第 2回情報交換会』
日時 11月 23日（金） 13：00～ 16：00
場所 カデル 2・7 1050 会議室（10 階）

札幌市中央区北２条西７丁目

議事

１）挨拶 工藤支部長

２）情報提供

三島克幸様・・「ベトナム旅行雑感」

戸口愛子様・・「タイ、ネパール旅行雑感」

中田多鶴子様・「台湾旅行雑感」

３）その他 自己紹介、ご意見など

・懇親会 ＰＭ 5：30～大丸デパート（札幌駅
構内）8階 バイキングレストランビュッフェ
・今回の発表はなるべく新しい人ということで

３名の方にお願いしました。

特にあまり発表のなかったベトナム、ネーパー

ルなど会員からも発表後に色々質問が出てお

りました。

・懇親会はいつものように開店と同時に座席確

保、大いに語り、大いに飲みました。今後の

滞在予定や、行ってきた話しなど、大いに盛

り上がりました。

2007年 関西支部活動状況
支部長 松本 都志重

昨年１１月に関西支部の新しい執行部が発足

して１年が経ちました。それまで元気がない、

活動的でない、など関西支部に対する目は厳し

いものでした。

私たち新しい執行部は「元気な関西支部」を

つくることを合言葉に少しでも東海支部のテー

ルランプを見ようと懸命に頑張りました。

２月に初めて「チェンマイ下見ツアー この

指とまれ」を企画しましたが、なんと１４名の

参加がありました。当時のチェンマイ支部長の

伊澤さんが企画の段階からアドバイスを下さり、

チェンマイ在住の皆さんから大歓迎を受け、勢

いがつきました。

５月には巡回例会を関西エリアで最も遠い高

知で一泊二日の日程で開きました。予想外に２
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８名の参加がありました。例会の講師は彩り豊

かに地元高知をはじめ山口、横須賀から特別参

加の会員が勤めてくれました。学習の後は一緒

に風呂に入って大広間での懇親会になりました

が、正に懇親そのものでした。夜遅くまでいく

つかの部屋で盛り上がりました。以来今日まで

とても親密な関係が続いています。

７月の総会と例会には宮嵜理事長が参加して

くださり、南の会が抱える課題や展望を率直に

話してくださいました。参加者は揃って本部の

様子を理解されたと思いますし、お蔭様で本部

との距離が随分短くなったことを実感しました。

活性化するためには何と言っても参加者を増

やすことと心得て、魅力あるテーマを企画しま

したが、何とか無事１年を乗り切ることが出来

ました。

いよいよ２年目に入ります。ただ今、下見ツ

アーの第２弾をペナンで開くべく準備していま

す。どれほどの方が参加くださるか年明け早々

には決まっているはずです。５月には巡回例会

を岡山で開くことを決めました。関西から、中

国から、四国からたくさんの方が参加くださる

よう働きかけてまいります。

例会のほかにゴルフ会、ウォーキング会、女

性だけの園遊会など動きが活発になってきまし

た。特に奈良の「山之辺の道」のウォーキング

には１０数名の参加者がありましたが、人気ス

ポットのため列が長く延びて収拾が取れなくな

るからと自由解散方式に切り替えたほどでした。

年間６回の例会の開催は他の支部から見れば

取るに足りない回数ですが、関西支部がこの目

標を達成することはかなり厳しいもので、役員

は夫々のパートで懸命に励んでくれました。お

蔭様で２０年５月までの計画が出来上がりつつ

あります。大玉が転がりだしたダイナミックさ

を実感しております。そして、関西支部の会員

の皆さんは執行部をもの凄く守り立ててくださ

いました。深く感謝します。

ほのかに見えた東海支部のテールランプをよ

りはっきりと見えるよう支部会員一丸になって

関西支部を盛り上げてゆきたいと思っています。

どうぞ暖かいご支援をお願いします。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

2007年の主要な活動状況
2 月 チェンマイ下見ツアー（10 日～ 11 日）

14名参加
3月 役員会（17日）
例会・懇親会（31 日） ココプラザ、46 名
参加

4月 役員会（21日）
高知例会、7月総会の検討など

5月 高知例会・懇親会（13日）
国民宿舎「桂浜荘」、28名参加

6月 ウォーキング会（10日） 六甲山ハイキ
ング、3名参加

7 月 総会・例会・懇親会（7 日） ココプラ
ザ、30名参加
役員会・懇親会（24 日） ニューミュンヘ
ン本店、8名参加

8月 ゴルフ会（9日）
三田カントリー 27、3名参加

9月 例会・懇親会（29日）
大阪市立生涯学習センター、37名参加
ゴルフ会（21 日） オリエンタルゴルフク
ラブ、7名参加

10月 ゴルフ会（30日） 三田カントリー 27、
7名参加

11月 例会・懇親会（10日）
大阪市立生涯学習センター、28名参加
ウォーキング会（17 日） 奈良県「山野辺
の道」17名参加
紅葉観賞会（25 日） 兵庫県「須磨離宮公
園」、5名参加

12月役員忘年会（16日）～予定～
===============================
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皆さん、４月にハワイでお会いしましょう。

アローハ！

ハワイ支部では結成１周年を記念して、ハワ

イフアンの会員の皆様をお迎えし安全、安心、

さわやか、楽しいハワイ生活を経験していただ

こう、と全員で準備中です。

青い海でのダイビング、青い空のもとでのゴ

ルフやＢＢＱ，緑の中のハイキング、ジュラシッ

クパーク撮影舞台のクアロア牧場、ハワイなら

ではのフラダンスやウクレレ、意外と安い「朝

市」、などなど・・・・・・・・・

皆さん、ぜひこの機会に１週間でも、２週間

でも、１ヶ月でも、ハワイにお出でになられま

せんか？

初めての方はリピーターになられ、リピーター

の方は又来たくなる、こと請け合いです。

お申し込みは、ハワイ支部長（Ｎｏ．６９９）

大黒 均、又は、関東支部（Ｎｏ．１０８９）

浅山簇治までご連絡下さい。

東海支部 総務担当 No.570 山田善一
２００７年１１月度東海支部サロン会を開催

しました。１１月１１日（日）１３時から、名

古屋市役所近くの「ウィルあいち」において、

サロン会を開催しました。出席者は、１８名

いつものように山田総務担当の司会で、高橋

支部長の開会の挨拶に引き続き、新入会員の鍋

島尚氏の紹介があった。

１．山田氏から「最近、サロン会に出席の人

数が、最盛時に比して半減しているので、活

性化策について、アンケートを実施中である

が、現在の回答率は、２９％程度（２０名）

で、今後の回答を期待する旨報告があった。

引き続き、会員から寄せられたアンケートに

基づいてサロン会の活性化策について議論をし

た。

（１）支部のサロン会の運営についてお尋ね致

します。

イ 現状のままでいい。 ７％

ロ 改善が必要である。 ９３％

（２）サロン会を改善するには、どうすればよ

ろしいか？

a 質疑応答(Q&A)の時間を設ける。
b 分科会で小人員で話し合う。
c 全員に発言の機会を設ける。
d 事前に議題を知らせる。
e 地区長から、会員へ絶えずコンタクト
をとる。

f 本部、他地区のＶＩＰや、外国人を講師
として招く。

g 交流の体験談、失敗談を発表して欲し
い。

h 気ままなおしゃべりできる雰囲気作り。
（３）ゴルフコンペ、バス旅行、語学・パソコ

ン講座ＬＳ下見旅行のほかに、取り入れた

い同好会はありませんか？

a ハイキング
b トレッキング
c ウオーキング
d バイクツーリング
e ドライブ
f 登山
g スキー
h つり
i テニス
j ボーリング
k 国内豪華旅行（一泊\15,000位～）
l 国内格安旅行（一泊 \7,000位まで）
m 日帰り温泉行き
n グルメ食べ歩き
o カラオケ
p 写真
q 囲碁
r 将棋
s ウクレレ
t 笛
u ビザ研究
v ゴルフ、バス旅行、語学、パソコンは
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関心も高いので、積極的に取り組んで欲

しい。

（４）会のために、ボランティア活動をお手伝

い頂けますか？

回答者２９％の１７％の会員（全会員の５

％）はお手伝いの意思あり。

（５）その他のご意見

a 役員は、１～２年で必ず交代し、延長
は認めない。

b 女性役員を多く取り入れ、活性化する。
c 役員の応募者、候補者が非常に少ない。
d 趣味を通し、仲間作りをして、親睦を
はかる。（有志により、小グループ作り

をする）

e １泊旅行でパソコン等の講座を開く。
ｆ情報網が大切なので、メーリングリスト

を充実。

ｇ南の国へ、一緒に、どんどん出掛ける。

h 名古屋以外のところで平日サロン会を開
く。

i サロン会に出たくても、出られないこと
がある。

j 仕事ではないので、都合のつく時だけ出
る。

k東海支部のホームページの迅速な更新の
要あり（up-to-dateして欲しい）。

l 会への積極的な参加意識の啓蒙（役員に
就任する、サロン会にできるだけ出席す

る、アンケートなどに回答するなど）。

m 詳しい会員から情報を得るには懇親会が
最適です。

nお出掛け情報と一緒に、航空運賃情報を
知らせる。

o 仲間作りは、旅行（国内、海外）に参加
する事により実現できる。

p ＬＳセミナーの開催に必要な推進委員を
選任して行事のアシスタントをお願いし

たい。

q サロン会の会場費を、支部会計で負担で
きないか？

活発な意見交換がなされたが、時間の関係上

結論らしい結論は出ずじまいであったが、これ

は会員全員に関係するテーマであるので、是非、

次回もこのテーマについて議論して、結果を出

して頂きたい。

２．現在、チェンマイ ＬＳ中の加藤進平氏か

ら「チェンマイの最新情報」について、報告

があった。

同氏は昨年１２月からチェンマイにＬＳ中で、

１０月に一時帰国され、今回このサロン会に

出席されました。

同氏によると、現地では、タイ人との交流を

通じ、タイ語の習得につとめているが、現地

の言葉を覚えることによって、現地人とも早

く仲間になれるとか安く物が買えるようにな

る等いろいろメリットが多い。海外にＬＳす

る場合、その国の言葉を多少なりとも覚える

ことが不可欠のようである。

１６時３０分、サロン会を閉会して、会場を

「インド料理・ムガルパレス」に移して、１７

時から懇親会に入り１９時、盛況のうちに閉会

した。懇親会の出席者は１５名。

ペナン支部長 No.1012 木村まゆみ
2007年における「ペナン支部活動」です。
①ペナン支部「新年会」

日時 2007年 1月 8日
場所 タンジョン・カントリー・クラブ

参加人数 29名
②2007 年新春「ペナンで遊ぼう会」ゴルフコ
ンペ

日時 2007年 1月 22日
場所 クリスタル・ゴルフ・リゾート

参加人数 12名
③2007 年 2 月度「ペナンで遊ぼう会」ゴルフ
コンペ

日時 2007年 2月 7日
場所 クリスタル・ゴルフ・リゾート

参加人数 11名
④ペナン支部「サロン会」

日時 2007年 4月 16日
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場所 珍味中華小食

参加人数 16名
⑤2007 年 5 月度「ペナンで遊ぼう会」ゴルフ
コンペ

日時 2007年 5月 7日
場所 クリスタル・ゴルフ・リゾート

参加人数 10名

バギオ支部長 No.227 斎木 一
会員の皆さん、明けましておめでとう御座い

ます。会員No.２２７バギオ支部斎木です。
２００８年の新年を迎え、それぞれ海外への

LSの具体化や検討に夢を膨らませておられる事
でしょう。

バギオ支部も昨年は実り多い１年でした。恒

例になった２月の日系人二世のホームカミング・

デーへの多数の会員の出席に始まり、５月には

多くの会員の協力によってバギオの空高く日本

の鯉のぼりが元気良く舞い上がりました。

７月からは関西支部の会員秋本さんご夫妻に

よるアボン（日系人会館）での日本語の講習も

スタートしました。秋本さんは今、在留日本人

子弟への日本語教育にも努力されています。

９月に新しくバギオで発足した北ルソン日本

人会（JANL）との友好団体関係も１１月に正

式に南の会、JANLの機関の承認を得て動き出
しています。従来のバギオ日本人会との友好団

体関係は解消しました。

１２月には、東海支部初めての海外視察団を

お迎えし、意義ある交流を深める事も出来まし

た。

南の会も、昨年はハワイ支部の発足もあり、

どんどん充実している様で、喜んでいます。会

員数も増加し、その活動も益々活発化していま

すね。

本年は、バギオ支部にとって更に飛躍の年と

なると期待しています。新しく提携した北ルソ

ン日本人会は、発足直後に会員数が３０名を超

え、日本からの賛助会員も増え、バギオに新し

い風を齎しそうです。

ブログも充実していて、日々バギオの新しい

情報を提供してくれています。これからバギオ

滞在の南の会の会員の新規入会も増加が予想さ

れ、新しい日本人会の大きな戦力になる事は間

違いありません。日本人会からもそう期待され

ています。

その北ルソン日本人会とのタイアップで、今

年はいろいろと新しい取り組みを計画していま

す。この会報が発行される１月の中旬には、九

州支部の蕎麦打ち名人の会員が来訪し、バギオ

で２回の「振舞い蕎麦」があります。

２月９日には、また日系人二世のホームカミ

ング・デーがアボンで行われますが、今年も日

本から沢山の会員が来られて、日本文化に渇望

している日系人と懇親を図られるでしょう。

２月１０日、１１日の両日はバギオのランド

マークSMシテイのイベント広場で、北ルソン
日本人会が初めてバギオフラワーフェスティバ

ルに公式参加する「jジャパン・カルチャー・デー」
が行われますが、その主力メンバーも当会の会

員です。

５月には、皆さんから寄付して頂いた鯉のぼ

りが再びバギオの空高く舞い上がり、バギオの

子供達を喜ばせるでしょう。今年こそバギオの

中心地での鯉のぼり、是非実現したいですね。

皆さんからの鯉のぼりの寄付で５０匹？近い
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５／７ゴルフコンペ （氏名敬称略）

（前列左から）876深井久美子 1012木村まゆみ
661小野恵子 1121佐々木啓子 1020松下茂

（後列左から）661小野雅敏 18木村義光
524川崎勇 1121佐々木正美 1061山村辰志

バ ギ オ 支 部



鯉のぼりが集まっていますが、まだまだ池を渡っ

て泳がせるのは不足しています。これからも継

続して鯉のぼりの寄付を呼び掛ける予定にして

います。会員の皆さんからの更なる協力を期待

しています。

フィリピンの新学期は６月からですが、バギ

オ支部として奨学金支援を続けている２名の児

童はそれぞれ６年生と５年生に進学します。い

よいよ来年の卒業式には、角帽・ガウン姿の凛々

しい子供の卒業を祝う感激を味わえそうです。

小学校支援も皆さんからの沢山の寄付によっ

て、楽器やスポーツ用具を提供する小学校もつ

いに３校を数える迄になりました。貧しいフィ

リピンの子供達に明るい笑顔を絶やさないよう

にと、これからも続ける積りです。

バギオの市制施行記念日は９月１日ですが、

日本人が多大の犠牲を払いながら完成に尽力し

たケノンロードの開通後僅か４年後の１９０９

年に市制が施行されたので、来年の９月１日は

記念すべき１００年目の幕開けの日になります。

それからの１年は、バギオでいろいろなイベ

ントが予定されています。当日はパレードも当

然あります。日本人社会の両輪の輪として、北

ルソン日本人会に協力して多くの会員に、日本

人が作ったバギオ随一の商店街セッションロー

ドをパレードして頂きたいものです。

そして今年のクリスマスには、バギオ在住の

会員によるクリスマス・パーテイを開催するの

が私の今年最大の夢です。正夢となる様に頑張

りたいですね。

その為にも、まだまだ日本で認知度が低いバ

ギオを、これからもメーリングリスト等を活用

し、PRに努めたいと思っています。また来訪
される会員には、私の出来る範囲で極力お手伝

いをさせて頂きます。

その町づくりの最初から多くの日本人と日系

人の血と汗と涙の歴史で飾られた南国の高原リ

ゾート、バギオに再び多くの日本人の笑顔が戻っ

てくる日を夢見ながら新しい会員の方々を今年

もお待ちします。

今年がこの会にとっても、会員の皆さんにとっ

ても、素晴らしい１年である事を祈念します。
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担当理事 No.259 菊地 功

＊会報秋季号発行以降の総務部門の主な活動

10/09 裁判関連打合せ

10/18 東京地方裁判所にて第9回裁判

11/12 裁判関連打合せ

11/17 裁判関連打合せ

11/22 裁判関連打合せ

11/28 裁判関連打合せ

11/29 東京地方裁判所にて第10回裁判

12/04 南国暮らしの会第3回理事会

＊裁判の実施予定

08/01/21 東京地方裁判所にて第11回裁判の予定

担当理事 No.596 中林 勝

「ホームページ委員会よりお知らせとお願い」

南の会ホームページ委員会を代表して発信い

たします。南の会ホームページは、会員だけで

運営、製作をしています。より良い、より楽し

いＨＰ作りを模索していますがまだまだ発展途

部 会 伝 言 板

総 務 部 会

ホームページ委員会

バギオ「日本庭園」での鯉のぼり（５月）



上です。南の会のホームページは社会へのＰＲ

と情報提供、会員が見ても楽しいページをめざ

しています。そこで会員のみなさんの投稿コー

ナーを企画しました。皆様のいろんな活動の記

事や写真を募集いたします。ジャンルは問いま

せん。ぜひ活発な投稿をお願いします。合わせ

て今のホームページへのご意見も頂ければ幸い

です。より充実したホームページにするために

会員各位のご協力をお願いします。投稿は中林

勝宛にお願いします。

中林 勝 hac18202@rio.odn.ne.jp
なお以下の支部は支部ホームページ委員が担

当しています。地域的な情報はこちらに投稿し

てください。

(北海道) No.245 佐藤真理子
yukisige@sd6.so-net.ne.jp

(東海) No.94 高橋昭
dannkichi2001@hotmail.com

(九州) No.581 朝永美代子
m-tomonaga@se.kcn-tv.ne.jp

担当理事 No.281 村松 幸子
１．新年号発行にあたりお世話になったセブ支

部の方々、南国メールで投稿して下さった方々

に心からお礼申し上げます。

今号は初の海外支部特集ができ部員一同感

激しております。海外に住んで居られる方々

の日常の声を聞く機会は、会員同志でも現地

を訪ねた折か、サロン会に出られた折かしか

無く、どちらの接点も作れなかった方々は何

も聞けませんでした。そんな会員の方へでも

海外支部情報をお伝えできる事、嬉しく思い

ます。

これからも一人でも多くの方々の声を載せ、

その声を会員の皆様にお届けしたいと思って

います。今後とも、皆様のご協力宜しくお願

い致します。

２．次回春季号の発行は０８年４月を予定して

おります。原稿締め切りは３月２０日です。

春季号担当は No.７３２ 馬場 章介さん

が編集担当します。特集は関東支部を予定し

ております。皆様からの沢山の投稿を期待し

ております。

春季号原稿のメール宛先は下記 馬場宛に

お願い致します。

shosuke7@nifty.com
３．引き続き 会報委員募集 !!
会報づくりを一緒にしませんか！（経験の

有無は問いません・部員一同未経験者です）。

ワイワイ 会報部会 有り

２００７年は５月に１泊２日で山梨でゴル

フ、１０月に１泊２日で山梨にてゴルフ、き

のこ狩り＆ほうとう鍋の会を実施しました。

楽しい事沢山したいと思っています。

部会で海外取材も有るかも？？希望者は下

記のメール・アドレス村松宛にお願い致しま

す。 skajimura@mtf.biglobe.ne.jp

前回秋季号会報発送作業協力者（敬称略）

240菊地範夫、462小林孝、660平方穣、
999中山恒夫・和代 1125佐々木一信
会報部会員４名

海外会員宛持参協力者（敬称略）

6石川、245佐藤、465橋本、699大黒、
920國武、993山根
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会 報 部 会

☆財団法人ロングステイ財団

http://www.longstay.or.jp/

☆チェンマイロングステイライフの会

（CLLクラブ）

http://cll.thaijp.net/

☆ワールドステイクラブ（WSC）

http://homepage3.nifty.com/worldstayclub/

☆THE JAPAN CLUB OF KUALA LUMPURKL

（クアラルンプール）日本人会

http://www.jckl.org.my/

☆北ルソン日本人会（LANL）
http://janl.exblog.jp/
☆バンコク日本人会 ☆西豪州日本クラブ

友好団体紹介コーナー

http://www.longstay.or.jp/
http://cll.thaijp.net/
http://homepage3.nifty.com/worldstayclub/
http://www.jckl.org.my/
http://janl.exblog.jp/


新年明けましておめでとう御座います。

会員の皆様には新年号への沢山の投稿を頂き

まして心より御礼申し上げます。

新年号はセブ支部の皆様のご協力のお陰で初

の海外支部特集を組む事が出来ました。

セブ支部の皆様には川上支部長、渡辺 徹様

を中心にロングスティヤー・ショウトスティヤー

の方々のご協力を頂きました。

今までの自分達の南国適地探しの情報発信か

ら現実に具体化し、一歩足を踏み入れ生活を始

められた方々からの想いを知る機会が得られま

した。大変感謝しております。

一般投稿では こんな情報求めていました。

有難う御座います。ご自分の知っている地での

お役立ち情報、知識、皆様も是非お寄せ下さい。

より有意義な情報が相互発信で分かち合い又

会員同志で役立ち合いが出来る橋渡しの会報に

為れればとの想いでいっぱいです。

今年も実り多い素晴らしい年になりますよう

お祈り致します。そして此れからも皆様のご支

援宜しくお願い致します。（No.281村松 幸子）
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編 集 後 記

写真ご提供有り難うございます

表紙：本号のテーマは「セブ」です。

左上から時計回りに「コンドミニアムから

のセブ市内風景」、「ゴルフ場からセブ市

内を見る」、「シヌログの祭り」、「ツバ

メ魚とダイバー」、中央は「セブの海」

いずれもNo.646渡辺 徹さんのご提供です。

裏表紙：

１．北海道支部情報交換会（11月、札幌）

２．ペナン支部サロン会（4月、ペナン）

３．関東支部コタキナバル・ロングステイ視

察旅行（10月、コタキナバル）

平成２０年度会費納入のご案内

平成２０年度の継続会費納入をご案内します。

継続年会費： ５，０００円 納入期限： 平成２０年３月３１日

〇本会の２０年度は平成２０年４月１日より１年間です。会則により、会費は年度会費制で途中
入会者に対する月割り計算はいたしておりません。１９年度ご加入の方も加入時期によらず、

２０年度会費の納入をお願いします。

ご注意 ： 期日までに会費未納入の方へは、１回納入を催促致します。さらに納入されない

場合は退会として扱い、会員名簿およびメーリング・リストから削除致しますのでご注意

願います（細則9条(5)項）。

〇同封の郵便振替用紙にてお振り込み下さい。振込料金は各自ご負担願います。
郵便振替口座番号： ０－０１７０－７－２４６８２

加入者名： 「南の会」

お願い（１）： 郵便振替の払込取扱票の「ご依頼人」欄に郵便番号、住所、氏名、電話番号

を楷書で明確にご記入下さい。また、通信欄に必ず会員番号をご記入下さい。

お願い（２）： 会員情報が会員名簿記載と異なる場合は、変更通知欄の該当事項に○を付け

て下さい。e-mailアドレス変更の場合は新しいアドレスをご記入下さい。既に届けを出して

いる方は変更済みですので記入は不要です。

〇海外居住者で郵便振替の利用が困難な方は下記の銀行口座への振込をお願いします。
三井住友銀行 新座志木支店 普通 ６８６２９５７

口座名義： 特定非営利活動法人 南国暮らしの会 理事長 宮崎哲朗

（トクテイヒエイリカツドウホウジン ナンゴククラシノカイ リジチョウ ミヤザキテツロウ）

お願い（３）：銀行振込に際し、振込人氏名に会員番号を追加できる場合はご記入ください。

また振込後、振り込んだ旨メールで No.60渡辺 義郎（ yosi.watanabe@nifty.com ）へご通知頂

ければ事務処理上助かります。



南国暮らしの会ホームページに最新の情報があります。ご覧になって下さい。

http://www.minaminokai.com/

会員相互の情報交換には、南国ＭＬ（メーリングリスト）が便利です。

会員の方で新しく参加希望の方は下記へ参加申込を。

メールアドレス：home @ minaminokai.com

（メールには会員番号、氏名、ご自分のメールアドレスおよびウイルス防止のためご利用のウイル

ス防止ソフト名あるいはプロバイダのウイルスチェック契約の有無を明記して下さい）

発行者 特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）

「南国暮らしの会」

©minaminokai

理事長 宮崎 哲郎

〒140-0002 東京都品川区東品川3-22-20-1208

TEL 03-3472-9916 FAX 03-3472-9954

http://www.minaminokai.com/

記事の無断転載・複製を禁じます。

「南国暮らしの会」からのお勧め

＊自己責任 ＊納得の上 ＊自己決定

南国で不動産等の買い物をするときは、すぐ買わず、情報を幅広く集めて、

自分の目で確かめて、しばらく試してみて納得してから、自分の責任におい

て自己決定する。

［編集委員］ －順不同－

No. 281 村松 幸子 skajimura@mtf.biglobe.ne.jp
No. 465 橋本 慧 hashi176@ybb.ne.jp
No. 60 渡辺 義郎 yosi.watanabe@nifty.com
No. 732 馬場 章介 shosuke7@nifty.com
No. 900 島林 健二 kkshima_san@ybb.ne.jp
No.1125 佐々木 一信 gogo.k.sasaki@kvf.biglobe.ne.jp

http://www.minaminokai.com/
http://www.minaminokai.com/


NANOO孫 剛N△ NOO孫 剛NAN⑤ O孫剛

投 摘 真 ヨ ー ナ ー写

官官砲ぷ

才支!平露■職由■日■田顧缶線日隅田田■■醒襲

関東支部コタキナパル視察旅行 (2007年 10月 )

北海道支部情報交換会 (2007年 ]]月 )

ペナン支部サロン会 (2007年 4月 )

N△ NO◎ 孫剛NANO◎ 孫剛NAsNO◎ 孫剛
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